


























































ＭＦ文庫Ｊ

失敗禁止！

彼女のヒミツはもらさない！

真崎まさむね







カバー・口絵・本文イラスト●さより

編集●瀧口晃平









ＣＯＮＴＥＮＴＳ



第一話　『衝撃事実！　乙女の園は黄色いお花畑』

第二話　『入部試験！　第二華道部に君臨する自称大魔道士』

第三話　『部員勧誘！　超負けず嫌いな赤毛の少女』

第四話　『我慢大会！　ＩＮファミレス』

第五話　『聖の危機！　彼女にヒミツを漏らさせろ！』

エピローグ










　◆第一話『衝しよう撃げき事実！　乙女の園は黄色いお花畑フラワリング・ガーデン』



「……兄さん？　いつまで固まってるの？」

　問いかけてきたのは今年高校二年の妹、清し水みず聖ひじりだった。

　ちなみにオレ、清水ショウも同じく高校二年生だ。

　なぜかといえば、早生まれと遅生まれのコラボレーションのためだ。

　ついでにいえば、クラスも同じである。

　その妹の聖が、いつもながらの無表情でオレを見つめていた。

「兄さん？」

　いつもと同じはずの感情の乗らない声。だが、わずかに責めるような響ひびきがある。

　オレの心臓が冷えていくような感覚がする。

　同時に、オレの口からは思わず言い訳の言葉があふれ出た。

「ち、ちが、違うんだ！　お、お、オレじゃないんだ！」

「……？　どう見ても兄さんしかいない」

　自宅である。

　自宅であれば妹がいるのは当然のことだし、責められる筋合いなどない、はずだ。

　問題はただひとつ。

　妹がトイレに座っている状態でなければの話だ。

「……兄さんは、いつまで妹のトイレ姿を見てるの？」

　オレは現在進行形で、ぱんつをばっちり見てしまっている。

　し、しましまを。

　っつかやべえよ。超やべえよ！　こ、このままじゃ聖ひじりに嫌われちゃう！

　何とか、何とかごまかさなければいけない。

　ええい。静まれ、静まれ！　このうるさい心臓め。

「そう、そうだよ。手伝いに来たんだ」

「……て、手伝い？」

「そうなんだ。オレの、かわいいかわいい妹の、お手伝いだよ。スウィートシスター」

「……兄さん。いったい、何を手伝うつもり？」

　聖は顔色を変えないままに、警戒するかのように片手で身を抱だきしめた。

　そこでオレはハッとなる。

　妹のトイレ中に何を手伝うというのか。

















　考えろ。

　考えろオレ！　持ちうる限りの頭脳を総動員するんだ！

　相手のしたい行動を先読みすればいいのだ……！

　聖ひじりは次に何をしたいのだろうか？　それを手伝うのがナチュラルな流れというもの！

　……そうだ！　これだ！

「ふ、拭ふきにきたんだよ。マイシスター」

　って、ねーよ！　明らかにおかしいよ！　今の台詞せりふ！

「……兄さん。………………最低」

　聖は立ち上がり、完全なる無表情でキックを放ってきた。み、見え――！

「――ぐえっ！」

　い、痛いよ聖……。でも聖に傷つけられたのなら、ちょっと嬉うれしいような気も……。

　いや、いやいやいや！　このままじゃ聖に嫌われてしまう！

　……くそ。なんとかして、挽ばん回かいしなければ。そう考えるオレの前で、扉は閉ざされた。



　というわけで場所はリビングに移る。

　ちなみに我が家はオレと妹のほぼ二人暮らしだ。父親はずっと海外で仕事をしている。母親もこれまた仕事であちこちを飛び回っており、ほとんど帰ってこない。

「な、なぁ聖。プリンがあるんだが、一緒にどうだ」

「…………いらない」

「お前甘いもの好きだろう？」

「…………別に（ぷいっ）」

「獅し子し屋やのプリンだぞ？　昨日、二時間も並んで手に入れてきたんだ」

　オレが呟つぶやくと、聖の耳がぴくりと動いた。

　視線はあらぬ方向を向いているが、耳がこちらに向いていることは間違いない。

「すっごくうまいぞ。厳選された鶏にわとりの卵黄だけを使った濃厚な味が、口の中で蕩とろけるんだ」

「………………（ごくり）」

「お、お兄ちゃんと一緒に登校してくれるなら、あげてもいいんだけどな～？」

「む……」

「さっきのことも水に流してほしい。トイレだけに」

「……上手いこといったつもり？　でも、……だったら、いらない」

「とかいいつつ、プリンをガン見じゃないか。じゃあお兄ちゃんが一個食べちゃおうかな」

「…………別に」

「あー、うまい。獅子屋のプリンは超うまいな。舌の上でとろとろ溶けて行くぜ……」

　聖が少しだけ唇くちびるを突き出した。だいぶムッとしているようだ。

「……判わかった。一緒に行ってもいい。でも一つ、条件を飲んで」

「よっしゃあ！　判った。よし、好きなだけ食え」

　オレは次々とプリンを平らげる聖ひじりを見ながら、二人で登校できることに想おもいを馳はせた。
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「フフ、フフフ。聖との登校なんて久々だぜ……。……しかし」

　ちょっと気になるのはオレが五十メートルも後ろにいるということだ。

　まあいいさ。と思い、オレはオペラグラスを片手に聖の後ろを歩いていた。

「って、よく考えたらこの距離、一緒に登校するっていわねえだろ!?」

　我が妹ながら、恐ろしいほどの知略である。

「……さすが聖だ。まさに現代の孔こう明めいだな」

　オレは戦せん慄りつを覚えながら唾つばを飲み込んだ。

　聖は頭がいいだけじゃない。

　ドールのように整った顔。いつも変わらない無表情と相まって、とても神秘的だ。

　じっと動かない聖をみたら、この世界で一番可か憐れんな人形にすら見えるかもしれない。

　そんな妹との約束を破るわけにはいかない。

　オレは五十メートルきっかりの距離を保って、一緒に登校する。

　…………そうだよ。

　そう。これは一緒に登校してるんだ。絶対にそうだ。絶対にだ！

「って、あいつは誰だれだ……？」

　聖にチャリンコで近寄る小さな影が見えた。同じ高校の制服を着ている女子だ。

　さらさらロングの黒髪。背はかなり低く、小学生にすらみえる。

　そして、おどろくべきことに二人は一緒に登校しだしたのだ。

　……マジかよ。今まで、家に友達を一度も連れてきたことのない、あの聖が……。

「聖、やっと友達できたんだな……。くぅぅっ。今日はお赤飯だな。ああ、涙が……」

「よお。そこの不審人物」

「ん？」

　後ろから声をかけてきたのは友人の加か藤とうだ。

　加藤は有益、無益、どうでもいいことも含め、様々な情報に詳しい男だ。

「……なんだ、お前か」

「朝からオペラグラスを覗のぞきながら登校とは、どういうつもりだよ？」

　そこまで言ってから加藤は、前をみて納得したようにうなずいた。

「――ってああ、なるほど。聖ちゃんを見てたのか」

「聖ひじりちゃんとか馴なれ馴なれしく呼ぶな。殺すぞ」

「……清し水みず、お前、目がマジじゃねえか。……まぁ、判わからんでもないな。我が校でも五指に入る可愛かわいさだ。俺おれも自分の妹だったら、そうなるかもしれん」

「てめえ加か藤とう！　聖はオレの妹だ！　それにお前、聖バカにしてんのか？　五指だァ？」

「近い、顔が近いぞ清水……！　お前から見たらトップなのかもしれんが……」

「違う！　聖は宇宙で一番だ。史上最強の美少女だ。人としての限界すら超えた可愛さだ」

「明らかに言いすぎだろうが」

「はァ？　今、なんつった？　おいコラ」

「……いや、そんな睨にらむなよ。相変わらずシスコンだな」

「シスコンで何が悪い。――それより加藤、聖の隣にいるの、誰だれか知ってるか？」

「……あのロリロリしいシルエットは、湊みなとかりんだな。俺らの後輩で一年生。ちょいロリ系の美少女だ。上級生のほうまで名が通っているほどの可愛さだ。長い黒髪からは、いちごの香りがする。多分シャンプーだな」

「に、匂においまで!?　……お、お前すごいな」

「そう褒ほめるなよ。ま、すれ違い様にちょっとな」

「で、聖とどういう関係なんだ!?」

「おい、落ち着けって！　肩を揺ゆするな！　ふう。まったくお前は、妹のことになるといつもそうだ。んで、質問に答えると、部活つながりだな。湊かりんは華か道どう部ぶ員いんだ。清水聖も今年、華道部に入ったらしい」

「は!?　聖が!?　初耳だぞコラ！」

「近い！　近い！　顔が近いから！　離れろ！　……ふぅ。流りゆう泉せん寺じクリスっていうお嬢様が、今年から作ったんだよ。第二華道部という部をな」

「第二……？　ただの華道部じゃないのか？」

「ああ。以前からあった華道部と、わざわざ分けているくらいだ。それに部員も少ない」

「……今年からか。以前の華道部とはどう違うんだ？」

「――――判らない」

「え？」

「まったく判らないんだ。何の話も、不自然なほどに入ってこない。ただひとつ言えるのは、全員が全員、超絶美少女だってことだ。部長の流泉寺クリス、清水聖、湊かりんの三人だな。美少女しか入れないっていう噂うわさすらある」

「な、なんだと！　聖が、そんなところに……？」

　オレが衝しよう撃げきを受けていると、加藤は『へへ』と揉もみ手でをした。

「俺もその華道部にお近づきになりたいんだよ。清水。妹さんから俺のことを紹介し――」

　こいつ、オレの妹に近づく気か？

「聖ひじりに近づいたら……、いや、聖を視界に入れたら殺すぞ」

「ええっ!?　見ただけで!?」

　そういえば、聖は最近よく楽しそうにしていた。今までは、そんな様子なかったのに。

　きっとその第二華か道どう部ぶのお陰かげだろう。これは兄として挨あい拶さつに行かねばなるまい。

　前方を歩く聖は、何かを感じ取ったのか、肩をびくんと不安げに揺ゆらしていた。

　それにしても、第二華道部か。

　美少女ばかりだけど、何をやっているか一切不明な怪しい部活動。

　聖はそこで、いったいどんな活動をしているのだろうか。

　……放課後にでも、いってみるか。
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　その日の放課後。オレは第二華道部へと向かう階段を登っていた。

「えーと、第二華道部はこっちのほう、だよな……？」

　すると階段の上から、女の子の声。

「う、うわぁっ……！　どど、どいてくださーい！」

　黒髪ロングの女の子が、降ふってきた。

　そう――降ってきたのだ。

「えっ……」

　重力によって加速した少女が、オレの胸元にどーん！　とブチ当たる。

　ごろごろ、どたーん！　と、小さな少女ともつれ合いながら、階段を落ちた。

「うぅ、恐ろしいまでの圧倒的衝しよう撃げきです……」

　顔のすぐ前から声。

　倒れこむオレの上に、何か温かいものが乗っかっている。

　目を開ければ、非常に整った顔があった。

　黒髪ロングのさらさらストレートヘア。眉まゆはしゅっと細く、小さな鼻に薄い唇くちびる。くりくりとした大きな瞳ひとみと、視線が合う。まるで小型の大和やまと撫子なでしこ。

　そんな少女がオレに身体からだを合わせるように、くっついていた。

　少女が叫ぶ。

「ちょ、ちょちょっ！　ど、どこを……！　どこを触さわっているんですか!?」

「え、ええ？　別に、変なとこなんて、触ってない……けど」

　まあ、密着はしてしまっているのだが。

　しかし、少女がオレの上からどいてくれなければ、どうしようもない。

「む、むむむ、胸、胸ですっ！」

「は？　いや、胸なんて触さわってない、はずだぞ。何の感かん触しよくもないし」

「な!?　なんてことをいうんですかっ!?」

　オレは「ほら」と言いながら手をもみもみと動かしてみせる。

　胸、というような肉の感触はない。

「あ、でも、少し肉があるな。見かけによらず腹が出て――」

「んなぁっ！　そ、そこが胸ですよ!?　胸なんですよう……。うう……。うあー！」

　しまった。コンプレックスを刺激してしまったか!?

　アレだ。ここは一つ、褒ほめよう。

　そうだ。それしかない。失点を少しでも取り戻すのだ。

「――スタイリッシュな、良いい胸だと思うぞ？」

「なっ!?」

　少女の瞳ひとみが大きく見開かれる。

「空気抵抗もほとんどなさそうだ。弓道、水泳、陸上などの邪魔にならないはずだ」

「な、な、ななななっ!?　なんということを!?」

「ブラだって要いらなそうだ。無駄な金もかからず経済的ですらある。君はとてもエコだ」

「謝あやまるかと思いきや愚ぐ弄ろうしてきました!?　あ、悪魔です！　ひどいです！　このぉ！」

　少女は光速で立ち上がる。

















　そして、がつがつっ！　と、オレの腹に二度ほど蹴けりを入れた。

「げほ、がはっ……」

「死んで償つぐなってください！　えいっ！　えいっ！」

「そ、そんな位置にいると、下着が見えちゃうぜ？　だから――」

「なんですか！　頭の上にまたがれとでもいうつもりですか!?　このへんたい！」

「ち、ちがっ――！　別に、白い下着が見たいわけじゃないんだ！」

　気をつけろって言いたかっただけなんだ！

　しかしどうして、あの白いぱんつにはリボンみたいなものがついているんだろう。

　悪いとは思いつつも、視線がはがせない。

　少女は顔を真っ赤に染め上げ、太ももをもじもじと動かした。

「なんでぱんつの色を……。ハッ……。さいてー！　さいてーです！　このへんたいっ！」

　少女はスカートを押さえてから、叫びをあげ、走り去っていった。

　ああ……。ひどいことをしてしまった。今度会ったら謝あやまらないとな。

　なんてことを思いながら立ち上がり、階段を登り終える。すると目当ての場所についた。

「あった……。第二華か道どう部ぶ、加か藤とうに聞いたとおりだな」

　よし……！　いくぞ！

　コンコンとノックをし、扉を開けた。瞬間、室内にいた三人の視線がオレに集まった。

「失礼します」

「あら。お客さんかしら。珍しいわね」

　まず口を開いたのは、学園屈指の美少女だ。ここの生徒なら一日に数回ほど噂うわさを聞くハメになる有名人。その名前を流りゆう泉せん寺じクリスという。

　オレと同じ二年生。しかし、クラスが違うこともあり、話したことはない。

「何か、用事でもあるのかしら」

　菜の花のように黄色に近い金髪が揺ゆれる。青く透すき通った瞳ひとみが、オレを見た。

　どんな性格でも、どんな秘密があっても、許されてしまいそうなほどの美び貌ぼうだ。

　オレが何かを言う前に、黒髪の少女が叫ぶ。

「あ、あ、あ――！」

　それは、さっき階段で出会った地球にやさしいエコな小型大和やまと撫子なでしこだった。

　……いや、その前にも、どこかで見たような気がする。

　そうだ！　朝に加藤が、湊みなとかりんと呼んだ子だ。

「……そうか。お前も、ここの部員だったのか」

「い、今さっきの悪魔っ！　わたしに抱だきついて！　あまつさえ胸まで揉もんでぇっ……」

　ぎりりと歯を噛かみ締しめながら、黒髪ロングの少女はオレを睨にらみつけてくる。

「いや、違う、違うんだ。アレは、事故！　事故だ！」

「はあああ!?　そんな言い訳通ると思ってるんですかっ！　階段でぶつかって転げ落ちただけならまだしも！　そのあと胸を揉もんだのも、事故だと言うんですか!?」

「ああ。事故だ」

「ナチュラルな顔で言い放ちました!?　こ、この人、嘘うそをつき慣れてますよ!?」

「嘘じゃない。アレは不幸な事故だったんだ」

「ぐぐ、ぐぐぐぐ。許しませんっ！　ぱんつまで覗のぞいたくせにっ！」

「ち、違う！」

「あれも事故だとでもいうつもりですか！」

　かりんは小さな胸をめいっぱい張り、下からぐぐぐと睨にらみつけてくる。

「あ、あれは、お前から見せてきたんじゃないか！　オレに拒きよ否ひ権けんはなかった！」

「言うにこと欠いて、わたしを痴女扱い!?　このかりんを!?　ゆ、ゆ、許せませんっ！」

　かりんは、わなわなと、胸につけた大きな十字架のペンダントを握りこんだ。

「くっ……」

　まずい。このままではオレがただの変態みたいになってしまう。

「ち、違うんだ。オレは、聖ひじりの兄なんだ！」

「よくもまあ、そんなポンポン嘘をつけるものです！　このへんたいめっ！」

「……はぁ。いちおう。アレは兄さん」

　その場にいた聖がため息と同時に声を出した。

「む。むむ……。ほ、本当なんですね。では、何をしにきたんですか!?」

「オレは兄として、いつも聖がお世話になっているお礼をしにきたんだ。な、聖？」

　オレは援えん護ごしてくれた聖に感謝の微笑ほほえみを送る。しかし、聖は冷たい声で告げた。

「……いらない。……帰って」

「ひ、聖っ!?　そんな…………」

「フフ。無様ですねえ。先輩？　痴漢行為なんかするからですよ。ざまァですっ！」

　かりんが何だかやたらと勝ち誇りながら言ってくる。

　ま、まずい！　このままじゃ、追い出されてしまいそうだ。

　話題を。話題を変えなければ。

「そ、そんなことより！　この部活は何をしているんだ？　華か道どう部ぶ、って聞いたけど、タタミも花も剣山もないみたいだし」

　訊たずねると、かりんがびくんと肩を跳ねさせる。それから、わたわたと慌てだした。

「っ！　そ、そそ、そんなの、清し水みず先輩には関係ないですっ！」

　さらに聖までもが、かりんの援護に入る。

「そう。……兄さんには無関係」

　こいつら、何か隠してるな……？

　何だか無性に、隠し事が気になった。聖ひじりのことをすべて把握したいという兄心だ。

「言葉を交わすのは、初めてですよね。部長の、流りゆう泉せん寺じさん」

「あ！　わたしを飛ばしてクリス部長に話しかけるなんて！　なんて不届き者ですか！」

「ええ。そうね。初めてね？　あたしが第二華か道どう部ぶ部長の流泉寺クリスよ」

　にこり。まるで花が咲くかのような満面の笑みで答えられた。

　ああ、もしかしたらこの華道部のいう花とは、このことなのかもしれない。

　聖、クリス、そして悔しいがかりんといった美少女たち。

　その美しさをたたえ、花と呼ぶのも、なくはない気もする。

「いつも聖がお世話になってます」

「ふふ。こちらこそ、聖にはいろいろ迷惑をかけているわ。あたしが感謝したいくらいよ」

　おお……！　なんと人間ができた部長さんだろうか。

「ありがとうございます。ところで、この部活ってなにをする部なんですか？」

　クリスは優雅に片目をつむってみせた。

「ふふ。それは言えないわ。内緒なのよ」

「兄として、妹が何をしてるか気になるんです。よかったら教えていただきたいなぁと」

「ダメなものはダメよ？　秘ヒ密ミツが女を美しくミステリアスに飾るの。だから、知ったらきっとガッカリするわよ」

「しませんよ。少なくとも、オレが聖にがっかりすることなどありえない」

　クリスは薄紅色の唇くちびるに人差し指をあて、魅惑的に微笑ほほえむ。

「そ？　でもだぁーめ。教えてあげないわ」

「そこをなんとか」

「ふふ。ダメよ」

　オレがもう一度押そうとしたとき、聖が無表情に、じっ、と見つめてきた。

「…………兄さん」

「うん。なんだい。マイスウィートシスター？」

　オレが微笑みを返すと、聖は変わらぬ表情で呟つぶやいた。

「……うざい」

「ぐはあ!?」

　聖の放った言葉の刃やいばが、オレの臓ぞう腑ふを深く鋭く激しく抉えぐる。

「だけど、この程度でっ……」

「…………最低」

「がはっ」

「…………ほっといて」

「う、ぐ……」

「……これ以上探ったら、嫌いになるから」

「そ、そんなぁっ!?」

「…………判わかったらさっさと帰って」

「う、うう……」

「……はやく帰って」

「うう。ま、また来るからなっ……」

「……来なくていい」

「ううう。うわーん！」

　オレは家まで逃げ帰った。そしてすぐに部屋に閉じこもったのだった。



　　　　　　●▲



　チュンチュン。スズメの鳴き声が耳を通過していく。

「ふふ、フフ……。朝日が眩まぶしいぜ」

　翌日。オレは半死半生の状態だった。

　聖ひじりに、嫌われてしまったかもしれない。

　そう思うだけで胃が痛い。悲しみが溢あふれる。昨日は枕まくらを濡ぬらしてしまったほどだ。

　今はようやく少し落ち着いて、自室のベッドの上に座ってボーッとしている。

　オレンジジュースをちびりちびりと飲む。昨晩から出してたため、すでに温ぬるい。

「やっぱりオレンジはバ○リースだな。この果汁20％の、人工くさい味付けがたまらん」

　呟つぶやいて、大きくため息をついた。

「…………って、いつもは思ってたのにな」

　今日に限ってはバ○リースすらもおいしくは感じられなかった。

　オレの手から、バ○リースが滑り落ちたのは、あるいは必然だったのかもしれない……。

「あっ……」

　ぱしゃんっ。

　すべり落ちたバ○リースは、オレのパジャマと布団をびっしょりとぬらした。

「げえ……。マジかよ。びっしょびしょになっちまった」

　ベッドにできたオレンジ色の大きなしみ。オレのパジャマまでひどいことになっている。

「まるでおねしょじゃないか」

　それをみて、更に気分が滅め入いってくる。

　そんなとき、部屋にノックの音がひびいた。

「……兄さん、悲鳴が聞こえたけど、大丈夫？」

「ああ、聖か。大丈夫だよ」

　いや、待てよ……？

　こんな状態の部屋を見られたら、大変なことじゃねーか……？

「――――って、ちょおっと待った！　大丈夫じゃない！　入ってくるなよ!?」

　ガチャリ。

「ま、待て。聖ひじりィ――！　早まるなァ――！」

　オレの叫びと願いは叶かなうことなく、ドアは無む慈じ悲ひな音を立てて開いた。

　聖が少しだけ目を大きくする。

「……………………兄さん。それ…………もしかして…………」

「ちち、違う！　違うよ聖！　絶対に違う。聖が思っているようなモノじゃないんだっ！」

「…………兄さんは、とっくに治ってたと、思ってた。でも、しちゃったんだ……」

「治ってる！　治ってるよ!?　待ってくれ聖っ！」

　なんとか、なんとか弁明をしなければ！

「違うんだ聖！　これはオレンジジュースをこぼしただけなんだよ！」

「……なるほど。咄とつ嗟さに似た色の液体をかけて、証拠隠滅？」

「違うさマイシスター！　まじりっけなしの１００％オレンジだよ！　オレンジ！」

「……ほ、ホントに？　嘘うそじゃ、ない？」

　あ、でもバ○リースは果汁１００％じゃないな。……オレは、聖に嘘などつけない。

「いや、20％だけどオレンジだよ！」

「…………うわ。残りの80％は何？　つまり、大部分が、兄さんの……」

　聖は無表情ながらも嫌そうな顔になる。兄であるオレにだけはわかる表情だ。

「１００％だけど、20％なんだよ！　むしろ20％のオレンジが１００％なんだ！」

「…………何をいっているか判わからない。……でも、判った。兄さん」

「お、おお……。判ってくれるか。聖」

　聖はたっぷりとタメを作ってから、小さな顎あごを動かし、うなずいた。

「うん。おねしょはとても恥ずかしい。だから、隠したのは当然」

「違うよ！　隠してないっ！　って、ああ、そそ、そうだっ！　そうだよ！」

　待て。あの手があるじゃないか。一気に解決できる手法が！

　完かん璧ぺきな証拠能力を持つアイテムが！

「…………何？　兄さん」

　オレはパジャマの前の部分を引っ張って、聖ににじり寄った。

「ここを、かいでみてくれ！」

「っ!?」

　聖は細い身体からだを抱だきしめるように、大きく仰のけ反ぞった。

「かげばわかる。舐なめればわかるっ！　ただのオレンジだから！　オレンジだからっ！」

「ま、まさか、兄さん…………。そんな性癖が…………。へんたいすぎる」

　聖ひじりがオレを、まるで汚物を見るような目で見た。

「ち、違うよ!?　性癖じゃないよ!?」

「妹に、そういうの、よくないと思う…………」

「だから、違うよ！　かげばわかるんだって！　騙だまされたと思ってホラ！　ホラ！」

「い、嫌……。…………騙されない」

「頼む！　頼むよ！　ちょっと、ちょっと舐なめてくれるだけでいいんだっ！」

「や、やっ……！」

「ちょ、ちょっとだけでいい。ちょっとペロッてするだけだからっ！　ペロッて！」

「それ以上近づいたら、お母さんに電話する」

「ひ、ひどいよ！　聖！」

「ひどいのは兄さんの趣味。そういうのは一人でして」

「ぐ、ぐうううっ！　そういうプレイを持ちかけたワケじゃないのに……！」

　聖が呆あきれたような雰囲気を漂わせる。

「はぁ……。大丈夫。証拠隠滅は任せて。私が洗う」

「だから、違うって……」

「母さんに、バレてもいいの？」

「ぐ、くう……。本当に違うんだ」

「……汚れた服を脱いで、……シーツも洗うから……」

　嫌な顔一つせずに、妹的にはおねしょで汚れた服（実際はバ○リースだが←ここ重要！）を持っていってくれたのである。

　そして部屋を出るときに、半ば放心するオレに告げた。

「……兄さん。今日の放課後…………あけておいて。連れて行く、場所がある」

　オレはその言葉が理解できなかった。ただの音としてしか認識できなかったのだ。

　それでも、いつものクセなのか、オレの身体からだは自動的に学校へ行く準備をしだす。

　家を出る。学校へ向かう途中の通学路のことだ。

　感情の乗らない、だけど非常に可愛かわいらしい声が後ろからかけられた。

「兄さん。……待って」

　聖が自ら話しかけてくるなど、オレたちが中学にあがってからは一度もなかったことだ。

　いつもならばオレは満面の笑みで聖に振り返るはずだ。

　だが、今朝の出来事のせいで、オレの心はどんよりと暗かった。

「……何か、用か？」

「どうしたの。兄さん。……元気ない」

「……まぁな」

「うん。……わかる。……あんなことが、あったから、……仕方ない」

「……ほっといてくれ。……もう、オレのことは、忘れてくれないか」

「……気にしないで、兄さん。……大丈夫。私は、気にしない」

「………………そうか」

「大丈夫。――――よくあること」

「ないよ!?　よくあってたまるか！　高校生なのにもらしてる奴やつなんかいないだろ！」

　つい声を荒らげると、妹はなぜか少しだけ俯うつむいた。

「うん……」

　顔色は変わらない。だけど、妹の声は確かに沈んでいた。

「いや、心配してくれたんだよな。ありがとうな。だけど、あれはお前のかんちが――」

　そこで聖ひじりがオレの言葉をさえぎった。

「そんな兄さんに、朗報がある」

「ん？　……ろ、朗報？」

「放課後、連れて行きたい場所があるって言った。そこはきっと兄さんの役に立つはず」

「うまく話が飲み込めないんだが……」

「とてもいい場所」

「いい場所？」

「そう。部活」

「…………ええと、部活って、まさか第二華か道どう部ぶじゃないよな？」

「そのまさか」

「待て。あんなところにか！　いったいなんで、あんな美少女しか入れないところに!?」

　妹は表情一つ変えずふるふると首を振った。

「可愛かわいい女の子しか入れないということはない。兄さんも条件を満たしている」

「じょ、条件……？」

　一体そんな美少女集団に入るような条件を、オレがいつ満たしたというのだろうか。

「……大丈夫。兄さんならバッチリ。それに、きっと、兄さんの助けになる」

「ちょっと待って。助け？　なあ、何の助けなんだ？」

「部長に相談すれば、きっと兄さんのアレが治る方法も考えてくれるはず」

「………………は？　何の迷いもなく言い切ったな。どういうことなんだ？」

「兄さんのおもらしを、部長に相談する」

「おい。……おい！　待ってくれ。もしかして聖、お前、オレがその、あの、おね、おね……しょ、してるとか、言うつもりか？　あの流りゆう泉せん寺じクリスにっ！」

「そう」

「ちょ、ちょっと!?　嫌な予感しかしないぞ！　っつーかありえないぞ、その選択っ！」

「……じゃあ、授業が終わったらすぐに行くから」

「オレの話を聞いてくれ。頼むから」

「……兄さん、恥ずかしがらないで」

「聖ひじり。考え直したほうが――！」

　などと話しながら歩いていると、オレたちの通う聖せい流りゆう学園が視界に入る。

　正門の前までやってくると、後ろから黒塗りの車がオレたちを追い抜いていった。

　車の中から現れたのは、朝日に煌きらめく金色の髪をなびかせたお嬢様。流りゆう泉せん寺じクリスである。

　周りの生徒たちが駆け寄り、「クリス様。おはようございます」と声をかけている。

　一瞬にして取り囲まれていた。すごい人気だ。こんなの一昔前の漫画やアニメの中でしかお目にかかれない光景である。

「……すごいな。流泉寺さん」

　クリスが何かに気付いたようにこちらを振り返った。顔一面に笑みを浮かべている。

「良いい朝ね。聖」

「部長、おはよう」

　聖は返事をしてオレにぼそっと告げた。

「兄さんのこと、話を通してくるから」

「えっ。ちょっと待っ――。あ、行っちまった……」

　い、いや。……さすがに冗談だよな？

　聖はクリスのほうへと歩いていく。取り巻いていた生徒たちが聖のために道をあける。

　クリスのもとへとたどり着いた聖は、クリスの耳元に口を寄せた。

　オレは止めに入ることもできず、呆ぼう然ぜんと見ていた。

　クリスが顔をこちらに向け、眉まゆをひそめる。

　一体何を話しているのだろうか。まさか。もしかして。

　頭の中にイヤな想像が膨らんでいく。

『部長。うちの兄さん、今日おねしょした。本当にクズ。最低。何で生きてるのか不思議』

『うわあ。死んだほうがいいわね。生きている価値がないわ。キモい』

『うん。だから、部長、何か方法はない？　もう存在を消したい。殺戮ジエノりたい』

『おねしょが許されるのは小学生までよねー』

『『キャハハハハハ！』』

　会話を想像するだけでオレの胃が冷たくなっていく。

　クリスはもう一度こちらを見て、なんというか、すごく嫌そうな顔をした。

　そして妹は変わらぬ表情のままオレへと振り返り、親指をグッ！　と立てた。

「……なあ、何が良かったのそれ。何も、よくないよな？　な？」

　オレは絶望のどん底に叩たたき落おとされたのだった。



　そして放課後になった。

　帰りのホームルームが終わると、近くの席の聖ひじりがスカートを揺ゆらして駆け寄ってくる。

「じゃあ兄さん。行こう」

　ぎゅっと腕が掴つかまれる。

「い、行かないぞ。そもそも今朝のアレはお前の勘違いだ」

　いや、しかし、あの部が何をやっているかは気になる。オレは結局、聖が何をやっているかすら知らないのだ。

　……どうしたらいいんだ。オレは、どうしたら……！

　迷っているオレに、聖は真面目まじめな声で、まるで子供に言い聞かすかのように言った。

「兄さん。恥ずかしがっちゃだめ。治すの、協力する。部長も協力してくれるって」

「お、おお、お前っ！　やっぱりあの時、流りゆう泉せん寺じさんに言ってたのか。うぐ、ただの勘違いなのに。聖の勘違いなのにッ……！　く、うう……なんでそんな」

「……兄さん。お願い」

　聖がすぐ近くから、すがるように見上げてきた。

　ふんわりとレモンみたいないい匂においがする。長い睫まつ毛げに大きな瞳ひとみ。

　可愛かわいい。すごく可愛い。兄として何か保護欲が刺激される感じがする。

「……兄さん、わがまま言わないの……。めっ」

　おでこを指でちょいっと押される。むしろオレが面倒をみられる感じだった。

「悪いけど……」

「……兄さん。……お願い。最初の一歩は、つらいだろうけど……。私は味方だから。ね？」

　どうする。どうする？　確かに第二華か道どう部ぶの活動内容は知りたい。

　だけどオレが行ったら確実におねしょマンである。アレをバラされているのだ。

　でも聖も来てほしいみたいだし。こんなにお願いされてるし！

　くそ。どうしたら……！

　オレが頭を抱えて懊おう悩のうしていると、聖が、無表情ながらも小首を傾かしげて聞いてきた。

「……兄さん……。だめ？」

　かわいい！　超かわいい！　やっべー。聖可愛すぎてやべー。

「だめじゃないさ！　さあ、行こうか！」

　オレはキメ顔を作ってそう答えた。さっそく聖とともに華道部へと向かう。

「……じゃあ兄さん。行くよ」

　妹はオレに気遣うような視線を送ってから、部室のドアをひらく。

「つれてきた」

　華道部員――すなわち、クリスとかりんの視線がオレに集まる。

　ただの部室なのにクーラー完備なのは、恐らくお嬢様であるクリスの差し金だろう。

　涼しすぎない温度設定は、おなかに優しい感じである。

「いらっしゃい。清し水みずくん」

　クリスが鈴の音ねのような美しい声で話しかけてくる。

「こ、こんにちは。流りゆう泉せん寺じさん」

　するとクリスはゆっくりと、左右に首を振った。

「苗みよう字じ、嫌いなの。名前で呼んでもらえる？」

　そして、魅力的な笑みを浮かべられた。それだけで心臓がバクバクなりっぱなしである。

「く、クリス…………さん……」

「フフ。さん、なんてつけなくてもいいのに……」

　クリスがからかうように笑う。

　名前で呼べって言ってるんだから、呼んでも、いいんだよな？

「く、く、クリ……ス……んぐっ!?」

　突然、耳がぐいいっと引っ張られた。聖ひじりだ。

「兄さん。デレデレしない」

「いっつぅ……し、してないぞ。デレデレなんて」

「してた」「してない」「してた」「してない」「してた」「してない」

　延々と続きそうになったとき、今まで黙っていたかりんが口を開いた。

「痴ち話わ喧げん嘩かはいい加減にしてくださいっ」

　むーっと唇くちびるを尖とがらして不快そうにしている。両腕を組み、小さな身体からだで仁王立ち。

「大体ですね。クリス部長は神にも等しきお方です。そのクリス部長をないがしろにするようなその態度！　聖先輩、清水先輩。あなた方は何様なのですかっ！　頭ずが高いです！」

「いや、お前が何様だよ」

　今度会ったら謝あやまろうと思っていたのに、ついツッコんでしまった。

「なっ。こ、このわたしになんて口の利き方を……っ！」

「悪い。聞こえなかったことにしてくれ」

「愚かですね。先輩。もう聞いちゃいましたもん！　ぜ、絶対に許しませんッ！」

　ああ。そういえば。オレはこの子にひどいことをしてしまっているのだ。

　あれはさすがに、謝らなければならないだろう。

「この間は、すまんっ……！」

　頭を深く下げると、かりんが戸惑うように息を飲んだ。

「不快な思いをさせてしまって、すまない。わざとじゃないなんて、理由にならないよな」

「や、その……。そんなに謝られますと、わたしとしても、怒るに怒れないというか……」

　この、まごついたような対応は！　……押せてる！

　謝あやまるチャンスはここだ！　今しかない。畳み掛けるように、レッツフォロー！

「それに、君のスタイリッシュな胸は、それはそれでありだと思う」

　ピキリ。かりんの表情が固まった。

「なんっ、ですっ、とっ!?」

「きっと好きな人種もいるさ。貧しいなんて、言いたい奴やつには言わせておけばいい」

「貧しいとか!?　ひどいです！」

「ほら、アレだよ。ない胸の分だけ、君は心が豊かなんだよ。きっと。それにブラがいらない分、経済的だ。つまり君はアレだ、金のかからない女だよ！　自信を持ってくれ！」

「んんっ、んぐぐぐぐっ！　なんてことを……！　ぜぜ、絶対に許しませんっ……！」

　って、あれ？　なんで怒りを我慢しているような声になっているんだ？

　下げていた頭をあげる。すると、かりんは頬ほおを赤く染め、瞳ひとみを潤ませていた。

「え、偉そうにっ！　だ、だったら貴方あなたの前世はなんですか。わたしの前世は竜を操る大だい魔ま道どう士しですが！　ふんっ！」

　……は？　…………今、なんていった？　こいつ……。

　だい、まどう、し……？

「……大丈夫か？　怒りすぎて頭がおかしくなったか？」

「先ほどは神であるクリス部長を馬ば鹿かにしてっ！　更にわたしまで愚ぐ弄ろうするなんて！」

　かりんが涙目になる。うめき声をあげながら、もじもじと太ももをこすり合わせている。

「いや、悪かったって……」

「くう、静まれ、静まれ、私のおなか……」

　かりんの頬が更に赤く染まっていく。

　かりんは下腹部を押さえ、もじもじ、もじもじ。

「お前そういうの中ちゆう二に病びようっていうんだぞ。それにしても、おなかとか新しいな。腹からなんか出るのか？　あまり格好良くないが、いいのか？」

「うっ、うるさいです！　うるさいです！　うるさいです！　ああ、もうだめですーっ！」

　そう叫んで、かりんは内うち股またになりつつ、部室から飛び出していった。

「……なんだありゃ。せっかく謝ってたのに……」

　クリスがぽかんと口を開いて、オレをみていた。

「清し水みずくん、正気……？」

「へ？」

「どうみても喧けん嘩か売ってたわよ。馬鹿なの？」

「ええ……？　うそぉ……？　……本当に？」

「いや、そんな信じられないような顔で見ないで頂ちよう戴だい。あたしのほうが信じられないわよ」

「兄さん。あんまりかりんをいじめちゃダメ」

「いや、いじめたつもりなんて……」

「彼女の発動条件トリガは、『怒り』」

　聖ひじりはオレをたしなめるように、謎なぞの発言をした。

「聖……。お前まで何を言ってるんだ」

「ちなみに、私の発動条件トリガは『緊張』」

「聖、…………お前まで中ちゆう二に病びようになってしまったのか……」

　最近話してなかったから知らなかった……。なんだよ、トリガって。何か出るのかよ。

　ああ、聖、お前まで中二病だったのか。もしかして、ここは『中二部』とかなのか？

　だけど――。

　だけど、だけど！　聖がそうなら、オレも付き合おうじゃないか。

　ちょっと恥ずかしいけど、頑張るしかないじゃないか……！

「わかった。聖。お前は緊張ですごい力が発動するんだな。魔法か？　超能力か？　それとも何か召喚するのか？　わかってる。わかっているよ。できるんだよな。実はお兄ちゃんだって出来るんだぞ。前世は全ての魔を従えし人族の英雄だ。しかし、今はお前と言う光のお陰かげで愛に目覚めた戦士だ。オレの発動条件は仲間を思う心だよ聖」

　部室にとりつけられた丸時計がチクタクと音を刻んでいく。

　クリスがしらーっとした顔でこちらを見ていた。

　だけど、いいんだ。妹さえ満足してくれるならオレは。

　そんなオレに投げかけられたのは、めちゃくちゃ冷たい声とセリフだった。

「……は？　兄さん、頭、大丈夫？」

「え、なに、何？　今、なんて言ったの聖。明らかに呆あきれた声で『は？　頭、大丈夫？』って言わなかった？　気のせいだよね。お兄ちゃんの」

「言った。兄さんは何を言ってるの。もしかして、ボウコウ以外にも頭も病気？」

「ちち、違うよ。聖。お兄ちゃんは聖のために――！」

「何が違うの。兄さん。もしかして、私のために、もらしたとか言うつもり？」

「ちがっ――っつーか明らかにありえないだろソレ！」

「そういえば、私に向かって『おねしょの匂においをかげ』とかやってきた。……兄さん。貴方あなたは、私以上に重症」

「違う！　確かに匂いをかげって言ったけど、おねしょじゃないって証明するためだ！」

　そこに呆あきれ顔がお――というよりもむしろ引きつった顔で口を出したのはクリスだった。

「……それはさすがに引くわよ」

「ち、違うんだ。クリス……！　本当に事故っていうか、オレはもらしてなんかない」

　クリスが白い目でみてくる。ダメだ。信用されてない。でも、オレは言い訳を続ける。

「バ○リースなんだ。ぜ、全部あいつが悪いんだ……っ！　バ○リースが仕組んだんだ！」

「黄色い清涼飲料水に責任を押し付けるなんて、見苦しいわよ。清し水みずくん」

「隠さなくていい。兄さん」

「隠してなんかないのにっ!?」

　妹が変わらぬ表情ながら、力強く頷うなずいた。

　そして告げてくる。

「……大丈夫。私たちもそう」

「………………は？」

　妹の発言が本気で理解できず、オレは間抜けな声を出してしまう。

　私たちもそう。って何が？　何に、かかる言葉なんだ？

「ここの部員は、みんな、そう」

　オレの勘違いだよね？　そんなの、ありえないよね？

「み、みんな、そうって、どういうことだよ？」

　オレは一いち縷るの望みを持って――いや、自分の勘違いを正すために聞き返した。

　しかし、

「皆みんなおもらしをする」

　聖ひじりは一切のためらいもなく断言した。

















「いや、いやいやいや。ないだろう。意味が判わからない。お前は何を言ってるんだ。大丈夫か？　熱でもあるんじゃないか？　ほら、額出してみろ。……熱はないな」

「……む。大丈夫。私は正気」

「え、ええ……と。……つまり、どういうことだよ」

「ここはおもらしをする人が集まり、助け合う部。おもらしを治すための部」

「はぁ!?」

　理解が追いつかない。いや、オレの脳が理解を拒否している。

「女性がトイレへ行く時の隠語を『花はな摘つみ』という。つまりここは花摘みをちゃんとしたい人の集まり。花、華、転じて華か道どう部ぶ。『華』を摘み『道』徳を守れる人になるための部」

　なんていう無茶苦茶なこじつけ……！

　オレの妹がおもらしをするだなんて、そんなことがある訳がない。

　絶望に打ちひしがれながらオレはクリスを見た。

　クリスは両腕をくみ、こくりとうなずいた。

「う、うそ、だよな……？」

　クリスは神妙な顔で口をひらく。

「すべて真実よ。受け入れたくない事実も、あたしたちへの失望もあるかもしれない。だけど、いま聖ひじりがいったことは何一つ偽りないわ。正真正銘、すべてが事実であり真実なの」

「う、う、嘘うそだ……。嘘だ、嘘だ、嘘だ…………ッ！」

　気付けばオレは一歩、あとずさっていた。

「こんな恥ずかしい嘘、言うと思う？　あなただって、仲間なんでしょう？　あたしは男の仲間なんてどうかと思ったけれど、でも、おもらしをする人に悪い人はいないわ」

「そんなの絶対、おかしいよ！　なんだよ！　おもらしする人に悪人がいないって！」

「あたしたちは仲間なの。あなたも、そうなんでしょう？」

　一瞬だけ――、

　ほんの一瞬だけ、オレのことをまるで親の敵かたきでもみるかのように、クリスが睨にらんだ。

　しかしすぐに、それは魅力的な微笑にかわる。

　まるで、おもらしすることすらも彼女の魅力の一つになりそうなほどの、笑顔だった。

　オレは戦せん慄りつしながら、言葉をしぼりだす。

「つまり、この部に入る条件って……」



　別に美少女の集団などではなく――



　かなり最低な――



「おもらしをしてしまう人。それがここの入部条件なのよ」

　クリスはオレの両肩に小さくてキレイな手を置き、言った。

「一緒に頑張りましょうね」

　そして、優雅に告げたのだった。でも――。



　――でも、オレにはそんなの！　認められない！



　気がつけば声が出ていた。

「おいおい――。ふざけるなよ」

　身体からだの奥底から響ひびくような、低い声だ。

「こんなよく判わからん部に、オレの妹を置いておけるかよ」

　おもらしを治そうとする部活だ？　ナメやがって。オレの妹を、なんてところに……！

　胃の奥が熱い。まるで、どろどろに煮えたぎった鉄でも入っているようだ。

　オレは、絶対に、こんな部なんて認めないっ！

「帰るぞ。聖ひじり」

　そう声をかけたが、聖は左右に首を振った。

「……嫌。帰らない」

「聖、お前は、この部活がおかしいって思わないのか？」

「…………だとしても、私はここにいたい」

　なんでそんなに、執着してるんだよ。ここにいたってロクなことにならねーだろうが。

「清し水みずくん。あなたはどうして聖を連れて行こうとするの？」

「どうしても何もない。こんなところにいたら、治るもんも治らなくなっちまう」

「それは、どうしてかしら？」

　クリスの問い。オレは息を吸い込んでから、一息で告げる。

「こうやって、おもらしユーザー同士で馴なれ合あって、何があるんだよ。ただ、自分の苦しみが薄れるだけさ。仲間を見つけたってな。ハンッ」

「それの、何がいけないのかしら？」

　何がいけないかだって？　そんなの、決まりきっているだろうが。

「苦しみが薄れれば、治そうという意志も弱くなる。現状に満足しちまう！　現状への不満こそが、現実を変える力になるっていうのにな。この部は愚かだよ。愚かに過ぎる」

「本当にそうかしらね？」

「それにな、考えてもみろ。一人のおもらしがバレたら、連鎖的にバレる可能性があるだろうが。部員は何人だ？　三人か？　リスクが三倍じゃねえか！」

「ふうん。清し水みずくんはそう思うのね」

　オレはクリスを強く睨にらみ付ける。

「だから、オレはこの部活を認めないッッ！」

　クリスはすまし顔で口を開く。

「妹さんの意見を無視してでも？」

「それが聖ひじりのためならば、オレはためらわない」

「ふふ。即答なのね。……だそうよ。聖はどう思うのかしら？」

　水を向けられた聖は、黙りこくったまま喋しやべらない。

「聖。あなたの気持ちは、どうなのかしら？」

　妹は、何かを言おうとして口を開き、また閉じる。

　珍しく緊張しているようにも見える。

「……兄さん」

「なんだよ」

「兄さんの、ばか」

　胸が、軽く痛んだ。

「……そんなことを言われても、ここは引けないぞ」

「……ばか。……ばか、ばか、ばかっ！」

　聖がここまで強くいうだなんて……。今よりも、もっと嫌われちまうかもな。

　でも、それでも。聖を救えるのなら、構いはしない。

　オレは唇くちびるを噛かみながら、次の言葉を待った。

「……わたし、は……」

「ああ」

「ずっと、友達がいなかった」

「知っているさ」

「こんなヒミツを抱えて、友達なんて作れなかった」

　聖のおなかのあたりが、びくん、と震えた。

「だから、私は、兄さんが、おねしょをしてて、嬉うれしかった……！」

「……ッ！」

「本当に、嬉しかった。涙が、溢あふれてしまいそうなほどに」

「聖……」

「今も、ね。すごく、緊張している。だって、に、兄さんに、こんなこと知られたくない。だけど、それでも、知って欲しいの……。私の、ひ、秘密、を……」

　そうか。聖の発動条件トリガは『緊張』だといっていた。今までの状況からみるに、恐らく発動条件とは、トイレに行きたくなってしまう条件だ。聖は今、緊張によって、トイレにいきたくなっているのかもしれない。

　もじもじしているのは、堪こらえているからなのか。

「だから、に、兄さん。判わかって、欲しい……。わ、私は、ここが大切……。お願い……」

　聖ひじりはただ真まっ直すぐ、オレを見つめてきた。

　無表情。けども、真剣な顔。オレにだけ判るそんな気持ちを、オレに向けてくる。

　ああ、もう。くそ。なんだよ！

　こんなに、真剣に説得されたら、どうしようもないじゃないか。

　だって、ここ、完全に悪いわけじゃないんだろう？

　聖のためになるんだろう？

「兄さん……」

　この部のお陰かげで、聖はきっと救われたのだろう。

　孤独と言う名の牢ろう獄ごくから。

「わかったよ。……とりあえず、保留にしといてやるよ」

　この決断がどんな結果を招くのか、今のオレには判らない。

　だけどオレは聖にそう告げて、第二華道部の部室をあとにした。



　　　　　　●▲



　その日の夜のことだ。聖がオレの部屋までやってきたのは。

　だが、聖は黙ったまま何も言わない。ただずっとオレの目を見ていた。

「……聖？」

　オレも聖のドールのように整った顔を見つめ返す。

　しばらくして、

「……あの、兄さん。今まで、隠していて、ごめんなさい」

「なんのことだ？」

「……体質のこと」

「ああ。そんなことか。別に、気にしなくていいぞ」

「……それとね。……えと、今日は……、あり、がと。……そ、それだけだから。じゃ」

　聖はすぐに身をひるがえして、自分の部屋に戻っていった。

　オレはこのとき、完全に一人の人間を忘却の彼方かなたへと置き去りにしていた。

　第二華か道どう部ぶにいる、オレを認めない少女のことを。










　◆第二話『入部試験！　第二華か道どう部ぶに君臨する自称大だい魔ま道どう士し』



「嫌です。ダメです。無ぅ―理ぃ―でーすっ。わたしはぜぇぇぇったいに認めませんっ！　認めませんったら認めません！　こんなへんたい認めません！　大体その男は人間じゃないです。闇やみの魔物が化けてるんです。わたしたちを狙ねらってるんです。ああ、恐ろしいっ！」

　翌週、月曜日の部室である。

　妹が部に居続けることを認めたオレは、当然、自分自身も入部したいと告げた。

　すると、かりんが拒否反応をみせたのだ。つやのある黒髪をキシャーと逆立てる勢いだ。

「だけど湊みなと」

「み、湊じゃなくて神しん竜りゆう之の宮みやですっ！」

「……は。……はぁ？」

「湊はかっこ悪いから嫌いなんですっ！　空気読んでください先輩っ！」

「ええ、と……」

　湊でも神竜之宮でもいいが、このようなごっこ遊びに付き合うのも何となく恥ずかしい。

「じゃあ、かりん」

「ななっ、名前で呼ばないでくださいっ！　汚らわしいっ！」

「け、汚らわしいだと!?　でもクリスと聖ひじりは入部を認めてくれたぞ？」

「ぐ、ぐにゅぅぅっ……！」

「お前、昨日はクリスにだいぶへりくだった様子だったのに、逆らっていいのか？」

「う……」

　かりんはチラ、とオレの後ろにいるはずのクリスに目をやった。

　クリスと目があったはずのかりんは、なぜかすぐに言葉に力を取り戻した。

「いいんですっ！　わたしは神に次ぐ力を持っているんです。ということは、神が道をたがえたら、わたしが正さなければならないんですっ！」

「……なぁ、クリス。どうしようか」

「っていうかなんでクリス部長を呼び捨てですか！　神に対し不敬ですよ！」

「そうね……。人数の少ない部活だし、反対してる人がいたらよくないわね」

「そうですよクリス部長。今すぐこの男を放り出しましょう。窓から舞ってもらって地獄に送り返しましょう」

　かりんが、両腕をあげてぶんぶん振りながら不穏なことを告げてくる。

「おい。ここは三階だぞ。本当に地獄にいっちまうだろうが」

「フフ。その地獄から来たのでしょう？　それとも、わたしの愛機『漆黒の雷槍シユバルツ・ジヤベリン』でズタボロにしてあげましょうか」

　かりんが邪悪な笑いを浮かべる。

「……なんだよ。漆黒の雷槍って」

「わたしの強化武装ブーステッドアーマーですっ。装備すると速度がおよそ五倍になり、攻撃力、防御力、ヒットポイント、その他もろもろがパワーアップします。前世ではわたしの使役するエンシェント・ドラゴン。わたしが死んでなお忠誠心は厚く、姿を変えて現世までついてきたのですっ。わたし以外は操れないようになっているですっ」

　えへん、と真っ平らな胸を張るかりん。

　馬ば鹿かかこいつは。とりあえずスルーして部長であるクリスに尋ねる。

「クリス。オレはどうしたらいいのかな」

　クリスは少し悩み顔をみせたあと、何かを思いついたようににんまり笑った。

「そうね。じゃあ入部試験をしようかしら」

「……入部試験、だって？」

「ええ。そうよ。条件は簡単。かりんに入部を認めさせること。それだけ」

「……かりんが、オレに『ぜひ入ってください』とでも言えばいいのか？」

「かりんが『入れてもいい』と言えばいいわ。口で負かしてもいいけど、暴力は厳禁よ」

　クククッ、と笑い声が部室に響ひびく。

「このわたしが、この程度の男に屈服するなんてありえないですっ。やるだけやってみればいいのです。さ、諦あきらめさせてあげますっ！　教えてあげますよっ！　絶望の味をっ！」

　ばばんっ！　と両手を広げてかりんが凄すごんでくる。

　しかしなぜか、いや、当たり前の話なのだが、全く怖くない。

　オレが呆あきれながら見ているとかりんはニヤァァ、と口の端をゆがめた。

「フフッ！　このわたしを恐れ、言葉も出ないようですね。そうでしょう。ええ、そうでしょう。わたしは大だい魔ま道どう士しの生まれ変わり。対して貴方あなたは地獄から現れた、ただの獣っ」

「いやいや。そんなことねーから。どっちの設定もありえない」

「愚かですね。自分が理解できないものを認められないとは。愚劣低劣ナンセンスです。では、喰らいなさいっ！　わたしの超必殺技――超ちよう電でん影えい覇は王おう砲ほうをっ」

「ええ……？」

　何その謎なぞワード。……オレはどうしたらいいんだよ。

　自称大魔道士かりんは、両手で何か球体を囲むようなモーションをして、「ぬぬぬ」とか「く、わたしの力、暴走しないでください」とか言っている。

　なんだか見ているほうが逆につらい。

「ひ、聖ひじり、これはいったいなんなんだよ……？」

　オレは、人形のように無機質に本を読んでいた妹に尋ねる。

　聖ひじりは小さくて整った顔をこちらに向け、一言告げる。

「……いつものこと」

「い、いつもこんな恥ずかしいことしてるのか!?　この子は！」

「……そう」と、聖が小さな顎あごを動かしてうなずく。

　オレと聖のやりとりを、かりんは歯し牙がにもかけず、怪しげな動きを続けていた。

　…………恐ろしい奴やつだ。

「波はァーっ！」

　かりんは両手を突き出して、手のひらから何かを飛ばすようなモーションをした。

　どうしていいか判わからないオレは黙るしかない。しかし、かりんも同じく無言だ。

「……………………」

「……………………」

「な、何か言ってくださいよ。清し水みず先輩」

「何かってなんだよ」

「それくらい言わなくても理解して欲しいです」

「あー、……お前、そういう痛いのはやめたほうがいいと思うぞ。もう高校生なんだし」

「違いますっ！　違いますよ！」

「ご両親が、泣いてるぞ？　今の姿を見せられるのか？」

「もっと違いますよ!?　けーわい！　けーわいです！　けーわいですよ！」

「じゃあなんだよ」

「あーもうっ！　物分りの悪い人ですねぇ！」

「あんなの、まともに反応できるわけないだろ」

「くううっ！　だーかーらーっ！　清水先輩の番です！」

「は？」

「清水先輩のターンですよ！　今わたしが、超ちよう電でん影えい覇は王おう砲ほうを清水先輩に向かって撃ちました。それに対し、清水先輩がどう対応するかっていう話です」

「馬ば鹿かだなあ、って思った」

「ちーがーくーてーっ！　だからですね、この攻撃を清水先輩は防ぎ、わたしに打ち勝って下さい。わたしに勝てたら、入部を認めてやってもいいです」

「つまり？」

「清水先輩は、わたしの攻撃を防ぐ防御技か、もしくは攻撃技を放つ権利があります」

「え、えー……。つまりオレがそれっぽい技名を言って、撃退すればいいのか……？　なにその勝負。馬鹿じゃないの？　なあ、聖」

　オレは聖に問いかける。だが、聖は『諦あきらめて』とばかりに目をつむってみせた。

「さ、行動をお願いします。清し水みず先輩」

「えー……。じゃあ、避よける」

「無理です」

「何でだよ」

「超ちよう電でん影えい覇は王おう砲ほうは追尾式です。大だい魔ま道どう士しカーリーンのそれは、一撃で国一つを滅ぼします」

「その威力だったら追尾とか関係なくね!?　明らかにオーバーキルだよ！」

「過去、国を盾にしてきた魔族との戦いにおいて、カーリーンは苦戦しました。ですが、ようやく生み出すのです。超電影覇王砲を。前身の電影覇王砲よりも威力が１・５倍になり、追尾性能もつきました」

「どうでもいいよその情報！　かなり本気でいらない。記憶すらしたくないレベルだ！」

「更に敵だけを判別し、ダメージを与えます。味方は被害がないという、使い勝手のいいマップ兵器です。サイフラッシュみたいなのです。もしくはサイコブラスター」

「……な、なんだよサイフラッシュとか、サイコブラスターって」

「いえ、知らないのならいいです。とにかく、清水先輩の回避は失敗しました。ドカーン。魔族シーミズーは死にました。はい終わりです。わたしの勝ちです」

「……すげー納得できないんだが。しかもその技ずるすぎるだろ。ゲームとかだってそんな技を持ってるヤツがいたら興きよう醒ざめだよ。どんな敵もワンターン・キルじゃないか」

　かりんはフ、と形の良い鼻をならす。

「ゲームと現実は違うのです。死体が口をきかないでください。いえ、消し炭でしたね」

「現実、だと…………？　お前……」

「まあいいです。再戦ならいつでも受けて立ちますよ。ですが、一日一回までです」

「なんでだよ」

「負けた人が何度も同じ日に再戦してきたら、リアリティがないでしょう？」

「リアリティだと!?　お前その言葉を今すぐ辞書で引いて来い！」

「とにかく。わたしは友人と毎日この勝負で遊んでいるのです。にわか如ごときが勝てると思わないでくださいねっ」

　なんだよその理不尽な勝負は……！　こいつの友人も同じように痛い奴やつなのか？

　それとも仕方なく付き合っているのか。もし後者だとしたら不ふ憫びんで仕方ない。

　クリスが「じゃあまたね」と笑顔で軽く手を振った。

　とにかく、聖ひじりと同じ部に入るためには、この勝負に勝たなければいけないようだった。

　なんかすごく心が重い。



　　　　　　●▲



　翌日、火曜日の通学路である。本日は聖ひじりが先に行ってしまったため一人での登校だ。

　できたら毎日一緒に登校したいが、贅ぜい沢たくもいってられない。

「よぉ、清し水みず。なんか今日は不景気なツラしてんな。なんかあったのか？」

　友人の加か藤とうがいつの間にか近くまできており、声をかけてきた。

「いや、特にどうということもないな」

「そぉか？　あ。女だな。女ッ気がない自分の生活に絶望してるんだろ。わかるわかる。オレもさ、新学期から適当に告りまくってんだけど、なかなか上手くいかなくてよ」

　わかるわかる、と自らの恥部を暴露する加藤。しかし、オレには共感できない話だ。

「適当にって、加藤お前、そりゃ上手くいかないだろ……」

「下手な鉄砲も数打ちゃ当たる。だろ？」

「狙ねらいすらつけずに適当にぶっ放してたら、そりゃ当らねえだろうが」

「ところが、だ。清水。聞けよ。オレもそう思ってさぁ。やったんだよ」

「何をだよ」

「校門で『好きだー！　誰だれでもいい。この中の誰か、付き合ってくれー！』と叫んだんだ」

「加藤、お前アホだろ。それもかなりレベルが高いな」

「誰がアホだ。確かにさ、鳥一匹に狙いをつけて撃ったら当らんかもしれないさ。しかしだな、鳥の集団に向かって撃てばいけるんじゃねー？　って天才の発想だろ。確実に」

「変態の発想だろ。確実に」

「つー訳で、今日も告るぜ。告るぜ告るぜー。次に出会った女生徒に告る。今決めた」

「ああ、そう。頑張ってな」

「……お前冷たいな。俺おれが次に見かけた女性に告白するって言ってんのによ」

「う、うん。まあ、がんばれよ。ところでちょっと聞きたいことがあるんだよ」

「ん、いったい清水は何が聞きたいんだ？」

「この間教えてもらった一年の湊みなとかりん。どんなヤツか詳しいか？」

「ふむ。湊。湊かりんか。そうだな。湊かりんのフェイスレベルは俺らの高校でトップレベルだ。もちろんトップはあの流りゆう泉せん寺じクリスだがな」

「まぁ、かりんならそうだろうな。オレの妹を除いたら、の話だが」

「……本人のいないところで呼び捨てか。哀れだな。哀れなお前に教えてやろう」

　加藤は「んんっ」と咳せき払ばらいをしてから口を開いた。

「えーとな、たしか少し怒りっぽい」

「……少し、で済むのかなアレは」

「友達はほとんどいないって話だ」

「ああ、納得した」

「うむ。可愛かわいすぎて周りが気後れしたんだろう」

「それには異い議ぎを唱えたいんだけどな？」

「んでもってだな、すごく仲のいい親友がいるらしい」

　確か、かりんの変な遊びに付き合っている物好きなやつだよな。

　そして、かりんが昨日言っていた、『大事な友人』とは、その子のことだろう。

「その子とは昔からの付き合いで、いつも一緒にいるとかなんとか」

　かりんの話をしながら歩いていると、見覚えのある黒髪が見えた。つやつやのロングヘアを揺ゆらめかせながら、自転車で登校しているのは、今話題にあがっていたかりんだ。

「そ、そんなぁ……」

　と悲しげな声を出したのは、隣の加か藤とうだ。

「……どうしたんだよ。加藤」

「俺おれは次に出会った女の子に告白するって決めていた。決めていたのに……」

「ああ、まぁ、気後れするのもわかるよ。すごい美少女だもんな。……見た目だけはな」

「違う。アレは、お前の想おもい人だろう？　俺には、お前を裏切るなんて出来ない……」

　すごく悲しそうに言う加藤。色々と勘違いなのだが、じん、と胸が熱くなってしまった。

「ぐ。諦あきらめるしかないか……。一度決めたことを破ったら、二度と上手くいかない気がする。しかし……。いや、これ以上考えても見苦しいな。すまん。清し水みず。スルーしてくれ」

「いや、いいよ……。気にするな。お前は行って来るべきだ」

　瞳ひとみを潤ませた加藤がオレを見る。

「いいのか……？　お前は、それでっ……」

「ああ。いいさ。…………かなりどうでもいい」

「ありがとう。清水っ！　恩に着るぜっ！」

　叫んだ加藤が駆け出していく。

「湊みなとー！　湊かりんーっ！」

　キキ、とかりんの自転車が止まる。

　黒髪をなびかせて、くるりとかりんが振り向いた。

「好きだー！　俺と付き合ってくれーっ！」

「嫌です。消えてください。ありとあらゆる平行世界と全ての時間軸から消えてください」

「な、何な故ぜだっ！　俺のことが嫌いなのか？　話したこともないのに嫌うのか!?」

　と加藤は意味不明の攻撃を開始する。

　その論でいうなら話したこともないのに告白する加藤は何なのか。

「話したことはないけど、嫌いですっ」

　かりんの一切合財容赦のない一言が加藤を斬きる。加藤は石像のように固まった。

　かりんはオレを見つけたようで、ペダルをキコキコ漕こいでこちらに向かってくる。

「……清水先輩。今のは清水先輩の差し金ですかっ。わたしに敵かなわないからって、あんな刺客を差し向けて精神攻撃とは。思ったよりも汚いですね。さすが魔族です」

「い、いや、そういう訳じゃないんだが……」

「今すぐこの場で勝負をしますかっ？　超電影――」「まま、待った。待ってくれ！」

「フッ。逃げるんですか」

「こんな往来で、あんなことできるかよ！」

「確かに。周囲を巻き込むと危険ですからね。わかりました。では、放課後待ってますっ」

　再びかりんは反転し、学校へと向かっていった。

　そして半ば復活した加か藤とうがのそり、のそり、とこっちへ向かって歩いてくる。

「おお？　ゾンビの物まねか？　加藤。なかなか上手いな」



「な、なんだよ。加藤。声に怨おん念ねんがこもりすぎだぞ」

「なんで、お前、あんな、あんなァっ！　湊みなとかりんと仲よさげに話してんだよ！　くそがァ！　友達だと思ってたのにっ！　付き合ってんのか貴様ァー！」

「い、いや、ちょっと知り合う機会があってさ」

「じゃあ今の会話はなんだァ！　清し水みずゥ！」

　う、うわ。すげー勢いだ。何がこいつをこんなに突き動かすんだ。

「な、なんだってなんだよ」

「あんまり聞こえなかったけど、ところどころ聞こえたぞ！　どうせこんな会話だろ！」

　と、加藤は声色を使って再現してくれた。かりんの声色のときが、だいぶ気持ち悪い。

　オレの声色はわざわざキモイ喋しやべり方で再現してくれた。

「『清水先輩っ！　今すぐ、この場でしますかっ！　熱いキッスをっ』『デュフフ。今はだめですぞ。こんな往来じゃできないですぞ』『わかりました。では放課後、待ってますっ！　わたしの唇くちびるをいーっぱいぺろぺろしてくださいねっ』とか！」

「だいぶ飛びッ飛びなのくっつけた挙あげ句く色々追加してきたな……」

「くそぉお！　清水なんか、もう知らないからな！　もう知らないからなッ！　うおお！」

　加藤は叫んでから学校へと走り去っていった。

「……なんなんだよ一体」

　オレは朝の日差しの中、一人つぶやいた。



　その日の授業中のことだった。

　教師が講義をしておりオレはノートをとっていたのだが――

　ぴしっ。ぺしっ。こつんっ。……と、後頭部や首筋に不快な感かん触しよくがある。

　ああ、もう、めんどくせえ……。

　オレは教師が黒板にカキカキしている隙すきを狙ねらって、後ろを向いた。

　それから一瞬遅れて加か藤とうが目を逸らした。しかし机の上はちぎった消しゴムだらけだ。

　……あの野郎。

　オレがまた前を向くと、ぺしっ。ぺしっ。ぺしっ。

　地味にムカつくなぁ。あーもう。バカ野郎め。

　オレはイライラが募つのって足を揺ゆらす。

「あっ」

　聖ひじりの声だ。このオレが聞き違えるはずもない。横目でみると、妹もこちらを向いていた。

　聖は口の片側を手で覆おおい、何かを喋しやべっている。

「（兄さん、大丈夫？）」

　別に聞こえた訳ではないが、口の動きで大体わかる。

　これが兄妹きようだいの絆きずなだ。以心伝心だ。

「（すごい、足が動いているけど）」

「（いや、だめだ。堪たえられん。非常に我慢できん）」

「（私に任せて）」

「（おお？）」

　聖はこくん、と頷うなずいた。そして、立ち上がって手を上げる。

「……先生。いいですか」

　っておい、まさか先生に加藤のことを言うつもりか。そこまですることじゃないんだが、ああでもオレのためだよな。じゃあいいや。悪いな加藤。愛の前に犠牲になってくれ。

　チョークで板書していた渋めの四十代の教師が振り返る。

「どうした、清し水みず妹」

　教室中の視線が聖に集まる。全員がじっと聖を見ていた。

　聖が頬ほおを赤く染めた。もじもじと太ももがこすりあわされる。両手を机につき、「んっ」と腰をゆっくり前後させている。

　あいつ、なんであんなもじもじしてるんだ……？

　まさか、緊張か!?　もしかして今あいつおもらししそうなんじゃないのか？

　教師も同じように考えたのか、聖に尋ねた。

「トイレか。清水妹」

「そう」

「それなら行って来ていいぞ」

　教師は特に迷うことなく了承。まあ、そうだろう。

　聖。オレのことよりお前は自分のことを優先しろ。トイレに行け。

　以心伝心だから、オレの気持ちも判わかっているだろう。

　聖は片足のつま先で床をこつこつ叩たたきながら呟つぶやいた。

「私じゃなくて、兄さんが、トイレ」

「オレが!?　気持ちが全然通じてなかった!?」

「……にい、さん、我慢、しなくて、いい。早く、いって……。あうっ……」

　聖ひじりの声が艶つやめいていく。皆みんなの視線が集まってるから緊張しているようだ。

「お、お前こそ無理するな。聖」

「む、り、なんて、して、ない……っ。んっ……」

　まさか、オレが加か藤とうに怒ってもぞもぞしてたから、トイレに行きたいと勘違いしたのか？

　自分がトイレに行きたくなってしまう事が判わかっていて、オレのために？

　聖の優しさに、オレの視界がうるんでいく。

「じゃあ清し水みず兄。さっさといってこい」と、教師の呆あきれた声。

　この空気の中で『やっぱり私もトイレ』とは言いにくいかもしれない。

　というか、腰の動きを見るに聖はもう動けなそうだ。

　これ以上聖に注目を集める訳にはいかない。

　聖はオレのために頑張ってくれた。オレはじんわりと濡ぬれたまなじりを手で拭ぬぐう。

　なら、オレも、聖のぱんつをじんわりさせる訳には行かないのだ。

　オレも立ち上がって手をあげる。

「先生、オレ、トイレに行ってきます！」

　突然の宣言に教師は面食らったように「お、おお……」と言っていた。

「だから、聖も連れて行っていいですかッ！」

「どういうことだ、清水兄。まさかお前、一人でトイレ行けないんじゃないだろうな」

　ぐ。

　ぐうううっ。

　なんてことを聞くんだこいつは！　聞くか!?　フツー！

　しかし、当然の疑問でもある。

　オレよりピンチなのは聖だ。なんとしても聖をここから連れ出さなければならない。

　ならどうする？　そんなこと、決まっているさ。

　オレはゆっくりと口を開いた。

「そうですッ！　オレはッ！　一人でトイレができませんッッ！」

　ざわ……ざわざわ……。

「ま、マジかよ……」「清水やべえ。マジやべえ」「……ふむ。やはりか」

　教室中にざわめきが溢あふれかえる。というか『やはり』ってどういうことだ!?

　いや、気にしてる場合じゃない！

「じゃあ、行ってきますッ！」

　オレは聖の近くまで歩き、手を引こうとする。しかし、聖の足は動かない。

「に、い、さんっ……」

　聖ひじりの膝ひざがぷるぷると、ふるえていた。もはや歩くことすらもできないらしい。

　オレはしゃがみこんだ。聖の膝の裏に手を差し入れ、背中に手を回す。

　お姫さま抱だっこだ。抱えあげたまま、走った。

「急げ！　間に合えッ！　クッ！　一番近いトイレが修理中だと!?」

　ならばどうする。別の校舎のトイレか!?　上の階のトイレか!?

　別の校舎まで、聖は持つのか……!?　おそらく、持たない。

「人一人抱えたまま、階段を上がれるのか……？　いや、行くしかないッ！」

「だい、じょうぶっ、んんっ……だから、あうっ……、にい、さん。無理、は、しないで」

　二階へと向けて一歩を踏み出す。

　膝が軋きしみをあげる。足を踏み外しそうになる。

　だけどそれでも、登る。ただひたすらに登り続ける。

　上下に揺ゆすらないように細心の注意を払う。

「あうっ、もう、だめ、にいさんっ……」

「大丈夫。大丈夫だ聖。あと少しだ。もう少しだけ、我慢してくれ」

「や、あっ、う……」

「ど、どうした、聖っ」

「す、すこし、滲にじんだだけ……」

「すまん……っ。だが、まだ大丈夫だ。致命傷じゃない」

「うん……」

　だが、もはや一刻の猶予もないことは明らかだった。

　足への負担なんて今は関係ない。一気に、駆け抜けるッ！

「うおおおおっ！」

　オレは気合で階段を登り、トイレの前に聖を連れてきた。

「さあ、ここがお花畑フラワリング・ガーデンだ……！　行ってこい、聖……っ」

　ゆっくりと聖を降ろす。だけど聖はがくりと膝をついた。

「んっ、くぅっ……」

　壁に手をついて、生まれたての小鹿のように立ち上がる聖。まるでクララだ。

　しかし、崩れ落ちる。……ダメなのか？　この僅わずかな距離を歩く事すらもできないのか？

「あ、あの、にい、さんっ……」

「どうした聖」

「すごく、んっ。恥ずかしくて、申し訳ない。けど、ワガママ言っても、いい……？」

「いいぞ。言ってみろ、聖」

「にい、さんっ。はぅぅっ……。歩けない……。連れてって……」

　妹の顔が更に赤く染まる。瞳ひとみなんか、涙ぐんですらいる。

「だ、だけど、女子トイレに入るなんて……」

「いい。男子トイレでも、いい……。お願い……」

　聖ひじりの息が荒くなっていく。

「ダメだ。聖を男子トイレに入れるなんて……、オレには、できない」

「兄さん……ごめん」

　オレはもう一度聖を抱えあげると、女子トイレのドアに手をかけた。

　嫌な意味で心臓が痛い。掃除の時間でも入ることの出来ない場所だ。でも行くしかない。

　扉を開いた。

　中は男子トイレとそれほど変わらない。タイルが男子トイレは青なのに、女子トイレはピンク色だった。更に小便器がない。考えてみれば当然だ。そして個室がずらっと並んでいる。ある意味壮観だ。オレは、一番手前のお花畑フラワリング・ガーデンまで聖をエスコートさせていただいた。

「もう、大丈夫だな。お兄ちゃんは外で待ってるぞ」

　オレは聖に背を向けながら、片手をあげてみせた。

「う、ん……。あり、がと。兄さん……」

　と、その時、トイレの前に人影が。扉が開かれていくのがスローモーションに見える。

















　心臓が跳ねる。やばい、やばい、やばい。見つかったらやばい！

　オレは転げそうな勢いで、手前から二番目の個室に隠れた。

　中に人が入ってくる。悲鳴はあがっていない。バレてはいないようだ。

　なんとか、セーフだった……。

　隣の個室、聖ひじりのところから艶つやっぽい声が聞こえた。

「ん、は……。あ、はぁ……」

　それは聖の安あん堵どの吐息だった。

　……何にしても、ギリギリだった。

　一歩間違えば、聖は学校内で社会的に死んでいた。おもらし娘の名が広まったら……。

　オレはふと自分の記憶を思い返す。

　気がつけば拳こぶしを握っていた。

　――あの時、オレは幼おさな馴な染じみを救えなかった。あんな経験はもう、二度と――！

　聖を、つらい目に遭わせるわけにはいかない。

　ギリ、とオレは歯をかみしめる。

　そのためには、一刻も早く第二華か道どう部ぶに入らなくては。きっと部長であるクリスは聖に対する様々な情報を持っているはずだ。その情報を共有し、対応策を立てたい。

　普通に話しにいけるのなら、それでもいい。だが、クリスは常に生徒に囲まれた人気者。近づく事はできそうにない。だからこそ、華道部に入って堂々と話をしたい。

　そのためにはなんとしても、あの、かりんという奴やつを屈服させねばなるまい……！

　誰だれかがトイレから出ていく音を耳にしたオレは、決意を新たに個室の扉を開けた。

　すると、すぐ前に、女子がいた。目が合ってしまう。

「きゃ、きゃああああっ！」

　どうやら先ほど、二人同時にトイレに入ったきていたらしい。

「わ、わざとじゃないんだーっ！」

　そんなセリフを残して、オレは両手で顔を隠しながら、女子トイレから飛び出した。



　その日の放課後の部室でのことだ。

「フフフ。性しよう懲こりもなくまた来ましたねっ！　さすが地獄の獣。消し炭にされたというのに、なかなかの再生力です！」

　可愛かわいらしい顔で痛々しい言葉を紡ぐ。これがファンタジー世界のキャラクターだったら、なかなか人気は出るかもしれない。ロリっ子大だい魔ま道どう士しだ。しかし残念ながらオレたちの生きる現代はファンタジーでもなければ、異能バトルの世界でもない。

　ごく普通の――現実だ。

「私が陣取っていた部室に、清し水みず先輩が攻めてきたので、そちらが先攻でいいですよ」

　……先攻と言われてもどうしたものか。確かオレは地獄の獣で魔族なんだよな？

　ぽわわん、とツノと翼の生えたゴリラのようなものを思い浮かべる。

「じゃあ炎のブレスを吐いて、カギヅメで襲い掛かるぜ」

「ではわたしのターンですっ。フハ、フハハハっ！　そんな幼稚な攻撃が効くとでも思いましたかっ！　はぁぁぁっ」

　かりんは小さな両手を開いて、前へと突き出す。何かを押しとどめるようなポーズだ。

「竜りゆう牙が防ぼう壁へき陣じんっ！」

　得意げな顔をするかりん。

「んで、その効果は？」

「攻撃が効かないことくらい名前で判わかってくださいよ。清し水みず先輩。これは竜の牙という攻撃呪文を応用した防御技です。術者の周りを竜の牙で創られた壁が覆おおい、この世界で最強の炎系魔法すらも防ぎます」

「この世界ってどの世界だよ……」

　しかし、どうにかして打ち勝つしかないのだろう。

「じゃあオレはカギヅメ攻撃をキャンセルして、もう一度ブレスを吐いてけん制しながら、上空に飛び上がる」

「ＯＫです。いいことを教えてあげましょうっ。清水先輩。大事なのは攻撃の名前です。すごく強そうな名前で相手プレイヤーを威圧し、理屈をつけて相手を屈服させる。そういう遊びなんですっ。だからもっと、技名に工夫をしたほうがいいですよ？」

「オレ知ってる！　それ、クソゲーっていうゲームだろ？　知ってるぞ！」

「ええい。うるさいです。基本的に相手が作った設定を否定することはありません。清水先輩もすごそうな攻撃でわたしを楽しませてくださいね。無理だとは思いますが」

　つまり、恥ずかしくなるような中二設定で、相手が『これには勝てない』と思うのを打ち出せ、ということか？　相手の設定に口出しをしないのならば、どんな設定でも作り放題。ということは、リアル中ちゆう二に病びようなこいつは、相当手ごわいのだろう。

　だったら、週刊少年漫画とかを思い出して応戦するしかない、ような、気がする。

「ではわたしのターンですねっ。雷らい王おう光こう波は連れん弾だんっ！」

「くっ!?」

「亜音速で放たれた三つの光弾が、魔族シーミズーの両の羽を突き破ります。落下するシーミズーの脳天にもう一発光弾が直撃します。チェックメイトですっ！」

「いや、それは仮かり初そめの身体からだだ。一度倒れることにより、本当の力が目覚める。今までは実力のわずか５％しか発揮できていなかったのだ」

「復活に一ターンでいいですね？　ではわたしのターンですっ。もう一度、雷王光波連弾っ！　言っておきますが、これは魔王すらも一撃で貫いた攻撃です。魔族如ごときが耐えるなんて不可能ですっ！　大だい魔ま道どう士しカーリーンをなめないでくださいっ！　クク、クハハッ」

「じゃあえーと。その魔王の上の大魔王が、大魔道士カーリーン、だっけ？　そいつを倒すために力を貸してくれた。超パワーアップした。更に吼ほえ声ごえをあげて、百……、いや、一万体の仲間を呼んだ。これでオレはお前の魔道士よりも強くなったはずだ」

「実はわたしは今まで１％の力で戦っていたのでしたっ。超ちよう電でん影えい覇は王おう砲ほう。増援ごと、ちゅどーん！　ですっ！」

「ズルいぞてめえ！　後出し設定じゃねーか！」

「最初から考えてましたーっ。べろべろばーっ、ですっ。じゃあ言ってください。わたしが後出し設定したって証拠をっ！　大体、世界最強の大魔道士が負ける訳ないですっ」

「くそぉ……。かりん、てめえ」

「はっはーん。負け犬の遠とお吠ぼえですか？　吼ほえれば吼えるほど惨めですねえ。あははッ」

「クソッ！　今日はもういい！　また来るからな！」

「ええ。また明日……は、水曜日。部活がお休みですね。なので明後日お待ちしてまーす」

　我が聖せい流りゆう学園では、水曜日はノー部活デイとなっており、基本的に部活は休みだった。

　残念だが、再戦は明後日の木曜日か……。



　　　　　　●▲



　あの敗北の後、オレは加か藤とうに捕まって、どうでもいいおしゃべりに付き合わされた。

　帰るのが遅くなってしまったためだろう。オレは繁華街で偶然かりんを見つけた。

　小柄で黒髪の少女は、一人でふらふらと歩いている。

　もしかしたら、かりんを探れば何か攻略法が見つかるかもしれない。

　オレはそう思い、ちょっと離れた位置から眺めていた。

　そんなかりんに、女子高生が二人近づいていく。

　片方は化粧がケバく、もう片方は腕を組み非常に偉そうな態度をしている。

「……あいつ、あんな友達までいんのか。どんな交友関係だよ」

　しかし様子がおかしい。ケバい女子高生がかりんの手を掴つかみ、かりんはそれを振り払う。

　オレは気になって近づいてみた。

　突然、偉そうなほうの女子高生が肩を震わせて笑いだす。

「あは、あはははっ。こいつまだやってやがる。おもしれー」

「……ハッ。何が面白いんですか？　本当に品性が低劣な方です」

「だってかりん、まだそういうゴッコ遊びやってんだろ？　高校生にもなって」

「それが何ですか。あなたに何か関係あるんですか？」

「えー。気になるじゃん。昔一緒に遊んだ身としてはさぁ。つっても幼稚園のころだけど」

　そういって態度のでかい女子高生がかりんを嘲あざ笑わらった。

「用がないのなら、話しかけないでくださいよ。邪魔ですから」

「んなこと言わないでさぁ。トモダチだろー？　ほら、いってみてよ。恥ずかしいことぉ」

　かりんは大きな瞳ひとみを細め、女子高生たちを睨にらむ。

「なんか言えっつってんだよ。バァーカ。どうせまだ友達も彼氏もいないんでしょ？」

「友達くらい、いますよ！　大事な人がっ……！」

　ケバい女子高生がかりんの首にかかった銀色の十字架を握り、強く引っ張った。

「こんな恥ずかしいデザインのアクセつけて、友達なんかできるんだぁ。すごぉい」

「ん、ぐっ……」

　あー……。もう、何やってんだよ。あいつ、本当に嫌がってるじゃねーか。

「なあ、おい。お前らいい加減にしとけよ」

　オレが近づくと、偉そうな女子高生は舌打ちをした。

「なんだよてめー」

　オレは女子高生たちを睨みつけながら、告げる。

「その制服、隣町の高校のだろ？」

　二人の女子高生は、「ぐっ」と、ややうつむいて押し黙る。

「学校に連絡されたくなかったら、さっさと行けよ」

　偉そうな女子高生はもう一度舌打ちをすると、「行くよ」といって去っていった。

「けほ、けほっ……」

　オレは咳せき込こむかりんに目を向ける。

「……大丈夫かよ」

「あ、ありがとうございます……。あ、あの二人を一瞬で追い払うなんて……」

　かりんは、少しずつ表情を輝かせながら、オレをみた。

「ほんとに、すごいです」

「……い、いや、そんなに大したことじゃないけどさ」

　オレは続けて、気になっていたことをかりんに尋ねてみた。

「そ、それより、あいつら、なんなんだ？」

「奴やつらは昔の友達です。幼稚園のころの、ですが」

「なるほど。そういえばさっき、言ってたな」

「まさか、こんなところで会うなんて、思いませんでしたが。ずっと昔にアニメとかマンガとかを、わたしに教えてくれた人たちです」

「……そうだったのか」

　おお？　オレ今だいぶ打ち解けてるんじゃないか？

　よしよし、この調子なら入部もできそうだな。

「ところでかりん。入部の件なんだが」

　切り出すと、かりんは一瞬ぽかんとした様子をみせてから、オレをキッと見た。

「こ、こんなことで懐かい柔じゆうされませんからね！　絶対に、部活には入れてあげませんっ！」

　かりんはそんなことを叫びながら、近くのコンビニへと逃げ込んでいった。

　……ちっ。かりんめ、やはり打ち負かすしかないようだ。



　そして翌々日の木曜日。オレはあることに思い当たる。

　よくよく考えたら、ルールすらもよく判わからないオレが勝てるはずないではないか。

　という訳で、ルールをよく知る人間に聞けばいいと思いついた。

　かりん本人に『お前対策を教えろ』といったところで、教えてはくれないだろう。

　だから、かりんの友人に聞くことにしたのだ。

　加か藤とうから仕入れた情報によると、その子は狭さ山やま恭きよう子こ。ぼんやりした女の子らしい。ショートカットで、常に眠そうな糸目をしているとの話だ。

　オレは加藤に教えてもらった教室まで向かい、狭山恭子さんをよびだしてもらう。

　すると、すごい眠そうな目をした女の子がやってきた。

「ごめん。わざわざ呼び出して。君にちょっと聞きたいことがあるんだ」

「ええとー、それはいいんですけどー。どちらさまでしょう？」

「オレは二年の清し水みずっていうんだけど」

「清水さんですかー。もしかして、かりんちゃんの先輩のお兄さん？」

「ああ。そうだ。ええと、君は湊みなとかりんの友達、で、あってるよね」

　訊たずねると、狭山さんは少し悲しそうな顔をする。

　しかしすぐに柔らかな笑顔に表情を変化させた。

「はいー。……少なくとも私はそう思ってますよー」

　なんか意味深なセリフだった。オレは少しだけ言葉につまる。

「そう、なのか。ちょっと聞きたいことがあるんだ」

「聞きたいことですかー？」

「うん。湊かりんと変な遊びをしているのは、君かな？」

　狭山さんは「うー」と呻うめくような声を出してから、恥ずかしそうに「はい」と笑った。

　この反応から見ると、あの遊びがおかしいということはこの子も判っているようだ。

「実は、アレであいつに勝たないといけなくなった」

「ええっ？　先輩が、アレを、するんですかー……。そんな風には見えないですけど……」

　やめて！　そんな顔でこっちを見ないで！

「……で、き、君はいつもどうやって遊んでいるんだい？　勝つ方法とか知らないか？」

「すみませんー。いつもそれなりに乗って、かりんちゃんが遊んでるのを見ているだけなので、私には何とも。でも、気分よく勝たせてあげるとあの子、上機嫌になりますよー」

「……よくそんなのに付き合ってるね。狭さ山やまさん」

「私、笑ってるあの子が好きですからー」

　とても心の広い女の子だ。

「そうか。勝つ方法は、判わからないか」

「すみませんー。あ、先輩、それでちょっと聞きたいことがあるんですー」

「え？」

「あの部活って、何をしている部なんですか？」

「え、えーと……」

「かりんちゃんは、『イケバナってなんですか？　イケナイ話の略ですか？』とか言ってましたしー……。華道だったら、知らないの、変ですよね？」

「あ、……あー。オレにもよくわからん」

　まさか、おもらしを治すための部だなんていえるわけがない。

「そう、ですかー。かりんちゃん、全然教えてくれないんです。以前から、何か隠しごとをしているみたいですし……」

　あはは、と寂しそうに笑う狭山さん。

「何かあったの？」

「いえー。なんか、私は本当にあの子の友達なのかなあって、思っちゃいまして」

「隠しごとの件で？」

「はいー。第二華か道どう部ぶの人と一緒にいるあの子、私といるより楽しそうで、ちょっと嫉しつ妬とです。みっともないですね」

　狭山さんはちょっと迷った様子を見せてから、切り出してきた。

「あの、初めて会ったのに、こんなことお話ししてすみません。……ですが、何か判ったら教えてくれると助かります。……どんな真実でも、受け入れるつもりです」

「どんな真実でも？」

　狭山さんは「ええ」と真面目まじめな顔でうなずいた。

「そうか。……わかったよ」

「私も今度ちょっとかりんちゃんと話してみますー。しっかり、話がしたいんです」

　それだけ話して、オレは一年の廊下を後にした。質問しにいったはずなのに、頼まれごとが一つできてしまった。聖ひじりのマイナスにならない範囲で教えてあげるとするか。



　そして、この日もあの中ちゆう二に病びようかりんに敗北を喫した。これ以上、一体何をすれば……。



　かりんに三敗目をしたその日、オレは公園のブランコに揺ゆられて考えていた。

　ジャングルジムや滑り台で、小学校低学年くらいの子供たちがわーわー騒いでいる。

「何な故ぜだッ……！　何故、オレは奴やつに勝てない……」

　あいつは、無茶苦茶な論理でオレをやり込めてくる。オレが思いもつかないような、恥ずかしくていえないような設定で攻め立ててくる。

　対してオレは今までどこかでみた既き存ぞんの知識に頼っている。かりんは既存の知識のほかに、自らの胸のうちから湧わき上がる中二パワーを使ってくるのだ。

　どうしたらいいんだ……。どうしたら……、どうしたら……！

　オレは近くの景色を見て、目を見開いた。

「そうだっ……！」

　これだ……。これしかない。



　翌日、金曜日の部活の時間である。オレは早めに部室へと入り、かりんを待っていた。

　クリスの出してくれた紅茶を口に運びつつ、まったりな雰囲気だ。

　聖ひじりもすでにやってきており、本を読みながら優雅にティータイムをしている。

　オレは聖に向かって、極めて優しい声でいった。

「聖。お兄ちゃん、絶対に勝ってみせるからな」

　聖は顔をあげ、ちょっと間を空けてから告げる。

「…………うん。兄さん。…………私も応援し――――」

　聖が言葉を終える前に「こんにちはー」とかりんが入ってきた。

　くっ！　聖からのねぎらいの言葉を邪魔しやがって――！

「むっ。清し水みず先輩、また来たんですか――。いえ、また、負けに来たんですか。負けるの、気持ちよくなっちゃいましたか？　くふふっ」

「お前だいぶ余裕そうだな？　無駄な慢まん心しんは身を滅ぼすぞ」

「フフッ。慢心？　誰だれに言っているんですか？　いわばわたしはこの遊びのプロフェッショナル。つまり日本代表です。勝てるとお思いです？」

「いいや。今日こそは勝たせてもらう。その強気もこれまでだ」

「む。清水先輩のくせに生意気ですっ。このカーリーンに敵かなうとでも思っているのですか」

　お前最初、そいつは前世とか言ってただろ。いつの間に設定変化させてんだよ。とは思っても口には出さない。――その代わりに、

「しかし、かりん。お前はすごいな」

「何がですか」

「色々設定を作っているなと思ってさ。もちろん最初から全部考えているんだろう？」

「フフフンッ。ようやく判わかりましたか。そうですよ。すごいんです。えへん。えへんっ」

「よく、あんな格好いい設定を考え付くもんだ。格好悪い技とかも、あったりするのか？」

「格好悪い技？　フフンッ。そんなのある訳ないじゃないですか。美び技ぎしかないです」

「オレもお前を参考にして、設定を作ってきたんだが……、それを使えばいいんだよな？」

「その通りですっ。名称と設定で効果が判わかれば許可ですっ」

「判った。じゃあ、今日はお前が部室に攻めてきたから、お前の先攻でいいぜ」

「フフッ。判ってきたじゃないですか。清し水みず先輩。わたしは清水先輩のことを誤解してました。アオミドロからハエに格上げしてあげましょう」

「そりゃあだいぶ格上げだな。だけどオレは魔族じゃなかったのか」

「ハエ型魔族です」

「偉いハエの悪魔がいた気がするが、アレか？　相当格上げされたな」

「ベルゼブブのことですかっ。調子に乗らないでください。よくてベルゼブブに集たかるハエの一匹くらいです」

「…………そうか」

「では、いきますっ！　雷らい帝ていっ！　神しん魔ま合ごう竜りゆう波はっ！」

　なぜこいつの技はこう、魔道士っぽくないんだろう。なんかこう、肉弾戦のほうが得意そうな技ばっかりな気がするが気のせいだろうか。

「それはまた、強そうな技だな」

「ふふふっ！　そうでしょう！　そうでしょう！　今の技を説明しますと、神と魔の互いに逆の属性を持つ力が合わさり、そこを竜の――更にわたしの属性である雷が――」

　うんたらかんたらと、かりんの長ったらしい説明が続いていく。

　しかし、……本当にいいのか？　オレは自問自答をした。

　確かにかりんに勝つ事はできるが、大きなリスクを伴う技でもある。

　具体的にはオレの脳がおかしく思われたり、評判が下がったりする技だ。

「こらっ！　ちゃんと聞いてますか。清水先輩。今わたしがチョーカックイイ技を教えてあげてるというのに！」

「ああ。ちゃんと聞いていた」

「ホントですか？　まぁいいです。この超絶攻撃を、いかにしてかわしますか。清水先輩」

　目を瞑つぶる。息を大きく吸い込む。

　思い出せ。オレにもあったはずの、時代を。忌いまわしい過去の記憶を。

　ヤツに対抗するには、これしかない……！　カッ！　目を見開く。

　叫んだ。

「ばりあーっ！」

「はぁっ!?」

「ばーりーあーっ！」

「なな、なんですか、それは」

「だからバリア」

「そんなてきとーなっ……！」

「相手の設定には何も言わないんだろう？　ならいいじゃないか。これがオレの設定だ」

　しかし、まだダメだ。恥が残っている。

「ぐぐ。くううっ！　こ、こちらも行きます。防ぼう壁へき滅めつ砕さい陣じん！　プラス！　雷らい王おう光こう波は連れん弾だんっ！　これで魔族シーミズーの張ったバリアは破壊され、次の攻撃がシーミズーを襲います」

「あ、オレ魔族シーミズーやめたから」

「なんですとうっ!?」

「今のオレはスーパー最強マンだ」

「なんですかっ!?　その恥ずかしいのっ！　かつダサいです!?」

「うるさい。オレの設定に文句つけんな」

「すっごい適当な設定じゃないですかっ！」

　そう。超テキトーな設定だ。まともに考えていたら中二には勝てないのだ。しかし奴やつらには弱点がある。それは――格好良さを気にする点だ。

　だからオレはあえて格好良さを捨て、ただ純粋に力だけを求める。

　中ちゆう二に病びように勝てるのは、小二病なのだ……！

「フフ。いかに強いといえど、魔王すらも倒した追尾攻撃は回避不可能でしょう。バリアも砕きましたし。またバリアを張りますか？　いま一度破壊してさしあげますよっ」

　甘すぎる……。甘すぎるッ！　獅し子し屋やのプリン以上のベタ甘だッ！

「バリア破壊攻撃も効かない超ばりあーッ！」

「んなあっ!?　ではこの世界に存在する物質と言う物質を消滅させる、ダークマターを召喚する攻撃、暗黒物質ダークマター招来です！」

「どんな攻撃すらも効かない、超無敵モード！」

「うう、うううっ！　なにそれ、なにそれぇっ……！」

　かりんが悔しげに地じ団だん駄だを踏む。

「更に二倍速で動けるチョッパヤ状態開始ッ！」

「で、では、攻撃に備えて竜りゆう牙が防ぼう壁へき陣じんをっ！」

「使っただけで相手が死ぬ、死に死にびーむ！」

「じゃ、じゃあ避よけますっ」

「無駄だ！　使っただけで相手死ぬ技だからな。お前の負けだッ！」

「当ててないのにですか!?」

　驚きよう愕がくの表情でかりんが叫んだ。

「そういう設定だから。技名でわかるだろ？」

「うく、うううっ。ひどい、ひどいです。清し水みず先輩サイテーです。ひどいーっ」

　かりんは顔を真っ赤に染めながら、足をもじもじ動かした。

「やだ、やだ。もう許せないです。ばか。さいてーです」

　細い腰を前後に揺ゆすりだす。片足を上げたり下げたり落ち着かない。

　そんなに悔しいのだろうか。

「やだ、もう、だめ。だめですーっ！」

　そう叫んでかりんは部室から走り去ろうとした。小さな肩を掴つかむ。

「待てよっ！　今のはオレの勝ちだよな？　部に入ることを、認めてくれるんだよな！」

「そんなことより、放してっ！　放してくださいー！」

　両足をじたばた動かしながらかりんが叫ぶ。

「お前、そうやって逃げる気じゃないのかよ！」

「いいから、放してくださいっ！」

　どかっ。スネを蹴けられた。その隙すきをついてかりんが妙に内うち股また気味に逃げ出す。

　そうか……！　あいつの発動条件トリガは怒り。それが、オレの小二病攻撃によって発動してしまったのか!?

「ま、待てっ！」

　しかし、部室から少し走った曲がり角でかりんは立ち止まっていた。

「かりん！　追いついたぞ……！」

　っと、誰だれかがかりんの目の前にいるな。

　それは狭さ山やま恭きよう子こさんだった。糸のように細い目を吊つり上あげて、かりんを睨にらんでいる。

「かりんちゃん。今日は大事な話をしにきましたー」

「な、なんですかっ！　後にしてください。恭子！　いま忙しいんですっ！」

　狭山さんはかりんの腕をガシッと掴む。

「嫌ですー。かりんちゃんが、私とちゃんと話をしてくれるまで、絶対に放しませんー」

「い、いいからっ、そんな場合じゃないんですっ！」

　かりんはしきりに足をもじもじ動かしている。

「真面目まじめに話そうとすると、いつもそうやって怒って逃げますよねー。ですがー、今だけは、話を聞いて欲しいんですー」

「だだ、だからっ、放してください！　そんな場合じゃないですっ！　緊急事態エマージェンシーなんですっ！」

　狭山さんは間延びした、だけども真剣な声を出す。

「ごめんなさいー。本当に、今だけは、付き合って欲しいんですよー。本当にうざかったら、二度と話しかけたりもしません。だから、今だけはー」

「あっ、あっ、やだ、だめですっ。ホント、洒落しやれにならないので、どいてください。お願いします恭きよう子こ」

　かりんは腕を捕まえられながら、足をばたばた動かす。

「嫌ですー。かりんちゃんは、私のことを、お友達だと思ってくれていますか？」

「思ってますっ！　思ってますからっ！　だからっ」

「私はかりんちゃんのこと、大好きですー。大事な大事なお友達だと、思ってきましたー」

「はい！　はいはいはい！　判わかりました！　判りましたからっ！　退どいてぇええ～！」

「だから、隠し事とか、正直寂しいんですよー。もちろん、隠し事は何もないのが友達だなんて、馬ば鹿かなことは言いませんー。でも、かりんちゃん、それで困ってますよね？　私も、少しくらいは力になれると思うんですー。だから、だから、教えて欲しいんです」

「い、いえないですっ」

　……確かにおもらししてしまう体質などとは言いにくいだろうな。

「では、私の秘密も教えますー。私、実はカップアイスを食べるとき、ふたの裏についたアイスをぺろぺろするのが好きなんですー。え、えへへ……」

　恥ずかしそうに狭さ山やまさんは言うが、明らかにおもらしとは釣り合いがとれない。

「いい加減にして下さいっ！　ホント、ホントにっ！」

「さあ、かりんちゃんの秘密を教えて下さいー！」

　切迫した空気が流れており、オレは見ていることしかできない。

　かりんのもじもじが激しくなっていく。

　しかし狭山さんはそんなことを気にせずヒートアップしていった。

「さあ、かりんちゃん。教えて下さいー」

「それだけは言えないですっ！　言えないですよ！　とにかく、退いてくださいっ！」

「退きませんー！」

「退いてくださいっ！」

「嫌ですー！」

　かりんが顔色を絶望的に染めていく。赤いどころか、青に近い。

「あああ、もうだめですっ。無理ですっ。あぐ、ぐうぅ。んんっ、んあっ……、あふ……」

「か、かりんちゃん？」

　狭山さんが戸惑ったような声を出す。

　かりんがぎゅうっと両目をつむる。

「…………恭子なんて…………」

　ためるような小さな声のあと、打って変わったように大きな声で叫ぶ。

「恭子なんて、大嫌いです！　んうっ……大嫌いですっ！　は、早くどこか行って下さい！　消えてください！　顔も見たくないっ！」

「そ、そんなー……」

「消えろといっているんですっ！　本当に邪魔なんですっ！　気付いてくださいよっ！」

　狭さ山やまさんは顔をぐしゃぐしゃに歪ゆがめた。今にも泣きそうな顔だ。

「うっ、ううーっ！」と、そんな嗚お咽えつを漏らして、走り去っていった。

　振り返ったときに何か透明なしずくが見えた気がする。きっと、涙、なのだろう。

　かりんは追いかけもせず、立ち尽くしている。

　狭山さんは少し走ったところで、一度だけ振り返った。

　多分かりんに追いかけて欲しかったのだろう。でもかりんは一歩も動かない。動けない。

　そして狭山さんはさみしげにかりんを見て、走り去っていった。

　誰だれもいない廊下に、かりんの辛そうなうめき声が響ひびく。

「う、うぐっ……う、えぐっ……」

「かりん……」

「恭きよう子こ……。ごめんなさい……」

「なんだよ、かりん。お前、泣くくらいなら何であんな酷ひどいこと言ったんだよ」

「だ、だってもう、我慢できないんですよ。恭子、には、知られたくない……。嫌われちゃうから……」

「だったら、さっさと追いかけて謝あやまるしかないだろう。さっさとトイレを済ませてこい」

「で、でもっ……うぅぅぅ……」

「なんだよ」

「もう、動けないんですぅ……」

　かりんは涙目で告げた。

「……ったく。仕方ねえな……」

　そしてオレはかりんをお花畑フラワリング・ガーデンまで運んだのである。



　オレはお花畑の前で待っていたのだが、なかなかかりんは出てこない。

　大丈夫かよ……。と心配していると、かりんがようやくお花畑から出てきた。

　肩はがっくりと落ち込み、足はふらふらよろめいている。表情にも生気がない。

「うう……。恭子に、なんてことを言っちゃったんでしょうか……」

　ぐら――と、かりんが崩れ落ちそうになる。

「お、おいっ！」

　オレはかりんを抱だきとめる。

「……わたしは、最低です」

　かりんがぽつり、ぽつりと語り始める。

「恭子に、なんで……。話し合いをしにきて、くれたのに、わたしは……。わたしは……」

　嫌いなはずのオレに抱きとめられているというのに、かりんは文句ひとついわず、うわごとのように呟つぶやき続ける。

「いったい……どうしたら……」

　ぽたり。オレの制服がかりんの涙で濡ぬれる。

「清し水みず先輩……」

「なんだよ」

「なんで、友達、いなくなっちゃうんでしょう……。わたし、ちゃんと、してたのに……」

「……どういうことだ？」

「昔、ああいう、ごっこ遊びで友達が、できたんです。だから、ちゃんと、ちゃんと……」

「……？」

「わたし、むかし、友達が、いなかったんです。でも、ああいうことを、一緒にしたら、友達が、できたんです。だから、わたしは、ちゃんと、今でも――してるのに」

　かりんが、嘆く。

　ああ、そうか……。

　こいつは、幼稚園のときのことが忘れられないんだ。

　愚にもつかないごっこ遊びで、友人が出来たのだろう。その幻影を今でも追い続けてるのだ。きっと。幼稚園の友達と、関係が途切れてしまった今も。

「なあ。だからなのか？」

「え……？」

「お前は、あの中二ごっこで、友達ができるって信じてるのか？」

「できます。できますよ。できましたもん……！」

「ちげーだろ。それは。普通に喋しやべったって、変わらないだろ。だったら、あんなの――」

「嫌ですっ！」

「……どうしてだよ」

「普通に喋るの、怖いんです。弱み見せるの、つらいんです。すべてが、消えてしまいそうで。ああ、でも、普通に喋らなくても、弱みなんて見せなくても、友達がいなくなってしまいました……。はは、あはは……えぐ」

　かりんの瞳ひとみから大粒の涙が零こぼれ落ちる。

　……ああもう、仕方ねえ。こんなの目の前で見せられたら、することは決まっている。

　もう二度とオレは、昔の過ちを繰り返したくなんか、ない。

「かりん、いいか」

「……えぐ。やっぱり、あの遊びは、ダメだったのかなぁ……」

「なあ、それとこれ、関係あんのかよ」

「え……？」

「ねえだろうが。お前が中ちゆう二に病びようなことと、狭さ山やまさんがいなくなったのは。だってあの子は、狭さ山やまさんは、お前が中ちゆう二に病びようなの、受け入れてくれてたじゃねーか。変な遊びに付き合ってくれてたじゃねえかよ。友達に、理由なんて、いるかよ！」

　オレはかりんの小さな肩を掴つかんで告げる。

「なあ。あの子が怒ったのは、そんなところじゃねーだろ。お前が普通だろうが、中二病だろうが、電波だろうが、あの子にゃ関係ねえよ。――きっとな」

「……で、ですけど」

「かりん。お前は……、お前はいったいどうしたいんだよ」

　オレは真剣にかりんの瞳ひとみを見つめた。かりんは、ぐし、と、手で涙を拭ぬぐってから答える。

「恭きよう子こと……、恭子と……、仲直りが、したいです……」

「だったら、お前が何をしなきゃいけないか、判わかるか？」

「…………何もできません。だってわたしは、……恭子を裏切り続けてきて……、……信じてなくて、そしてまた、裏切ってしまいました。…………最低です」

　かりんは首を左右に振ってみせる。

「すっげー、単純なことだよ。たった一言だ。狭山さんに言ってやれ」

「………………それを」

「ああ」

「それを、わたしがいっても、いいんでしょうか」

「許す」

「…………はっ、はは。先輩、なんでそんなに偉そうなんですか」

「オレが許すから、早くしろ。っつーか、お前いつまでくっついてんだよ」

　いった瞬間、かりんの頬ほおが赤く染まっていく。一瞬で真っ赤になっていた。

「し、し、清し水みず先輩こそ！　いつまでくっついてるんですか！」

「だからそれ、オレが今いったよ。っつーか、お前元気じゃん。さっさとしろよ」

「ふんっ！　言われるまでもありませんっ！」

　そう言って、かりんは携帯電話を取り出し、狭山さんへとコール。

「……呼び出し中です」

「早めに謝あやまった方がいいぞ。時間が空くと、こういうのは響ひびくからな。疑念が相手への不信感を呼んで、好感度は急降下だ」

「わかっていますっ！」

　携帯電話を耳に当てながらかりんが叫ぶ。

「どうしよう。出てくれない……」

「……そうか」

「あっ！　もしもし！　恭子!?　……え。……ぐ……切られました」

　かりんが可愛かわいらしい顔を悲しそうに歪ゆがめる。

「……お前は、いますぐ謝あやまりたいんだよな」

「はい……。自宅は知っていますが、出てきてくれないでしょう。恭きよう子こ、頑固なんですよ」

　きっと友人として付き合ってきたから、オレには判わからないことも判っているのだろう。

「じゃあ、そうだな……追いかけてみればいいんじゃないか」

「はいっ！　追いかけます！」

「判った。勝負の決着は今度でいい。だから、いまは行ってこい」

　すると、かりんは自信がなさそうにオレを見上げてきた。

「あの……」

「なんだよ」

「一人だと、怖いんです。お願いします。清し水みず先輩、ついてきてくれませんか……？」

「お前、オレのこと嫌っていただろ。なんでオレなんだよ」

「……聖ひじり先輩は対人関係苦手そうですし、クリス部長は多分、普通の人付き合いとかしたことなさそうなので。それなら、一番普通な清水先輩にお願いしたいんです」

　かりんの、そんな願い。

「だから、助けてください……っ」

　こんな子が助けを必要としている。オレが頷うなずく理由は、それだけで十分だった。

「判った。任せとけ」

「はいっ！　では、今すぐ追いかけましょう！　なんとしても、帰り道で捕まえます！」



　かりんとオレは駐輪場にたどり着いた。

「コレで行きます」

　かりんが手で指し示したのは、鋭角的なフォルムをした自転車だった。

　真っ黒い塗装をしている。個性的で攻撃的な形をしていて、なかなか格好良い。

「これがわたしの愛機、漆黒の雷槍シユバルツ・ジヤベリンです」

「ああ。部室で言ってたやつだな」

「申し訳ないのですが、清水先輩、前で漕こいでいただけませんか」

「了解した」

「わたしはまだ、ちょっと、激しく動くと不安なので……」

「……そんなに飛ばす予定なのか？」

「はい。時間から考えるに、追いつけるかどうかはギリギリですっ。わたしの脚力では、たぶん無理です。だから、お願いします。清水先輩」

　オレは「判った」と短く返事をして、自転車にまたがる。かりんに合わせてあるためか、少しサドルが低いが、まあなんとかなるだろう。

　かりんは後ろの車輪から突き出たバーに足を掛け、立ち乗りをする。

　ロングヘアがオレの首筋をくすぐる。いちごのいい匂においがした。

「では、正門から出て下さい！」

「わかった、よっ！」

　両足に力を込める。初めて自転車をこんなに速く漕こいだかもしれないほどに、疾はやく。

　景色が一瞬で後ろへと流れていく。すぐに正門を抜けた。

「次の信号を右に曲がって下さい！」

「よし来た！」

　少しだけスピードを緩めたものの、かなりの速さでカーブする。

　落ちないようにか、後ろからかりんが小さな身体からだでぎゅっと抱だきついてきた。

「……清し水みず先輩、わたしの漆黒の雷槍シユバルツ・ジヤベリンを他人に任せたの、これが初めてなんです」

「あ、ああ。それがどうかしたか」

「大事な、大事な愛機なんです。だから、だからっ」

「だから？」

「絶対に、間に合わせて下さい。……信じてます」

「……おいおい。まぁ、できる限りの事は、するけどさっ……！　でも、そんな大事なチャリンコをオレに任せちゃっていいのかよ」

「チャリンコじゃないです！　漆黒の雷槍ですっ！」

「そうかよ」

「……清水先輩は、きちんとわたしと向き合ってくれました」

「ん？」

「しかもですね、クリス部長も、聖ひじり先輩も見ているのに、あんな恥ずかしい勝ち方して」

「……思いだしたくない」

　っつーか、お前の中ちゆう二に病びようのほうが恥ずかしいぞ。うん。絶対そうだ。

「きっとそれは、清水先輩が勇気を出したから、なんとかなったんです。格好良さとか、形なり振ふりとか、何にも構わずに。頑張ったから。だから、わたしに、その勇気をください」

　ぎゅ、とかりんの抱きしめる力が強くなる。

　なんだよこの展開。心臓の鼓動が早くなる。多分、漕ぎまくってるせいだけじゃない。

「清水先輩。………………………………好きですよ」

「え、ええっ!?」

　そしてかりんは、くすりと笑う。はにかんだような声で、つけくわえた。

「最初と比べて、ですけどね」

「……そんなことっ、だろうとっ、思ったさっ」

　オレは必死でペダルを回しながら返事をする。

「……でも、だいぶ好きだと思います……。だから、わたしにとってもっと大事なものを取り戻すために、頑張ってくださいね？」

「……お前はっ、厚かまっ、しいんだよ」

「ええ。そうですよ。大事なもののためなら、恥も外聞も捨てるって決めました」

　かりんの声が柔らかく響ひびく。

「清し水みず先輩も、そうですよね？　聖ひじり先輩のためなら、何でもできる」

「……まぁ、なっ」

「わたしは、そこがとても好きです。わたしも、そうなりたいです。いえ、なります。だから、見ていてください。応援してください。で、ダメそうだったら手助けしてください」

「オレの、手助けっ、前提かよ」

「ええ。恥も外聞も、ありませんから」

「最初からっ、ねえだろうがっ、中ちゆう二に病びよう患者めっ……」

「そうかもしれませんね」

「でもまぁ、いいさ。本当に困っているのなら、いくらでも手伝ってやるよ」

　もう見知らぬ道になってしまった。飛ばしすぎてオレの体力にも限界が近づいてきた。

「あと、少しで恭きよう子この家ですっ」

　くそ。もう遅かったかもしれない。

　いや――あれか!?　オレたちの学校の制服を着た少女がとぼとぼと歩いている。

















　先ほど見たショートの髪形。きっと、あれだっ！

　渾こん身しんの力でペダルを回す。

　かりんも、オレと同じように大事なものがあり、そのためなら何だって出来るといった。

　きっとオレはそれに共感したのかもしれない。

　漆黒の雷槍シユバルツ・ジヤベリンは、その名に恥じない速度で疾しつ走そうする。

　オレとかりんは夕暮れの赤を鋭く貫く一本のジャベリンだった。光を反射する事もなく、すべて吸い込む闇やみの閃せん光こう。などと考えてしまうのは、きっとかりんの影響だろう。

「待ってくださいっ！　恭きよう子こっ！」

「そうだ！　待てー！」

　正面の人影がびくんっ、と飛び上がり、振り返る。

「ひっ、ひいーっ！」

　そして走り出した。何かに怯おびえたような顔だった気がする。

　だけど、漆黒の雷槍は逃がさない。追尾式なのだ。ホーミングチャリンコは鋭く切り込み、狭さ山やまさんを追い抜く。ハンドルを大きく右に切って思い切りブレーキング。

　キキィィィィィィィィィィ！

　真っ赤な夕焼けの下で、漆黒の雷槍が獣のような咆ほう哮こうを鳴り響ひびかせながら、静止する。

　そして、かりんがふわりと飛び降りる。重力なんかないような、軽やかな動きだ。

「恭子。知って欲しい話があるんです」

　まるで歌うかのようにかりんが語りかける。

「かりんちゃん……」

「恭子。聞いて欲しい懺ざん悔げがあるんです」

「はいー……」

「恭子。判わかって欲しい秘密があるんです」

「一体、何の用なんですかー。あれほど、ひどいことを言ったのに、もう、会いたくすらないんでしょう？」

　狭山さんの瞳ひとみに涙が溜たまっていく。

「アレは、嘘うそをつきました」

「う、そ……？」

「わたしの心も、秘密も、とても醜いです。――――ですが、ですが、ですがっ！　――――恭子。貴方あなたを想おもう気持ちだけは、本物だとわたしは思っていますっ。それを偽りか真実か判定するのは、残念ながらわたしではありません。恭子です。恭子は嘘だと思えばわたしの心の奥にある大事なものも偽りでしょう、だけど――だけどっ！」

　かりんは真まっ直すぐに狭山さんの瞳を見つめて、続けた。

「だけど、恭子さえ本物だと言ってくれれば、わたしにもキレイなものが一つ、できます」

「なにを、なにを言ってるんですかー」

「謝あやまるのに、こんな喋しやべり方はおかしいですよね。判わかってますっ。けど、これがわたしが紡ぐ、本当の言葉です。これからは本当のことを語るのだから、その言葉は、わたしからそのまま出てくる言葉が、きっと正しいんです」

　論理もよく判らないし、なにを言っているかも判りづらい。

　だけど、だからこそ、本当の言葉なのだろう。少なくともオレにはそう思えた。

「恭きよう子こ。わたしはあなたに隠しごとをしていましたっ……。わたしは、わたしは……」

　そこで言葉がつまってしまう。何もいえなくなる。

　だけど、かりんは迷いを振り切るように首をふった。そして、叫ぶ。

「わたしは、おもらし体質なんです！」

「……え？」

　狭さ山やまさんが顔をあげた。意味がわからない。そんな表情だ。

「わたしは怒ってしまうと、おもらししてしまう身体からだなんです。そんな身体だなんて、恥ずかしくて、恭子にはいえなかったんです」

「そんな、馬ば鹿かな話、あるわけないじゃないですかー。私を、馬鹿にしているんですかー!?　かりんちゃん、それは、最低ですー！　大体、部活の内容を内緒にしてたことと、つながらないじゃないですかー！」

　本当のことを語っても信じてもらえない。その悔しさからか、かりんは唇くちびるを噛かんでいた。

「信じてもらえないのも、無理はありません。ですが、真実です」

「じゃあ、あの部活はなんなんですかー。いつも、華か道どう部ぶで何をやっているんですかー！」

　ヤバイ！　その質問は……！

　だけど、かりんは秘密を漏らさなかった。

「そのことは、いえません。あの人たちのためにならないことですからっ。でも、あの人たちはわたしのおもらし体質を知っています。だから、一緒にいて、疲れないんです」

「……かりん、ちゃん。それは、私といると疲れるってことですよね……」

「少し、そうです。ですが、これからはっ！　これからは、その秘密を知った上で、まだわたしと友達でいてくれるならばっ！　もう、大丈夫です。……恭子っ！」

「もう、やめてくださいー。そんなの、聞いてても痛々しいだけです。私も、つらくなってしまいます。そんなくだらない嘘うそまでついて」

　恭子は諦あきらめたような表情で、首を横にふった。

「もう、帰ってもいいですか？　いいですよね？　……今まで、ありがとうございました」

「ま、待ってくださいっ！」

　かりんが狭山さんに向かって手を伸ばす。

　けど、空を切る。かりんは肩さえ、つかめない。

　謝あやまるどころか、おもらし体質すら信じてもらえないのだ。

　申し訳ないとは思ったが、オレは口を出させてもらった。

「狭さ山やまさん。オレは狭山さんのお願いを、叶かなえにきたんだ」

　力なく顔をあげて、狭山さんがオレを見てきた。

「……清し水みず聖ひじり先輩の、お兄さん……」

「君は、かりんが何か隠しごとをしてないか、オレに教えて欲しいと頼んだな？」

「……はい。お願いしましたー……」

「その時、君は言ったはずだ！　『どんな真実でも受け入れる』とッ！　つまりさ、オレが持ってきた、かりんの隠しごとを信じるつもりだったんだろう？」

「そう、ですね……」

「なら、君は、なぜ信じないッ！　本人が勇気を出して言ってきたんだぞ！　もし、かりんの言うことが本当ならば、それがどれほど言いたくないことか、君に想像できるか!?」

　オレと聖の関係に置き換えてみたら、オレならきっといえない。いえないはずだ。

「…………」

　狭山さんは考え込むように、動きを止めた。

「こいつは、かりんはな、君に嫌われ蔑さげすまれてしまうかもしれない。その可能性を思い至った上で、そのリスクを背負ってでも、君と仲直りしたい。そう思ったんだ」

「……でも、そんなの――簡単に信じられないですよ」

「かりんにとって、狭山さん。君は間違いなく大事な人なんだ。それを知った上で、かりんの話を聞いてやって欲しい……。オレにいえるのは、それだけだ」

　かりんはただただ真まっ直すぐに狭山さんを見つめていた。その目には怯おびえがあり、恐怖があり、涙で潤んでいた。でもかりんは逃げ出さない。

「……恭きよう子こ。信じてください。信じてくれないなら、聖先輩にも、クリス部長にも、聞いてくれて構いません！　だからどうか、どうかっ……！」

　その瞳ひとみを、狭山さんはまっすぐに受け止める。

　かりんと狭山さんが見つめあう。それで何かが通じたのか、狭山さんが糸目を見開く。

「ま、まさか、そんなことってー……」

「それが、真実です」

　そして、狭山さんはぎゅうっと両目を瞑つぶった、のだろう。眉み間けんにシワがよっている。

「ごめん。ごめん、かりんちゃんっ！　私、疑っちゃいましたー……。かりんちゃんは、勇気を出して、本当のことを言ってくれたのにー……」

「いいんです。いいんですよ。恭子。こんなわたしを、受け入れて、くれますか……？」

　二人の話をそれ以上聞くのは無粋だった。

　だからオレは背を向けて歩き出す。

　少し遠いところまで来てしまった。きっと帰るのには時間が掛かるだろう。

　人には弱い部分がある。聖ひじりや、かりんの弱いところは、人とはちょっと違う。

　だから言いにくいのもあるだろう。

　けど、その弱い部分を知ることで、より理解しあい、親密になったり、相手を思いやることができるようになるはずだ。

　オレは燃えるような夕焼けを見ながら、二人がこれから上手くいくようにと願った。



　オレが家路を辿たどっていると、後ろからシャアアアーっと音が聞こえてきた。

「しーみーずーせんぱーいっ！」

　その声に振り向くと、そこには満面の笑みを浮かべたかりんがいた。

　どうだった？　なんて聞くまでもない。

　かりんは近くまでチャリンコをこいできて、地面に降りる。

「えへへへ。結果、聞きたいですか？　聞きたいですかー？　聞きたいですよね!?」

「別にいいや」

「ええっ。清し水みず先輩は気にならないんですか？　ううう。せっかく教えてあげにきたのに」

「いや、わかるよ」

「あふ？　わ、わかりますか？」

「うまく行ったんだろ」

「そ、そのとおりです。……なぜ判わかるんですか、清水先輩っ」

「その顔見たら、そら判るだろうよ」

「ふふ、顔だけで全部理わ解かっちゃうなんて、清水先輩って、もしかして、わたしのこと」

　かりんが、にへ、と笑って、両手を頬ほおに当てる。

「待て。変な勘違いをするんじゃない」

「ふふ、ふふふ。そうですか。清水先輩が、わたしのことを……。きゃああーっ！」

「何なの。お前、マジで……」

「あうっ。だめっ！　だめですよ清水先輩っ！　やんやんっ！」

「何身もだえてんだよ！　お前の頭の中でオレは何してんだ！　新手の嫌がらせか!?」

「で、でも、清水先輩、意外と頼りがいあるし、わたしも嫌じゃないっていいますか……、むしろ、いいなあ、と思ったり、思わなかったり。したり、しなかったり……」

　かりんは両手で赤い顔を押さえながら、もじもじと言葉を綴つづる。

「ああもう！　うるせえ！　黙れっ！」

「意外と亭てい主しゆ関かん白ぱくなんですね……？　でも、それも悪くない、かも……？　しれないです」

「いいから、帰るぞ」

「い、一緒にですか！」

「……まあ、途中までな」

　するとかりんは「ん」と漆黒の雷槍シユバルツ・ジヤベリンのサドルを指し示す。

「お前、これ、あんまり人に使わせたくないんじゃなかったのか？」

「……清し水みず先輩なら、いいです、よ？」

「まあ、一度乗ったら二度乗っても同じか」

「それにわたし、落とされてしまったみたいです」

「んん？」

「恋と言う名の状態異常バツドステータスに」

「……は？　何か言ったか？」

「別に何も言ってないですよ」

「じゃあいくぞ」

「はいっ」

　なぜか知らないが、かりんは幸せそうに微笑ほほえんでいた。

　そして、告げた。オレが待ち望んだ一言を。

「清水先輩。部活に、入ってください」

「……いいのか？」

「はいっ！　来週一番に、二人でクリス部長のところに行きましょう」










　◆第三話『部員勧誘！　超負けず嫌いな赤毛の少女』



「フッフッフ！　来ましたね。清水先輩！　待っていましたよ！」

　翌週の月曜日。部室近くの踊り場。

　かりんは両手を腰にあて、うすい胸を得意げに張っていた。

「……そんなに待たせたか。悪いな」

　告げると、かりんは顔をやや赤らめ、顔の前でぶんぶんと手を動かす。

「あ、いえ……。そこまででもないです。さ、さぁ、とにかく行きますよ。神の御み許もとへ！」

「神の御許へいくとか心中のお誘いみたいで怖いんだけど？」

「わ、わたしと清水先輩が心中!?　そ、それって恋人みたいで、は、恥ずかしいです！」

　顔をおさえ、やんやんと左右にふってくる。……なんだこの反応。

「とにかく、我が神といっても過言ではないクリス部長の元へ、ご挨あい拶さつに行きましょう」

「お、おう……」

　そしてオレとかりんは部室の入り口をくぐる。中にいるのはクリスと聖ひじりだ。

「クリス部長。連れてきましたっ！」

　金髪のお嬢様はため息をついてから、細い指を組む。

「……かりんは、落とされちゃったのね」

　かりんが両手を前に突き出しあわあわと否定する。

「そそ、そんなことないです！　べ、別に、恋に落とされてなんてっ！　た、ただ、ちょっと状態異常バツドステータスを貰もらっただけですし！」

「……負けちゃったのねって意味だったんだけど、そんなに慌ててどうしたのかしら？」

「あっ。そ、そそそ、そうでしたか！　把握しました！　ならオッケーです！」

「そ、そう？　まぁ、いいわ。清し水みずくんを部員と認めましょう」

　その言葉を聞いた途端、オレは、椅い子すに座って本を読んでいる聖ひじりに両手を広げてみせる。

「よし、これでキミの手伝いができるよ、マイスウィートシスタァ！」

　ぱらり、ぱらりと、本をめくる音が虚むなしく過ぎ去っていく。

「あ、あの。ひ、聖……？」

　すぐ近くまで寄って行き、眼めの前で手を振ってみせる。

「……兄さん。……そういうの、恥ずかしいから、やめてほしい」

「ぐ、ぐぅっ……！」

「……そういうのは、家でやって」

「っ！　い、家ならいいのか!?　いいんだな!?」

　ついに聖が、オレに心を開いてくれたのか!?

「……あ、え、ええと。その、兄さん」

「な、なあ。どうなんだ？」

　聖は顔色ひとつ変えないまま、だらだらと汗を流し出した。

「……そんなこと、ない。に、兄さんの勘違い。……わ、私っ、用事あるから」

　ばたん、と本を閉じて立ち上がり、聖は早歩きで部室からでていってしまった。

「ひ、聖……。いったい、どうしたっていうんだ……」

　聖が出ていった扉を見つめていると、クリスがオレに声をかけてきた。

「さて。部員になったところで清水くん。部長命令があるの」

「ええっ？　唐突になんなんだ」

「部員になったからには、部長の命令は絶対なのよ！　とゆーわけで、いいわね？」

　クリスが金色の髪を揺ゆらしながら、偉そうに人差し指を突き出してきた。

「お、おう……」

「部員を勧誘してきなさい」

「え？　いや、でも、この部の条件って……。ちょっと特殊な……」

　そんなやつ、もういねーだろ。三人いるだけでも奇跡みたいなもんだ。

　オレが眉まゆ根ねを寄せているとクリスが片目をつむって告げてきた。

「海かい城じようカエデは、知っているわね？」

「……ああ。あいつか。あいつが、どうかしたのか？」

「カエデ先輩を、ですか!?」

　かりんが叫んで、片手で顔の半分を覆おおい、不快げに呟つぶやく。

「あの、クリス部長に逆らう不届き者を、勧誘するっていうんですか!?」

「かりん。あの子だって、困ってるのよ？　だったら、あたしは救ってあげたいの」

「……クリス部長。あんなのまで助けようなんて、優しすぎますよ……さすが、神」

　かりんが目をキラキラさせている横で、オレは同学年の少女を思い出す。

　海城カエデは学年でも飛び抜けて運動神経のよい元気っ子、というか、野生っ子である。

　さらに、第二華か道どう部ぶの連中に負けず劣らずの可愛かわいいと評判の子でもあるのだ。

「あの子を勧誘してきてちょうだい」

「って、え？　勧誘って。あの、ここの条件って、あれだよな……？」

「そうよ」

「まさか……。まさか!?　あんなに元気で可愛い子が……!?」

「その通り……！　海城カエデも、おもらしをするの」

　クリスは一切の迷いなく恐ろしいことを言い放った。

「……まじかよ」

　オレは頭を抱えたくなった。というか、実際に抱えた。

「大マジよ。今まであたしは何度か勧誘したんだけど、断られたわ」

「それ、クリスの勘違いじゃないのか？　失礼極まりない疑惑だぞ？」

「いいえ。わたしの嗅きゆう覚かくがいってるわ」

「匂においで!?」

　聞き返すと、クリスがでへっと表情を崩す。

「そう。彼女から甘いオレンジのような匂いが……、って違うわよ！　勘のことよ。勘」

「まあ、それはそうだよな」

　よかった。おもらしの匂いではないようだ。

「こほん。とにかく、カエデは頑かたくなに入部しようとしないの」

「いや、まあ、いいんじゃないか？　入りたくないなら入りたくないで」

　すると、クリスは沈痛な表情を浮かべた。

「でも、カエデはそのことで困っているの……。あの子にも、発動条件トリガがある。それを人に言えなくて、苦しんでいるのよ。だから、あたしは助けてあげたい……」

「確かに、人には言いにくいことだしな……」

「だから、お願い。カエデを救ってあげて。あたしじゃもう、無理だから……」

　クリスは俯うつむきながら呟つぶやいた。

　くそ。そんなに悲しそうな顔をするなよ。そんな顔で見られたら、断れないじゃないか。

「……仕方ない。判わかったよ」

　告げると、クリスは顔をあげて微笑ほほえむ。

「――あは。ありがとう、清し水みずくん。恩に着るわ」

「で、どうすればいいんだ？　声をかけてくりゃいいのか？」

「たぶん、普通に誘うだけじゃ無理よ。あの子は非常に、いえ、異常に負けず嫌いだから」

　クリスが言葉を続ける。

「カエデに負けを認めさせることができれば、あるいは、素直になるかもしれないわ」

「負けず嫌い……？」

「カエデは美少女でね。告白とかもよくされるみたいなんだけど、いつもこういうの」

「なんていうんだ？」

「『アタシに勝てたら、いいぜ？』って」

「……おいおい。勝負の内容はわからんが、そんなこといって負けたらどうすんだよ」

「今まで全戦全勝よ。勝負の方法は色々だけど、大体肉体を使ったものね」

「ニクタイだとォ!?　まさか、エロティックな……？」

　クリスがかあっと頬ほおを染めた。

「な、何を勘違いしてるのよ！　サッカーのＰＫとか、鬼ごっこよ！　殴り合い、なんてのもあったけどね。そういうことよ」

「……サッカーとか、サッカー部のやつがきたら、勝てないんじゃないか？」

「いいえ。サッカー部は大抵カエデに負けたわよ？　あの子の運動神経は、異常だから。それに、殴り合いでボクシング部や空手部すらも下していたわね。しかも十数人同時に」

　……どれだけすごいんだよ。カエデ。絶対喧けん嘩かはしないようにしよう。



　翌日、火曜日の放課後のことだ。

　オレは海かい城じようカエデがいるクラスまで足を運んだ。

　帰ろうとしている生徒を一人捕まえ、カエデを呼び出してもらう。

「海城さーん。この人、海城さんに用だってー！」

　その声で教室内から現れたのは、赤毛じみた髪をした美少女だった。

　勝気な笑みを口元に刻み、大きな瞳ひとみはまるで威圧するかのようにオレをみてくる。

「アタシに何か用か？」

　ジャージの上を着ながら腕を組み、制服のスカートで仁王立ち。

　ひどく活動的な印象を感じさせる美少女だ。

「同じ二年の清水だ。君に話があってきた。ちょっと来て貰もらえないだろうか」

「ハッ。ここで出来ないような話か？　どうせ、告白か何かだろ？　さっさとしなよ」

「ち、違う！　告白じゃあない。場所を移して欲しいんだが」

　オレはちらりと周囲を見渡す。カエデのクラスメイトが取り囲むように、見ていた。

　こんな場所で、『君、おもらしするらしいじゃないか。第二華か道どう部ぶに入らないか？』なんて。

　言えるわけがない。

「じゃあ、アタシにいったい何の話だって言うんだぜ。人前で話もできないチキンかよ。恥ずかしくって言い出せませんってか？　ハッ」

　こいつ！　なんて恐ろしいことを言うんだ。

　周りの人が全員こちらを見ているというのに。

　カエデの尊厳のために用件を言ってないのに、こいつは明らかに自爆しようとしている。

「どんな話だってアタシは構わないぜ？　さあ、ここで話しなよ」

　両手を広げ、肩をすくめるような動作をされる。

「い、いえない。ここじゃ、ちょっとな……」

「飛んだ恥ずかしがり屋さんだぜ。それでも男なのかよ？」

「本当にいえないんだ。君のためにも」

「ハァ？　アタシのためにもだと？　信じられないぜ。いいから、はやくいえって」

「……そ、それはだな。海かい城じよう。君の秘密を、オレは知っているんだ。それをバラされたら、君は困るはずだ」

















「ふん。アタシにはばらされて困るような秘密なんてないぜ。そうやって、アタシを引っ掛けようとしてるんだろう？」

　く……！　どうしたらいいんだ……！

　カエデは崖がけっぷちギリギリに立っているのに、それにまったく気付いていない。

　だが、オレには突き落とすことなんか、できない。

「ほらほら。どうしたんだぜ！　このチキンめ！」

　一歩間違えばカエデを待っているのは、社会的な死である。

「……アレだ。オレは流りゆう泉せん寺じクリスの使いできた」

「え、あ…………。あああ!?」

　カエデは口をカパッと半開きにして、目を大きく開いた。

　首筋からかああっと赤く染まっていく。

「……よくやく自分の状況に気付いたようだな。オレは本当に秘密を知っている」

「て、てめえ……！　脅す、気かよ……!?」

　わなわなとカエデが震える。

　呟つぶやくカエデの瞳ひとみにうるうると水分がたまっていく。半泣きである。

「だから、な。ここじゃいえないだろ？」

　しかし、

「な、ないぜっ！　アタシに秘密なんかないっ！　言うならいってみろっ！　コラアア！」

　強がってきた。こいつすげえ。

　よくここまで強がれるもんだ。

「ほ、ほ、本当にいいのかよ。あるだろ！　秘密くらい！」

「ないぜっ！　ないったら、ないぜ！　さあこい！　今！　すぐに！　言ってみやがれ！」

　カエデは健康的に伸びた太ももを、もじもじ、もじもじと動かし始める。

　瞳だけがキッとつりあがり、オレを睨にらみつけている。

　でも耳まで真っ赤だし、つま先で廊下をトントンしてるし。

　最初の迫力は完全になくなっている。

「か、海かい城じよう。強がるのはやめておいたほうが……」

「つつつ、強がってなんかないぜ！　アタシは絶対に一歩も退ひかないぜ！」

「退けよ!?」

「退かない！」

　なんていう負けず嫌いなんだ。

「ほ、本当にいいのかよ」

「く。そ、そうやって、アタシをなぶるつもりだなっ……。うぅ、くぅ……。漏れ……」

「もれ？」

　もしかして、今カエデは我慢しているのではないだろうか？

　いつの間にか発動条件トリガを踏んでしまったのか？

　漏れちゃうとか、言おうとしたんじゃあ……。

「も、もっと！　っていったんだぜ！　え、英語で、モレっていうんだぜ！」

「ええ……？　もれ、もれ……？」

　オレが首を捻ひねっていると、カエデは強く床を蹴けった。

　元気を取り戻したかのように、強気に言い放つ。

「ハンッ！　頭の悪いやつだぜ！　エム、オー、アール、イーだぜ！」

「Ｍｏｒｅ……。まさか、モアって言おうとしたのか……？」

　カエデがおなかの下辺りを押さえ、飛び上がった。

「ぅあうっ！　も、モアって読むのかよっ！　ひ、ひどいぜ……。悪魔のようなやつだぜ」

　そのままへたり、と廊下に座り込む。

　く、ぐぐぐ。このままじゃ、カエデがちょっと言いづらい目にあってしまう。

「……すまなかった。オレの記憶違いだ。モレだ。モレでいいんだ」

「そ、そうだぜ……」

　と、カエデがほっとした表情になる。

「すまない。やっぱりこんな人前じゃ恥ずかしいから、場所を変えてくれないか。頼む」

　オレがいうとカエデは、こくこく頷うなずいた。

「よ、よし。仕方ない。そこまでいうなら、場所をかえてやるぜ！　………………助かったぁ」

　いつの間にか、オレたちはカエデのクラス以外の人にも見物されていた。

　まあ、当然っていえば当然か。

　オレは、うちのクラスの中なか西にしが、にやけた嫌らしい目でこちらを見ていることに気付く。

　たしか、あまり柄のよろしくないボクシング部のやつだ。

　中西は携帯電話を耳にあてながらオレたちを見ていた。



　オレとカエデは使われていない空き教室までやってきた。

「……で、こんなとこまでつれてきて、何の用事なんだぜ」

「さっきも言ったとおり、オレは流りゆう泉せん寺じクリスの頼みでここまでやってきた」

「あー。そういえばさっき聞いたぜ。あの、いけ好かない腹黒お嬢サマかよ……。けっ」

　カエデは眉まゆ根ねをよせ、不愉快そうに吐き捨てる。

　どうやら、かりんの言う通り、相当クリスを嫌っているようだ。

　カエデが思いついたように呟つぶやいた。

「ああ。第二華か道どう部ぶってことは、清し水みずっていうのは、豆腐の兄か？」

「……豆腐？」

「ああ。第二華道部の部室に何度か連れて行かれたとき、豆腐とは話したことがあるぜ」

「と、豆腐って誰だれのことだよ」

　オレの知らない部員がまだいたってのか。それにしても豆腐とはとても不健康そうなあだ名である。四角くてぷるぷるしてそうだ。

　カエデが口を開く。

「清水聖ひじりのことだぜ」

「なんで豆腐なんだよ!?」

「心が弱そうな匂においがするからな……。お豆腐メンタルなんだぜ？」

「聖の心が弱いわけないだろうが」

「『こんな体質じゃ兄さんに嫌われちゃう……』って、ぷるぷる豆腐みたいに揺ゆれてたぜ」

「聖がそんなこと、言うわけないだろうが」

　もしそんな風に気にしてくれてたら、すごく嬉うれしいけどさ。

「……まあ、どっちでもいいぜ。別に豆腐は嫌いじゃないんだが、クリスは、大嫌いだしな。どうせロクなことを考えていないはずだ」

「クリスは、そんなんじゃないぞ。海かい城じよう、君の事を本当に心配しているんだ」

　クリスの心配そうな顔が思い浮かぶ。

「ハッ。ありえないぜ」

「心配しているから、部に入ってほしいといっていた。君が、つらそうだから、と。オレは君に、華道部に入部してもらいに来たんだ」

「嫌だぜ。あんなとこ、いくわけがない。クリスがいるとこになんて」

「どうしてそんな風にいうんだよ」

「だって、あいつは、いやァ～な匂いがするんだぜ」

「……お前と同じ理由でか？」

　つい、訊たずねてしまった。

「ばば、ばかっ！　ちち、違うぜ！　アタシは、そういうんじゃないんだ！」

　おもらしのことを言ってないのに、カエデは慌てふためき、だむだむと床を蹴け飛とばした。

　……もう白状してるも同然だろうに。

「あ、アタシはおもらしなんて、しないぜ！」

　ああ――！　言っちゃった。言っちゃったよこの子。

「判わかったか！　清水！」

「ああ。判ったよ。今のセリフで全部な」

　カエデは腕を組んで満足げに笑う。

「フフン。ならいいんだぜ」

「……海かい城じようも、おもらし体質だってことがな」

「ん、なぁ!?　ど、どうしてそうなるんだぜ！」

「オレ、どういう秘密とか何も言ってないじゃん。それなのに、おもらしって」

「……あ。ああ、ああああああああああああっ！」

　カエデがぎゅっと歯を食いしばり、内うち股またになる。

「悔しいぜっ！　また、騙だまされたぜ！　くう、くそおおっ。ううあ、あう、あうあ……」

　そういえば、さっきも似た流れでこんな状態になっていた。

「まさか、お前の発動条件トリガって……『悔しさ』、なのか？」

「な、なんで判わかるんだぜ!?　て、天才かよ……。お前、天才なのかよぉぉ！」

「普通に考えただけだが……」

「ちく、しょう……。お前の知略に、負けたぜ……。アタシの、負けだ。好きにしろよ」

　カエデがぐらりと床に崩れ落ちる。

「ほら。煮るなり焼くなり、お前の好きにしていいぜ……。オマエの、勝ちだ」

　カエデは柔らかそうな太ももを投げ出す。スカートの中の、可愛かわいらしい下着が見えた。

　い、いや。見たらダメだっ！　オレは目をそらしながら告げる。

「で、でも、オレたちは勝負なんかしていなかったはずだ」

「今、申し込まれたら、負けは確定だぜ。だってアタシは、もう……」

「いや、そういうのは……」

「オマエの目的は、入部だったか？　いいぜ……。負けたから、入ってやるよ」

　カエデはぐったりと諦あきらめたように呟つぶやく。

　生気の抜けた瞳ひとみ。投げやりな口調。

　そんなカエデに、オレはどうしようもなく、やるせない気分になった。

「ちげーよ。違うだろ。海城！　オレは確かに勧誘にきた。けど、それは君が君の意思で入らなきゃ意味がない。入りたくないなら、入らないでいいんだ」

「……清し水みず？」

「それを、勝負に勝ったから負けたからって、入りたくないのに無理やり入れるなんて。そんなのは、間違ってる」

「だったら、オマエはなんで、アタシのとこに……」

「それは、海城が困っているって聞いたからだ。第二華か道どう部ぶに入ることで少しでも楽になるのなら、強がらずに来て欲しい。そう思ったんだ」

　カエデは少しだけ、表情を緩める。

「オマエ……。いいやつだな。アタシに勝ったら、何でも命令していいっていったのに」

「だから、そういうのは――」

　言いかけたとき。突然、誰だれも来ないはずの教室の、扉があいた。

「おっと。いたいた。カエデちゃん」

　軽薄な声で話しかけてきたのは、茶色く染めた髪を長く伸ばした、ピアスの男だった。

　そいつに続いて、ぞろぞろと男たちが入ってくる。全部で十人くらいか。

　その中の一人は、ボクシング部の中なか西にしだ。

　ってことは、こいつら、ボクシング部か？

　茶髪ピアスの男が、中西に向いて言った。

「お前よく見つけたなー。あの海かい城じようカエデが体調悪そうだとか。偉いぞー」

「あざっす！　先輩！」

「いやー。卒業前に発見できてよかったなー。海城カエデに勝てる機会なんて、もう来ないかもしれねーし」

　げらげらと笑うボクシング部員に、オレは問う。

「おい、待てよ。何の話をしてんだよ」

「ああ。お前は帰っていいぞ。あとは俺おれらがやるから」

　浮ついたようにニヤける茶髪ピアスの男。

「何の話だよって聞いてんだよ！」

「だからー、勝負だよ。俺たちは海城カエデと勝負しにきたんだ」

　床に倒れたままのカエデを、笑いながら見る男たち。

　……ああ。どう考えても、嫌な予感しかしないじゃないか。

「断る。海城はオレと勝負中だ」

「じゃあお前が負けたことにして、さっさと帰れよ。二年坊主」

　茶髪ピアスがオレを見下すように笑う。

「ふざけるなよ」

「まあ、いいや。お前も混ざりたかったら混ざれよ。とにかく、俺たちは海城カエデさんに勝負を挑みまーす。いつでもいいっていってたもんなー？　種目は、鬼ごっこ……、いいや、そうだな。殴り合いだ。前にオレらをボコってくれた、お返しもしないとな？」

　男たちが、オレとカエデを囲むように近寄ってくる。

　こいつら……！　動けもしない女の子を、殴るつもりなのか!?

　くそ。どうする。

　このままじゃカエデのヒミツが、漏れてしまう！

　そんなことは絶対に許しちゃいけないだろうが！

　身体からだに力の入らないカエデ。息が荒くなっている。もう限界が近そうだ。

　このままでは、きっと、カエデの体質がバレてしまうだろう。

　オレの頭の中に、過去の光景がフラッシュバックする。

　悔恨の記憶。後悔の思い出。悔やんでも悔やみきれず、取り返しのつかない過去が。

　幼おさな馴な染じみを救えなかったあの出来事が。

　カエデはオレを見ていった。

「いい、ぜ……。清し水みず。逃げろよ。アタシは、もう、ヤバい……」

「できるかよ。っつーか、勝負を断れ。カエデ」

「……アタシは、逃げる訳には、いかないんだ」

　カエデはギリリと歯をならし、床に爪つめを立てた。

「あいつらは多数だし、お前は一人だ。拒否しろよ」

「それでも、逃げ、られない……」

　ああ。もう、いいさ。

　判わかったよ。そこに何かこだわりがあるんだな？

　だったら、それごと何とかしてやろうじゃねーか。

　オレは、宣言する。

「だったらっ！　オレは海かい城じようカエデに助す太け刀だちする！」

「はっ。それでも十対二だろ」

　笑う茶髪ピアスが、拳こぶしを振りかぶる。

「殴られて泣くんじゃねえぞオラ！」

「うるせえ！」

　オレは殴りかかってきた茶髪ピアスの腹を蹴けり抜いた。

「がはっ！」

　妹に好かれるために、オレはいろいろと訓練してきたのだ。

　足が速い人がモテる小学校では、かけっこの練習をした。喧けん嘩かが強いのがモテると思えば、友人の両親の道場に顔を出した。

　結局妹にそれで好かれることはなかったし、何かすごい才能が見つかったわけでもない。

　だけど、それが今、役に立つ！

　オレは茶髪ピアスをぶっ飛ばした隙すきをついて、カエデを半ば抱だきかかえるようにして、別の男にタックルをかます。

「逃げるぞ！　カエデ！」

　ぶっ飛ばしついでに、空き教室の外へと抜ける。

「し、清水…………。どうして、アタシを……」

　うずくまっていた茶髪ピアスが、「てめえら！　やっちまえ！」と叫ぶ声が聞こえた。

　それと同時に、ボクシング部員たちが後ろから迫ってくる。

　後ろから手が伸びてくるのが、床の影で見えた。身体からだを前に倒して回避する。

「くそっ！　待てよ！　てめえ！」

「うるせえ！　女の子相手に、十人掛かりとか恥ずかしくないのかよ！」

　叫んでオレは加速する。

　足の腱けんがねじ切れそうなほどに痛い。それでもオレは止まらない。

　後ろから殴られる。

「いっつう……」

　オレはよろけながら、なんとか体勢を立て直す。

　もうすぐ、もうすぐだ！

「カエデ、ここにっ、逃げろっ！」

　オレはカエデを、女子トイレの中に押し込んだ。

　そして、女子トイレの前で仁王立ち。

「行け、カエデ。ここはオレに任せろ！」

「し、清し水みず……うくっ……」

「いいから行け！　ここは絶対に、通さない！」

「わ、悪い……。持ち、んんっ……こたえて、あぅっ……くれっ」

　カエデは倒れそうになりながらも、お花畑フラワリング・ガーデンの中へと消えていく。

　ばたん。扉が閉じられる。

　オレはボクシング部に取り囲まれていた。

















「悪いが、ここは通さないぞ。さっき、約束したからな」

「はあ？　少しくらい持ちこたえてどうなるよ。まさか、俺おれらが女子トイレの中に入れないとでも？　それとも、助けでも期待してるのか？　はっ。助けなんかこねえよ。この階はほとんど使われてないからな」

　そういって殴りかかってきたのは、先ほどオレが蹴けった茶髪ピアスだ。

　拳こぶしが飛んでくる。

　オレはそれを額で受けて、ローキックを返す。

　十人いたって、トイレを背後に戦えば同時に襲ってこられるのはせいぜい三人。

　こいつら全員倒せるとは思えないけど、少し、持ちこたえるくらいならできるはずだ！

　次第に殴られる回数が増えていく。

　肩、腕、モモ、足。

　幾度となく殴られ、蹴られ、膝ひざをつきそうになる。

「いつまで粘るんだよ。うぜえっ……！」

　どがっ。ボクシング部員の拳が直撃して、オレは崩れ落ちた。

「く、ぐ……」

　もう、だめか――――。

　そう思ったそのとき、女子トイレの扉がぎぎぃと開いた。



「……悪かったぜ。清し水みず。待たせたな。……すまない。あとは、アタシに任せろ」



　どこか、スッキリしたような、カエデの声が、トイレ前の空間に響ひびく。

　茶髪ピアスの男が顔面を蒼そう白はくにして呟つぶやいた。

「か、海かい城じよう……！　調子悪いんじゃ、なかったのかよ!?」

「もう治った」

「い、いや、違うんだ。今までのは冗談っていうか……」

　カエデが砲弾のように飛び出し、拳を振りかぶる。茶髪ピアスが別の部員を盾にする。

　どんっ！　盾にされたボクシング部員は、ただ、ぶっ飛んだ。がんっ、と背後の壁にブチあたり、動かなくなる。

「さて、と。アタシと殴り合いの勝負だったか。……いい度胸だぜ」

　カエデは綺き麗れいな顔に笑みを刻み、次のターゲットに回し蹴り。

「がはぁっ！」

　どんどんボクシング部員の数が減っていく。

「や、やめろ。俺たちの負けでいいっ……ぶべらっ！」

「おいおい。情けないぜ。オマエらが売ってきた喧けん嘩かだろう？　なあ、おい」

　圧倒的だ。

　カエデは何の苦もなく、鍛えられたボクシング部の男たちを倒していく。

　一度として攻撃をかすらせず、ただ拳こぶしと蹴けりを入れていく。

「さて。オマエで最後だな」

　残ったのは、一番後ろに下がっていた茶髪ピアスだけになった。

「な、なんだよ……！　こ、こんな、急に元気になるなんて卑ひ怯きようだぞ！　ふざけやがって！」

　茶髪ピアスはオレに向かって走ってきた。

「こ、こいつがどうなってもいいのかよ！　海かい城じようカエデ！　こいつの腕、折るぞ!?」

　倒れ伏したオレの腕を茶髪ピアスが捻ひねりあげる。

「ぐ……」

　カエデが歯は噛がみ。それを見てオレは叫ぶ。

「カエデ！　なんでやめるんだよ。オレのことはいいから、はやく、やっちまえよ！」

「だ、ダメだぜ。清し水みずは、アタシを助けてくれたぜ。その恩を、仇あだで返すなんて……！　アタシには、できない」

「じゃあ海城カエデ。降参しろよ。お前の負けを認めろ。でなければこいつは――！」

　カエデが両手の拳を握りながら、苦痛に滲にじんだ声を出す。

　そして内うち股またを閉じ、再びもじもじしだしてしまう。

「……あ、アタシの……」

　カエデが負けるってことは、こいつらの言いなりになるってことだろ？

　そんなの、させるわけには、いかねえよ……！

　オレは無理やり身体からだを起き上がらせた。

　ぐぎっ……。捻られた腕が嫌な音を立てる。

「んっぐ」

「なっ……！　て、てめえ、自分から関節を……！」

「卑怯なのは、お前だろうが！」

　オレは無事なほうの手で、思い切り、茶髪ピアスを殴りつけた。

「ぐはっ……」

　転がる茶髪ピアス。

「はぁ、はぁ……」

「し、清水。オマエ、なんて無茶をするんだぜ……」

「……だって、海城、困ってただろ」

「あ、アタシの、ため……？」

「だから、放っておけなかったんだ。もとはといえば、オレのせいでもあるしな」

　そしてたぶん、昔助けられなかった幼おさな馴な染じみに対する、贖しよく罪ざいなのかもしれなかった。

「そ、そうか……。あ、アタシは、どうしたら、いいんだぜ？　アタシ、誰だれかに助けられるとか、初めてだ……」

　カエデの頬ほおに赤みが差した。

　カエデは口元をむにむにと動かしながら、告げる。

「な、なんていえばいいか、わかんないぜ……。で、でも、アタシ、オマエのこと、気になる、っていうか。……おかしい、よな。会ったばかりなのに……」

「気にするなよ。オレが勝手に手伝っただけだ」

　瞳ひとみをぎゅっとつぶったカエデが自分の両手で、指と指をからませる。

「し、清し水みず……。あ、アタシ、もしかしたら……」

　それにしても、カエデの様子が変だ。何かもじもじしている。

　言葉はちゃんといえてないし、ときどき、「あ」とか「う」とか呟つぶやいている。

　……こいつ、もしかして、また漏れそうなんじゃないか？

　そうだよな。オレなんかに助けられて、きっと悔しいのだろう。そうに違いない。

「カエデ。大丈夫か？」

「だ、大丈夫だぜ」

「我慢、できないのか？」

「な、なんか胸がきゅうって痛くなって、我慢できないぜ……」

「……だったら、我慢するなよ」カエデの顔が更に赤く染まる。

「し、清水……。それって…………」

　オレはそこらに転がるボクシング部員に聞こえないように、カエデの耳に口を近づける。

「清水、うっ……。息が、当たるぜ……。は、恥ずかしい、よ……」

　カエデの息が荒くなっていく。

「か、顔、近っ、い、ぜ……。んん……」

　耳元で囁ささやくように告げる。

「…………カエデ。はやく、もう一度、トイレに行って来い」

「え……。どういうこと、だぜ？」

「だから、さっきみたいになる前にだな。もれそうなら、早くいけ」

「し、清水っ！　オマエ、もしかして……!?」

「静かにしろ。聞かれるかもしれないだろ。いいからトイレに――ぐへえっ！」

　腹パンだった。力はほとんどこもっていない。

　だけど、それは不意打ちすぎて、オレはまたしても崩れ落ちた。

「ぐぐっ！　もういいぜ！　わかった。アタシ、第二華か道どう部ぶに入るぜ！　覚悟しとけよなっ！」

　そんな訳で、オレはカエデの勧誘に成功した。










　◆第四話『我慢大会！　ＩＮファミレス』



　カエデを救ったその日の、すぐ後のことである。

　オレはカエデを連れて、第二華か道どう部ぶまで戻ってきていた。

　第二華道部の部室には、部員が勢せい揃ぞろいしていた。

「あら。おかえりなさい。清し水みずくん」

　クリスは立ち上がり、姿勢よくこちらに歩いてくる。

「ようやく入ってくれる気になったのね。カエデ。嬉うれしいわ」

　邪気一つない優雅な微笑ほほえみを浮かべ、カエデに手を差し出す。

　しかし、カエデはその手をパシンと払った。

「ふんっ。確かに入るとは言ったぜ。だけど、オマエとよろしくする気はねえよ」

　カエデのやや吊つりあがり気味の瞳ひとみが大きく開かれている。好戦的な目だ。

　それをみて、かりんが両手を振り上げて叫んだ。

「カエデ先輩！　神であらせられるクリス部長になんてことを――」

　かりんの行動を、クリスが手で制する。

「……カエデ？　あたし、あなたに何かしたかしら？　どうして嫌われているのかしら？」

「理由なんかねえぜ？　アタシの勘が、オマエに気を許すなっつってんだ」

「……論理的じゃないわね？」

「気に食わねェんだよ。それ以外に何か必要か？」

「どこが気に食わないのかしら」

「その澄ました顔が気にくわねえ。気位の高そうな声が気にくわねえ。何考えてるか判わからないところが気にくわねえ。そして何よりも、オマエは、一人だけ何か隠している気がする。それが、アタシの毛を逆さか撫なでるんだぜ」

　どう考えても険悪な二人に、部室の空気が電気を帯びたような錯覚を起こす。

　あの聖ひじりでさえも二人を見つめていた。空気の悪さが気になるのだろう。

　オレも息をのんでクリスの発言を待つと、クリスはエレガントに笑う。

「何か誤解があるみたいね。カエデ？」

「……ぜ？」

「あたしは何一つ隠してなんかいないわ。しばらく一緒にいれば、わかると思うの。だから、これから一緒に頑張りましょう？」

「チッ。そういう態度も気に食わねーぜ」

　ふてくされた様子のカエデを完全スルーしてクリスが告げる。

「あたしたちは、とある一つの出来事に困らされているわ」

　ああ……。あのことか。

「それは、あたしたちが第二華か道どう部ぶであることよ」

「ちょっと待て。華道部が全員そういう状態だというのやめたほうがよくないか？」

「どうして？　華道部＝お花はな摘つみをして徳を守る部ということはもはや常識なのよ」

「どこの常識だよ!?　全国の華道部に謝あやまれ！」

「……兄さん。部の存在意義を否定しないで」

「聖ひじりまで何を言ってるの!?」

「……華道部っていうのは、そういう部活動」

「………………そうだったのか。聖がいうのなら、そうかもしれないな」

「だから、あたしたちの秘密を治すための特訓を、今週末に行おうと思うの」

「ハッ！　クリスのことだから、どうせロクな考えじゃないぜ！」

「とにかく、今週の土曜日。駅近くのファミリーレストランに集合よ」

　四日後にファミレスで、特訓だと……？

　……嫌な予感しかしないのは、気のせいだよな？　……な？



　その翌日。水曜日の放課後のことである。本日は部活が休みの日だ。

「よぉ、清し水みずっ。今日は部活ないし、アタシと一緒に帰ろうぜぃっ！」

　スパァン！　教室の前の扉を力強く開け放ちながら、カエデが告げる。

　クラス中の視線が、オレに集まる。

「お、おい。あれ、海かい城じようカエデじゃないか？」「いったい、なんで清水なんかに……」

　と、嫌な視線で見られ、オレは急いでカエデの方へと向かった。

「なんで、オレを誘うんだよ？」

　尋ねると、カエデは頬ほおを赤く染め、顔を逸らしながら告げる。

「べ、別になんだっていいだろ！　細かいことを気にしたら、ダメだぜ！」

　……やっぱり、なんでこいつがオレを誘ってくるかはよくわからんな。

　同じ部の仲間になったからか？　まあ、いいか。

「判わかった。行こうか」

　と、先へ進めと促す。オレとカエデは連れ立って廊下を歩いた。

「おうっ。って！　ち、ちち、近いぜっ！　も、もうちょい離れろよな！」

　カエデは頬を赤く染め、わたわたと手を振った。

「そうか……これくらい離れればいいのか？」

「そ、それじゃ一緒に帰るって言わないぜ！　も、もうちょい近くに……」

　オレはカエデのめんどくさい指定を受けながら、気になっていたことを尋ねる。

「そういえば、お前は、お前に勝負で勝ったヤツと付き合うとか言ってんだよな？」

　ぼんっ！　カエデの顔が爆発的に真っ赤に染まる。首筋までが赤い。

「な、な……。そ、そう、なのか？　オマエ、清し水みずは、アタシと、付き合いたいっていうのか？　いや、最初にそんな約束はしてなかったぜ。してなかったけど。い、イヤだってワケじゃないんだぜ。で、でも、あう……」

　ぷしゅう、とカエデは頭から煙を吐き出し、動きを止めた。

「お、おい。海かい城じよう？」

　そのままの姿勢で、カエデはぼそぼそと告げた。

「かっ、かっ、かっ」

「か？」

「かかかっ、かかっ」

「……変な笑い方だな」

「か、カエデ、で、いいぜ……？」

　いったいどうしたっていうんだ。こいつはなんで自分の名前を言うんだ？

　もしかして、名前で呼べってことか？　オレは頭に疑問符を浮かべながら、口を開いた。

「か、カエデ？」

　どんっ！　強く押されて、オレはよろめいた。

「きゅ、急にっ！　急に名前で呼ぶなぁっ！」

「お前が呼べっていったんだろう!?　カエデ！」

　名前を呼ばれた瞬間、カエデはびくん！　と身体からだを跳ねさせる。

「く、う、そんな何度も、名前でっ……！　ひどいぜ……」

「意味がわからねえよ！」

「あ、アタシを、名前で呼んだ責任、取ってもらわないと、いけないよな？」

「そんなことで発生する責任ってなんだよ!?」

「ちょ、ちょっと待つんだぜ……」

「あ、ああ……」

　カエデは胸を押さえながら、深呼吸をする。

「悪い。落ち着いたぜ。で、で、で、アレか。お、お、お前は、清水は、アタシと、付き合いたい、っていうのか？」

「いや。別に」

「へっ？　ち、違うの、か？」

「別にそんなことはないと言ったんだ」

「な、な、なっ……？　あ、アタシはいいんだぜ？　清水さえ、よければ……」

「無理するなよ。カエデ」

「かっ、カエデ、だなんて……。照れるぜ……」

「お前が真まっ直すぐなヤツなのは、判わかってる」

「う、うん？　どういうことだぜ」

「だから、そういう約束を本気で守ってしまうんだろう？　どんな決め事だったとしても、守らなきゃいけない。言葉は翻ひるがえさない。そうだろ？」

「ああ！　もちろんだぜ！」

「だからって、負けたら付き合わなきゃいけない。なんてことはないんだ。一番大事なのは、お前の気持ちなんだ」

「い、いや。だから、その、アタシの気持ちは……」

「無理をするなカエデ！」

「む、無理とかじゃ、なくてっ、アタシは清し水みずのことが、気になってっ……！」

「そういう風に、思いこむことはないんだ。カエデ」

「いや、だから」

「さっきも、近づいたらオレを突き飛ばしただろう？　アレはきっとオレが嫌いだからだ」

「あれはっ、その、そのっ……！　は、恥ずか、しくて、だぜ？」

「無理をするなカエデ！　オレは、お前とは付き合う気なんかない。安心しろ」

「清水、オマエっ！　人の話を聞けぇぇええ！」

　カエデの絶叫が帰り道に響ひびき渡った。はた迷惑なやつだ。



　翌日の木曜日。部室である。

　聖ひじりは週番で遅くなり、クリスはまだきてない。つまり、オレとかりんの二人きりだった。

　そういえば、オレはかりんにちゃんと謝あやまっていないことに気がついた。

　初対面の出来事を謝りはした。だが、なぜかかりんが更に怒る結果になったのだ。

　ちゃんと謝っておいたほうが、いいよな。きっと。

　そう思ってかりんを見る。すると視線があった。

　かりんはつややかな黒髪を揺ゆらし、慌てて目をそらしてきた。

「べ、別に見てなんか、いませんもんっ！」

「いや、おかしいだろ。それ。なんでわざわざ口にするんだよ」

「うっ、うるさいですね！　清水先輩なんかと、口をきいてあげませんっ」

　ぷい、と顔を背けられる。

「おーい。かりん。あのさ」

　ぷい。

「この前のことなんだけど……」

　ぷいっ。

「……じゃあいいや」

「えっ！　そんな、ひどいです！　言いかけてやめるなんて！」

「めんどくさい奴やつだな。無視していいか？」

「む、無視なんて人間の所業じゃありませんよ！」

「今、お前もやってただろ」

「わ、わたしはいいんです！　大だい魔ま道どう士しですもん！」

「その論で言うなら、オレは闇やみの獣だとかなんだかじゃなかったか？」

「おにっ！　あくまっ！」

「はいはい。そうだなー」

「最低っ！　清し水みず先輩のばか！」

「そうだなー」

　かりんは、ぐぐぅぅぅと唸うなりながら、睨にらんできた。ちょっと涙目にすら見える。

「はいはい、そうだな。じゃないですよ！　もっと相手してくださいよ！」

「あー。してるしてる。すっげーしてる」

「明らかに適当じゃないですかっ！　そんな気のない返事をっ」

「だって、お前、最初オレと話す気なかったじゃんか」

「それは、なかった訳じゃなくて、ですね……。ううぅ……！　そ、それより、さっき言いかけてたことってなんですか」

「あー……。ちょっといいにくいんだが、お前に言わなきゃいけないことが、あってな」

　オレは言葉を選ぼうとして、やや口ごもる。

「何をそんなに言いにくそうに……。ま、まさか告白的な……？」

「えーとだな」

「わたしの、あまりの愛らしさに悩殺をされて……？　ムフ、フフフ。へへ、えへへ」

「あのな……。最初に会ったときさ――」

「まさか出会いがしらの一ひと目め惚ぼれとか、ですか……？　そそ、そんな、にゃふ。ふふふ」

「いや、あんとき悪いことしたなって。なんかお前怒ってただろ。しかも、その後謝あやまったとき、余計怒らせちまったし……」

「あーっっ!!　そういえば、そうでした！　なんか酷ひどいこと言われた気がします！」

　かりんは身体からだの前で両手をぐー握りした。

「え。なに。忘れてたの？」

「お、お、おっ、覚えてました……よ？」

　かりんが、つつつ、と目を逸らしながら反論してくる。

「まあ、とにかく、悪かった」

「許しません！　あんな酷ひどいことをしておいて、そんな一言で済まそうだなんて！」

「でも、お前忘れてたじゃん」

「覚えてました！　覚えてましたぁっ！　おーぼーえーてーまーしーたーっっ！」

「ああ……うん。そうだね」

「とっ、とっ、とにかく、ですね。これには贖しよく罪ざいが必要です！　罪にまみれた清し水みず先輩は禊みそぎをする必要がありますよ！　対価を払う必要があるんですよ！」

　えーと、えーと、とかりんは腕を組みながら考え込んでいる。

「……じょ、常識の範囲内なら善処するが」

　すると、かりんが急に顔を真っ赤にした。両手で頬ほおを押さえだす。

　……なんだ？　身もだえしてるぞ。

「ああ。こ、こ、この手がっ、でも、そんな汚い手段なんて……、だめですっ……！　いいえっ、違う。違います。勝ったら正義なんです。むしろわたしが正義です。大だい魔ま道どう士しのなすことに間違いがあるわけが、ありませんっ！　よぉしっ！」

「……決まったのか。かりん？」

「そ、そ、そ、その、ですねっ！　清水先輩に……かっ、彼女とかって、いますか？」

「……今、いないけど」

　ていうか生まれてこの方できたことないけど。強がって『今』とかつけちまったけど。

　なんでこんな言い方しちまうんだろうな。とりあえず嘘うそはついてないんだけどさ。

「だだ、だったら、だったら！」

　まさか、告白か？　いや待て勘違いするなよオレ。勘違いってこともあり得る。むしろ、こうやって過敏に色いろ恋こい沙ざ汰たにこじつけて考えることこそ、恥ずかしいことじゃないか？

　相手の言葉は最後まで聞くんだ。

「ああ、だったら、なんだ？」

「わ、わわ、わたしの下僕になってくださいっ！」

　……今コイツなんつった？

　だけど、やっぱり告白とは違ったな。そんなもんだ。

「ずっとずっと、ずっとわたしのことだけを考えてるような、そんな存在にっ……！」

　具合が悪いのか、かりんは首筋まで真っ赤に染め上げながら叫んだ。

「悪い。それはちょっと無理だ」

　かりんの下僕なんて、いったい何をさせられるか判わかったもんじゃないしな。

「ぐっ。そ、そうですか……」

　かりんは、がくりと肩を落とす。

「でもっ、わたしは諦てい観かんなどしませんっ！　たとえ氷の刃アイシクル・エツジがこの胸を貫こうともっ……！　待っていてくださいね！」

　片手を腰にあてながら叫び、オレをビシィッ！　と指差した。



　更に翌日の金曜日。部室でのことだ。

「よォ。遊びにきたぜーっ。清し水みずー」

「む。何しに来たんですかカエデ先輩っ！」

　カエデの前に立たち塞ふさがったのはかりんだ。

「何しに、って部活に入ったからだぜ？」

「いきなり来るなんて、怪しいですっ！　クリス部長のこと、すごい嫌ってたじゃないですか！　幽霊部員でいるべきですよ！」

　オレは二人の話を思考の外に追いやり、聖ひじりのことを考えていた。

　いったいどうしたら好感度を稼げるのだろうか……。

「クリスは今でも嫌いだぜ。だけど、他に、あ、会いたいやつが、いるんだぜ。だから、入部したっていうか……」

　カエデがこちらをちらっと見たのは気になるが、それよりも聖だ。

「ま、まさかカエデ先輩も、清水先輩に!?」

「あ？　『も』ってなんだよ。『も』って。まさかかりん。てめえも……」

「じゃあなんですか。カエデ先輩の前世はなんですか！　わたしは大だい魔ま道どう士しですけど！」

「アタシは前世もアタシだぜ！　んで来世だってアタシだぁ！」

「カエデ先輩は話の通じない人ですね！」

「てめえに言われたくないぜ！」

　……なんか騒がしいな。まあいい。

「とにかくだな。清水は、あ、アタシが、アタシが貰もらうっ……」

「ふ、ふざけないでくださいッッ！　清水先輩は、わたしの契約魔獣候補ですよ!?　そう簡単にわたせないですっ！」

「契約魔獣!?　おまえは何を言ってるんだ！　ていうか、調子に乗るんじゃないぜ？　かりん。胸も身長もないくせにっ！」

「む、胸は関係ないでしょう!?　たゆんたゆんだからって、調子に乗っちゃって！」

「ふふん。羨うらやましいか」

「いいんですよーだ。べろべろばー、っです！　わたしは存在するだけで、この世界のためになっているのですっ。魔力的なアレやコレやが世界を保護してるのです！」

「くくっ。おめでたい頭だぜ」

「ふふっ。そうでしょう。そうでしょう！　まるで正月とクリスマスと誕生日がいっぺんに来たくらいめでたいんですよ！　わたしの頭はっ！　くふふっ！」

「ぐっ……！　くそっ！　よくわからないけど、なんだかすごそうだぜっ……！」

「恐れ入るといいです！　ハハンッ！」

「だったら勝負！　勝負だぜ！」

「い、いいですよ？　どっちが好きか、清し水みず先輩に聞いてみましょうかっ！」

「ふふん。好きか聞くだけか？　自信、なさそーだぜ。かりんちゃんよォ」

「あります！　ありますよ！　じゃあ、もう後戻りできないレベルで聞いちゃいますよ！　こっ、後悔しても知りませんからね！　清水先輩っ、清水先輩っ！」

　聖ひじり、聖、聖と考えていると、突然身体からだを揺ゆすられた。

　目が合うと、かりんの顔が唐突に赤く染まっていく。

「あ、あの、し、しみず、せんぱ、い……えと、わたしと、チュチュ、ちゅ、ちゅきあってくだちゃいっ」

「……って、え？　何の話だ。聞いてなかった。つーか、かみかみじゃねーか。かりん」

　隣から、かりんを押し出すようにカエデが出てくる。

　こちらはやや俯うつむいていて、顔色はわからない。ただ、首筋は赤く染まっている。

「し、清水。かりんじゃなくて、あ、あ、あたしと付き合え。こ、後悔は、させない、ぜ？」

「あっ！　割り込まないでください！　カエデ先輩！　ずるいですよ！」

「うるさいぜ！　黙ってみてられるかよ！」

　……いったいこれはどういう状況だ？　話を聞いてなかったんで、まったく流れが判わからん。付き合ってという言葉の解釈をどうすればいい？

　オレは脳内で考察を開始する。

　まず男女交際は却下だ。普通に考えたら、二人並んで同時に告白してくるとか、ありえない状況だ。残念系を通り越して哀れ系ですらある二人だが、それでも超絶美少女だ。オレ如ごときにそんなことが、あるわけがない。

　となると、付き合うってのは買い物とかだろうか。まあ、その程度なら別にいいだろう。

　オレが黙考していると、二人の言い争いは加速していった。

「カエデ先輩なんか、カエデ先輩なんかぁっ……！　も、もらしちゃうくせにっ！」

「んなぁあっ！　なんてこと言うんだぜ！　それはテメエもだろっ！」

「黙るがいいですっ！　てやーっ！」

　かりんが掴つかみかかろうとして、失敗。頭をむぎゅっとカエデに押さえられる。

　そのままぐるぐる両手を回すがまったく届かない。

「カエデ先輩なんてっ！　下のお口がびちょびちょじゃないですか！」

「なんてことをいうんだぜ！　かりんテメエ！　どういう意味か判っていってんのか！」

「よくわかんないけど、ネットでみました！　たぶん、おもらししちゃう人のことです！」

「だったらテメエも下のお口がびしょびしょじゃねえか！」

　うええ……。なんてことを言い合ってるんだよ。

　それにしてもこいつら、仲が悪いなあ。

「まあ、待て。落ち着け二人とも。あーなんだ。アレだろ。ほら、アレ」

「清し水みず先輩はどっちを選ぶんですか！」「清水はどっちを選ぶんだぜ!?」

「両方とも付き合ってやるから。だから喧けん嘩かはやめろって」

「「!?」」

「オレに遠慮しているのかもしれんが、オレは二人とでも問題ないぞ」

「清水先輩がさらっと最低でした!?」

「うぐぐ……。なんてことだぜ……！」

　……？　買い物の話だろ？　なんでこいつら、こんなに動揺してるんだ？

「大体だな。女の子が下のお口とかいうもんじゃない。よくない」

「え。清水先輩は、やっぱり、そういうの嫌いなんですか……？　すぐにトイレに行きたくなる子とか……」

　……すぐにトイレだって？　我慢できなくて？　野外プレイだと？

「いや、女の子は、そういうのよくないと思うんだ」

　やはりそんなに淫いん乱らんな子はダメだ。

「だ、だったら治しますから！　この体質を！　……お、おもらししなくします」

　かりんはそんなに、エロい子だったのかよ。

「あ、あたしも治すぜ！　絶対に！　……おもらしを」

　カエデまで!?

「あ、ああ……。それは、治したほうがいいぞ」

　しかし、なんだ。こう美少女で淫乱ってのは、ちょっとクるものがあるな。

「じゃあ、先に治ったほうと付き合うということで、いいですか……？」

　かりんが神妙な顔で聞いてくる。

「ああ、いいぞ」

「絶対ですよ！」「ぜ、絶対だぜ！」

　二人はやたらと意気込んでいた。

　……おもらし以外にも、淫乱を治さなきゃいけないのか。大変だな。こいつらは。

「……買い物くらいいつでも行ってやるのにな」



　そして、土曜日がきてしまった。オレたち第二華か道どう部ぶはファミレスに集まっていた。

「今日集まってもらったのは他でもないわ」

　クリスがテーブルに、両りよう肘ひじをつき、腕を組みながら告げた。

　咲き誇るような金髪が、庶民との違いを示すように揺ゆれている。育ちのよいお嬢様といった雰囲気のワンピースが更にその印象を強める。

「カエデと清し水みずくんの歓迎会でもあるのよ」

「そ、そうだったのか」

　ちょっと嬉うれしさを覚えるオレとは逆に、カエデは不満そうな顔だ。

「……オマエに歓迎されても、嬉しくないぜ。寒気すらする」

「あら。カエデは喜んでくれないのね。残念。清水くんは喜んでくれるわよね？」

　クリスがこちらに身を乗り出してくる。って胸が、胸元が見えそうだ。明らかにうちの妹よりでかい。聖ひじりもスタイリッシュな胸だからな。

「って、清水くん。どこ見てるのかしら。えっちな人ね？」

　クリスが胸元を手で隠しながら告げる。

　オレが反論する前に、隣のかりんがドンッ！　とテーブルを叩たたきつけた。

「清水先輩！　そんな、ふ、不ふ埒らちなこと、だ、だめですよ！　アレです。そんな想像する暇があったら魔法の練習でもしてればいいんです！」

「嫌だよ！　なんでそんな痛々しい事しなきゃいけないんだ！」

　む、と不機嫌そうにかりんが足を組みかえる。赤いチェック柄のスカートがゆれた。それと同色の赤いネクタイと、黒いジャケット。十字架ペンダント。髑髏しやれこうべのリング。龍りゆうの形をしたブレスレットと、痛々しい感じのアクセはいつものままだ。

「どこを見てるんですか！　クリス先輩の胸の次は、わたしの豊かな胸ですかっ!?」

「濡ぬれ衣ぎぬだ！　あと豊かじゃねえよ！」

「また息を吸うように嘘うそをっっ！」

「勝手に嘘つきキャラにしないでくれるかな!?」

「……もっとこう、ロマンティックなことをいってほしいものです」

「ファミレスでロマンティックってなんなんだよ。どんな言葉すらも色あせる気がするが」

「例えばですね……」

　そこでかりんは一度言葉を区切ってから、キリッとした顔で続けた。

「『君の瞳ひとみを見ていた。まるで星明りのようだ。幾万の敵が攻めてこようとも、オレは君を守ってみせる。だってオレは君の騎士だから』みたいな――」

「うわぁ…………。ひどいなお前のセンス。それ、どういう状況なんだよ」

「ひどくないです！　胸きゅんですよっ！　きゅんきゅんですよっ！　おばかな清水先輩にも説明してあげましょう！　それはですね――」

　かりんが身振り手振りを加え説明しようとしてきたので、手で制する。

「やっぱいいや」

「……もうっ！　これだから清水先輩はっ！」

　ふと、正面に視線を向ける、聖がじっとこちらを見つめていた。

「……デレデレ？」

「してないぞ」

　クリスが仕切りなおすように、告げる。

「かりんが認めちゃったせいで、清し水みずくんが入部することになっちゃったわけだけど」

「……クリス？　なんかすごく嫌がってないか？」

「そんなことないわよ。かりんが認めたんだから、あたしが嫌がる理由はないわよ？」

　かりんが立ち上がった。むしろ勢い的には飛び上がったに近い。

「別に、認めてなんかいませんっ。ただまぁ、可哀かわい想そうだから、仲間に入れてやってもいいかな、って思っただけですっ。そそ、それに、一つ恩もありますからね。わたしは、恩知らずではないのでっ、下僕の末席に加えてやってもいいかなっ、て思っただけです。清水先輩は、ホントどうしようもないですしっ。も、もうこれはっ、下僕として一生わたしの面倒を見るしかないですっ」

　かりんはオレが見ていることに気付き、ぱちくりと瞬まばたき。

「あ、えと、ちょっと言いすぎました……」

　呟つぶやいてかりんはオレのＴシャツの裾すそを握ってきた。しかも、上目遣いで、だ。

　な、なんか可愛かわいいぞこいつ。ドキドキしてきた。

　ぎゅい！　足に痛み。

「いっだぁ……」

　見ればテーブルの下で足を踏まれていた。聖ひじりだ。

「兄さん。デレデレ」

　聖とかりんとわいわいしていると、急に寒気がした。

　周りを見回す。クリスが悔しそうな顔でオレを睨にらんでいた。

「……調子に乗っちゃって。あたしのかわいい部員をたぶらかすなんて……」

「く、クリス。今何か言ったか？」

　だが、すぐにクリスはお嬢様然とした笑顔になる。睨んでいたのは気のせいだったのか？

「それはそうと、清水くんのあだ名を決めない？」

「何が、それはそうとなんだ!?」

「だって清水が二人だと紛らわしいじゃない」

「問題ないだろ。聖のことはみんな名前で呼んで――」

　クリスがピンッと指を一本立てて告げる。

「しーしー君。っていうのはどう？」

「嫌だよ!?　悪意がみなぎりすぎてるだろう!?」

「ええ？　どうしてかしら？　何が気に入らないの？　理解できないわ」

「だって、それの意味って――！」

　いや。待て。ダメだ。周囲を見ろオレ。このテーブルは現在、ファミレス中の人間から監視されているといっても過言ではない状況だった。

　だって、このテーブルにいるのはオレ以外、超絶美少女なのだ。おもらしっ子というどうしようもない属性のせいで忘れそうになるが、アイドルすら霞かすむくらいの奴やつらだ。

　そんな中でオレが突然しーしーの解説をしたら、どうなる。ここにいる間ずっと嫌な感じの視線で見つめられることは間違いがない。

「うん。じゃあ決定でいいかしらね」

「よくない！　勘弁してくれっ！」

「わかんないわねえ。何か変な意味でもあるのかしら？　説明してくれる？」

　呟つぶやいて、口の端でニヤリと笑って見せた。

　ああ。こいつ演技派だ。絶対知ってやがる。気付いてないなんてことはないだろう。

「判わからん！　だけど、なんか嫌だッ！」

「えー。あたしがせっかく考えたのに、ダメなの？」

　クリスが首を傾かしげて訊たずねてくる。かわいい。正直いって超かわいい。だけど、ここで屈したらオレはこれから『しーしー君』なのである。

「だめー？　（きゅるりーん☆）」

「あ、ああ。じゃあ、仕方な……」

　やべェ！　このままじゃ押し切られるっ！

　聖ひじり。聖。非力なオレに力を貸してくれ……！

　聖はオレと視線が合うと、指先でテーブルを苛いら立だたしげに二度叩たたいた。

　よし！　充電完了ッ！

「仕方ない訳があるかァ！　オレは絶対いやだぞ！」

「ちぇー。じゃあ、しー君でいいわよ」

「ぐ……」

　正直いって、それもどうかと思うのだが、思うのだが、しーしー君よりはマシである。

　そういった流れで、オレはしー君となったのだ。

　……ちくしょう。



「という訳で、本題よっ！　さぁ、みんな、コレを飲み干しなさいっ！」

　クリスが指し示したのは黄金色の液体だった。

　彼女の指示で、かりんと聖が手ずから用意した新鮮なモノである。

「ほ、本気かよ。クリス……。そんなもの、飲んだら、ヤバいだろ」

「ヤバいからいいのよ」

「ええー……。なにその思考回路」

　クリスは髪をかき上げながら宣言した。

「今日の特訓は我慢大会よっ！　皆みんなでこのハーブティーを飲むのっ！」

「が、我慢大会、ですか？」

「そうっ。みんな、顔を寄せて？　……ええとね、ギリギリまで溜ためて我慢をすることで、限界許容量を増やそうっていう、第二華か道どう部ぶの部活動よ」

「おおっ。なるほどです。さすが神、クリス神です。素晴らしい閃ひらめきです」

「……部長、質問がある」

「いいわよ、聖ひじり」

「なぜ、こんな人目のあるところで？　部長の邸宅や、他の部員の家でもよかったのでは」

「あなたのためよ。聖。人に見られる緊張感が弱点なのよね。ちゃんと克服しないと」

「……でもそれだと、私が不利」

「そうね。だけど、だからこそ、聖の格好良いいところを、しー君に見せてあげましょう。負けそうな苦境ほど、乗り越えたとき素敵なのよ」

　聖が目を見開いてから、こくんと首をふった。

「待て。別におしっこを我慢する事は格好よくなんか――」「頑張る」

　と、オレのフォローも空むなしく聖は返事をしてしまった。

「ああ、あと、負けた人に何もないっていうのはつまらないわね。そうだ。負けた人がこれからみんなで注文する分を全部奢おごる。これでいきましょう」

　すると今まで黙っていたかりんが突然乗り気になった。

「それっ！　いいですねっ！　ぱーふぇくつなプランですっ！」

「え、かりん、おまえ。負けたら結構な額になるぞ……？」

「ふふんっ。馬ば鹿かですかっ。しー先輩は」

「……しー先輩」

　何か変な呼ばれ方をした気がする。

「勝てば全部タダです。負けなければいいんですっ！　漏らさなければどうということはないっ！　この大だい魔ま道どう士したるかりん様が勝負に負ける？　ノンッ！　ありえませんっ！」

　ぎゅっと拳こぶしを握って立ち上がるかりん。

　争いの回避は、もはや不可能なのか？

　オレはずっと黙って動向を見ていた、カエデに声をかける。

「なあ、カエデ。こんなのやめようぜ。これは絶対ロクなことにならん」

　そこまで言ってから気付く。

　カエデの目がギラギラと燃えていることに。

「……なんだ？　清し水みず。なんか言ったか？　それにしても、笑えるぜ。コイツ、このアタシに勝負を挑みやがった。いいね、いいねえ。楽しいなァ、おい」

　ダメだ！　こいつは何の助けにもならん。

　というか反対しているのがオレだけということで、流されそうな雰囲気だ。

　クリスはオレを完全にスルーして告げる。

「みんな賛成みたいね。勝負の方法は単純よ。とりあえず、たんぽぽティーを、一人五杯ずつ飲むの。その後は状況を見ながら、飲み物を追加していく。最初にお花畑フラワリング・ガーデンに行った人が負けよ。たんぽぽティーは、別名おねしょのハーブティー。利尿作用が、すごいのよ」

　こうして、戦いの火ひ蓋ぶたは切って落とされたのだ。



　いやいやいや。

　待ってくれ。この展開はどう考えてもおかしいだろう。

　目の前では、聖ひじりやクリス、かりん、カエデがハーブティーを次々に飲み干している。

　仕方なしにオレもハーブティーに口をつけながら、考える。

　このまま勝負が続けば間違いなく聖は苦しむし、失敗すればそれこそ大惨事だ。

「なあ、聖」

「何？　兄さん」

「お前、無理してるんじゃないか？」

「……え？」

「だから――」

　オレが説得の言葉を続けようとすると、聖は寂しそうな顔をした。

「……そう。……兄さんは、私を信用してない」

「い、いや、そういう訳じゃないんだが」

「いい……。今まで、兄さんを避けていた。兄さんが、私に不信感を持っても、仕方ない」

「待ってくれ。そんな話じゃない。だけど、オレはお前に、こんな公衆の面前で、失敗して欲しくないというか。ああ、いいや。オレがトイレに行けばいいのか」

　そうだ。なんですぐに気付かないんだ。オレはバカか。

「すまん。オレちょっとやばいから、トイレに行ってくる。だからオレの負けで――」

　言おうとしたとき、聖がオレの腕を掴つかんだ。

「……兄さん。それはだめ」

「どうしてだ」

「……もっと、信用して欲しい」

　上目遣いに見られた。オレの心臓にズギュンときた。

　かわええええええ！　睫まつ毛げなっげええええ！

「勿もち論ろんだ！　オレが聖を信じないわけがない」

「だったら、その信用を、この我慢大会で、見せて欲しい。私のために降参なんて、ダメ」

「そ、それはっ！　しかしっ！」

　オレが反論すると、聖ひじりは無表情のまま、ずーんと沈むという器用なことをやってみせた。

「……やっぱり兄さんは、私なんて……私のことなんて……」

「ハッハァ！　やっぱり清し水みず妹はお豆腐メンタルだな！　そんなことじゃあ、アタシにゃ勝てねーぜっ!?」

　別に聖以外でもいいんだ。誰だれかが降りれば、この勝負は終わる。

　グラスを置く音がした。かりんはたった今、最後のハーブティーを飲み干したようだ。

「カエデ先輩！　今日は無様に転がるカエデ先輩の姿が、見られそうですね？」

「あ？　かりん、何のつもりだぜ？」

　カエデの前にも、空っぽになったグラスが五つ並んでいる。

「この戦いの勝者はわたしに決まっています！　フフッ！　古こ代だい竜りゆうの加護を持つわたしのお腹なかはきっと丈夫ですしっ！　それにそれにぃ、もしカエデ先輩に勝ったらぁ！　このわたしのほうが、先に治ったみたいなもんです。つまり、しー先輩の命はわたしが頂きます！」

「待ってくれ！　なんでオレの命が賭かけられてるんだ!?」

「ハッ！　上等だぜ！」

「ええええ!?　カエデも了解済みなのかよ!?」

　しかし、この二人はオレの抗議を完全にスルーして、睨にらみあう。

「このかりん様に逆らうとは愚かです！　愚かの極みですね！　臓ぞう腑ふをえぐりッ！　きざみッ！　この世界と共に、カエデ先輩の五ご臓ぞう六ろつ腑ぷに、終しゆう焉えんを迎えさせてあげます！」

　世界の終焉と五臓六腑が並べられた!?

「おいおい、かりんちゃんよぅ。吐いたツバ、飲み込むんじゃねーぜ？」

　どっかのヤンキーみたいになっているカエデが、威圧するようにかりんを睨みつける。

「するわけないじゃないですか。吐いたツバを飲み込むなんて汚いこと。意味がわかりません。バカですか？　バーカバーカ。やーい、バーカ」

　ただの煽あおり文句かとも思ったが、ちょっと疑問に思ったので聞いてみる。

「あ、あのさ。かりん？　吐いたツバを飲むって意味、判わかるか？」

「よくわかんないです。ですが、しー先輩は黙っててください」

「そうだぜ！　今こいつがアタシに喧けん嘩かを売った。それだけで十分だ！」

「むしろ、わたしがはいたツバを、カエデ先輩に飲み込ませてあげますよ」

「へっ。上等だぜ！」

「焼き尽くしてくれます！　ウェルダンです！　イエスッ！　ウェルダーン！」

　両手を振り上げウェルダンウェルダン叫んでるかりん。可哀かわい想そうな子にしか見えない。

　そこで、かりんの叫びが、はたと止まる。

「そういえば、おなかすきましたね。すみませーん。ビーフステーキお願いします。焼き方はウェルダンで」

「そうだな。まぁまだ勝負に時間はかかりそうだし、アタシも何か食べるとするぜ」

「…………私も、パンケーキ食べたい」

　聖ひじりはこくりとのどを鳴らしながら言った。

　その後、かりんと聖とカエデは明らかに異常な量を注文しはじめた。



　一人がつまらなそうな顔をしていた。金色の髪を手ですきながら、唇くちびるを尖とがらせている。

「クリスは何も食べないのか？」

　話しかけてみたのだが、そっけない返事をされる。

「あたしは別にお腹なかすいてないしね」

「……そうか」

　聖とかりん、カエデはひたすら食べている。

　何も注文していないオレとクリスは手持ち無ぶ沙さ汰ただ。

　でも、特に何かを話すわけでもない。たまに視線が合うと、面倒そうに視線が外される。

　もしかしてオレは嫌われているのだろうか……？

　そうこうしているうちに、伝票に記された価格はどんどんどんどん膨らんでいった。

　合計２１６００円。

　その内訳だが――。



　■オレ――――２８０円（ドリンクバーのみ）

　■クリス―――２８０円（ドリンクバーのみ）

　■聖――――５１５０円（ドリンクバー＆大量のスイーツ）

　■カエデ――６２８０円（ドリンクバー＆大量の料理）

　■かりん――９６１０円（ドリンクバー＆大量の料理）



「って、お前らどれだけ食うんだ！　とくにかりん！　ファミレスで一万近くとか！　お前の胃袋はブラックホールか！」

「いいははひへふは、ひーへんはい」

　もぐもぐごっくん。

「いいじゃないですか。しー先輩。……だって、普段、外食なんてできないですし……」

「え。お前そんなに金ないの……？」

「ないですよ」

「でも、ほら、高そうな自転車が……」

「！　漆黒の雷槍シユバルツ・ジヤベリンですねっ！　フフ！　あれが高級品だと言う事に気付いてくれましたか！　実はですね！　あれ本体が十五万もするんですよ！　それにチューンにも二十万かかってますしね！」

「高ッ!?　通販番組とは逆の意味で価格すげえ！」

「お年玉やらお小遣いやらバイトで貯めたお金などなど、ぜーんぶつぎ込みましたもん！」

「……アホだ。計画性のないアホの子がいる」

「計画性なんて、一般人のすることですよ。しー先輩」

「まるで一般人じゃないみたいな口ぶり！」

「すべてを凌りよう駕がする超魔力さえあれば、そんなのなくてもなんとかなります」

「ないじゃんか！　そんなの！」

「ありますし！」

「つーか、バイト……？　かりん。バイトなんて、できんの……？」

「できますよ！　失礼な！」

「で、何のバイトなんだ？」

「ふふん。なんだと思います？　当ててみて下さい」

「わかった。お父さんの肩もみだろ」

「!?　違います！」

「……兄さん。私は、お父さんの白髪抜きだと思う。きっと、一本十円とか」

「失礼ですよ!?　大体お父さんから離れて下さい！」

「じゃあ、お母さんの肩もみとかじゃないか？」

「肩もみからも離れて下さい！　誰だれかわたしの援えん護ごして下さいよ！　敵ばかりですか！」

「おいおい。違うぜ。かりんがそんなこと、してるわけないだろ」

「か、カエデ先輩の言う通りです！　カエデ先輩、実はいい人だったんですか……？」

「泣くなよ。きっと子供を集めてだな。自分は大だい魔ま道どう士しだとか語って悦に入ってるんだぜ」

「バイトですらないじゃないですか！　違うじゃないですか！　く、クリス部長～」

　涙目を加速させクリスのほうを向くかりん。

「……そうね。かりん。それは大人の前でやればいいと思うわ」

「お、大人の……？」

「ええ。かわいそうに思った人がお金をくれるかもしれないわね」

「う、うわーん！　ひどい！　ひどいですよ！」

　かりんはバンバンとテーブルを叩たたいた後、ふくれっ面で告げる。

「ちゃんと普通のバイトですよ！　アイスクリーム屋さんです！」

　オレたちは顔を見合わせる。

「ふ、普通のバイト、だと……？」

「…………信じられない」

「かりんのくせに生意気だぜ……」

「……あたしはかりんのこと信じてたわよ」

　クリスだけが言葉をひるがえした。

「うう。クリス部長ー。わたしちゃんとやってますもん。楽しいんですよ。アイス屋さん」

「ええ。そうね。かりんはできる子よね。わたしは知っているわよ」

「ですです。クリス部長はさすがです。とくに面白いところはですね、二段重ねとか頼まれたときとかですね。ちょっと錬金術師気分になれるんですよ」

　クリスが戸惑うように言葉を返す。

「……どういうことなの？　かりん」

「『フフ、フフフ。チョコアイスと苺いちごアイスめ……。混ぜ混ぜして、キメラにしてくれます。闇やみより出いでし魔物よ！　今顕現して下さい！　苺チョコアイス！』みたいな」

「……お、思うだけなら、じ、自由じゃないかしら？　口に出さないなら――」

「たまに実際口に出ちゃいますね。でも、誰だれも何も言わないですし。ＯＫっぽいですよ」

「「「「えー……」」」」

　想像するとすごく嫌なアイス屋さんだった。

　先ほど信じてたといったクリスは、視線をそらしながら話題を変えた。

「まあ、いいわ。でも、この価格差は不公平ね」

　だいぶ強引な話題転換だった。

　しかし、その声を聞いて悲鳴に近い声をあげたのはかりんだ。

「そ、そんなっ！　今更そんなのナシですよっ！　クリス部長……っ！」

　クリスはかりんに向かって柔らかく微笑ほほえんだ。

「大丈夫。悪いようにはしないわ」

「クリス部長ー……」

「だからあたしは、チーム戦を提案するわ」

　クリスがにまりと笑う。

「チーム戦……だと？」

「そう。チーム戦よ。二対三でチームを組んで、そのどちらかがトイレに行ったら負け。会計は負けたチームが支払う」

「チームか……」

　思案していると、クリスの青い瞳ひとみがオレの目を真まっ直すぐに見てくる。

「しー君。あなたは聖ひじりを守りたくないの？」

「ひ、聖を……？」

「清し水みず兄妹きようだいでタッグを組んでいいわ。あなたが勝てば、大切な妹さんは守られるのよ？」

「そうか。…………判わかった。ならばオレは受けてたとう」

　オレは恐らく漏らすことはない。少々トイレへ行きたいとはいえ、まだ余裕がある。

　とすると聖ひじりの敗北リスクが減ることになる。たとえ負けたとしても、聖の負担額も減る。ならオレが拒む理由は一つもない。

　聖と視線が交差する。オレの妹は人形のように変わらぬ表情のまま、こくりと頷うなずいた。

「……兄さん。頑張ろう」

「ああっ！」

　そこへ、カエデが異い議ぎを唱える。

「おい。待てよ。アタシは了承してねーぜ？」

「……勝負を拒むというのかしら？」

「ちげーぜ。クリス。てめーと組むのが御免だってんだよ。そしてかりん、アタシはお前とも組めない。なぜなら、アタシらは一つのものを奪い合う間柄だからな」

　そういってカエデはなぜか、ちらりとオレを見る。

「だから、アタシは一人でいい」

「でも、カエデ。もしあなたが負けたら、支払いがひどいことになるわよ？」

「判わかってねーな。クリス。勝負ってのはな。リスクが高ければ高いほど燃えるんだぜ！　勝負は常にイチかゼロ。それ以外は、ありえない」

　カエデが犬歯を出して笑う。

　それに呼応するようにかりんはクククッと邪悪な笑みを漏らす。

「クリス部長と一緒ですかっ！　ならば負けはありませんね。神と大だい魔ま道どう士しがお互いに手を組むのです。しー先輩や、聖先輩とか、カエデ先輩とか如ごときうぞーむぞーなど敵ではないですっ」

「じゃあ、席替えね。かりん、こっちへいらっしゃい」

「はいっ！　クリス部長！」

「じゃあ聖。こっちへこい」

「判った。兄さん」

　聖がかりんの席へ。かりんはなぜかクリスが座っていた席へと案内されていた。

　カエデはお誕生日席のまま動かない。

　大体こんな感じである。







　チーム分けと同時にクリスが席を立った。

「ゲームが膠着してきたから、追加の一杯を持ってきてあげるわ」

「アタシは要いらないぜ？」

「一人だけ飲まないつもり？　それはちょっと認められないわね」

「ちげーよ。てめえが持ってきた奴やつとか、どんな細工がされてるか、わからねーからな。アタシは自分で持ってくる」

「……そんなに信用されてないのね。とっても悲しいわね。泣いちゃいそう」

　ちっとも悲しくなさそうな様子でクリスは告げる。

　そして、四人分のハーブティーを持ってきた。

　やや遅れて、カエデが自分の分のハーブティーを運んでくる。

「はい、かりん。聖ひじり。そして、しーくん」

　気を使ってくれたのか、クリスはわざわざ全員の前に置いてくれた。そういう気遣いをするキャラに見えなかったため、少々意外だ。

「じゃあ、飲むわよ」

　クリスの宣言とともに全員でハーブティーを飲む。

　オレがごくごくと飲んでいるのをみて、クリスが目の端で笑った気がした。

　クリスの表情になにか違和感がある。む。ハーブティーの味がさっきと違う気がする。他のものを混ぜたりしたのだろうか？　お嬢様は可愛かわいいイタズラをするもんだな。

　更に時間が経過する。

　やはりと言ってはアレなのだが、ロクなことにはならなかった。

　テーブルの上ではみんな平静を装っている。

　しかし、実態は違う。

　ハーブティーを六杯も飲んだ挙あげ句く、そろそろ一時間半が経過する。

　カエデが足を組み替えながら告げた。

「そ、それにしても、余裕だぜ。お前ら、そろそろヤバいんじゃねーか？」

　若干声が震えている。

　組み替えた足もぶるると震えていた。

　かりんが青ざめた顔で答える。

「ちょ、ちょー余裕、ですよ？　ドラゴンを狩るよりも、ら、楽ちんです」

「ハハッ。き、奇遇だぜ。アタシだってまだまだ余裕だ」

　しかし二人はテーブルの下で、もぞもぞと足を揺ゆする気配をさせていた。

　首筋に汗すら浮かべているのだ。

「ん、くっ――！　ほ、本当だぜ！　本当にまだまだいけるんだ！」

　苦しがるカエデに向かって、クリスが口を開いた。

「ねえ、カエデ。余裕なら、まだハーブティーいけるわよね？」

「ハッ。ぐ。愚問だぜ。そーゆー、テメェは、んっ、どう……なんだ？」

「あたしもまだまだ大丈夫ね」

「だ、だったら……よ。アタシとサシで、に、二杯ずつ、の、飲むのはどうだ？」

「……カエデが大丈夫なら、考えてもいいわよ」

「じゃ、じゃあ！　と、とってくるぜ！」

　カエデはダッ！　とドリンクバーまで駆け出して、四杯のハーブティーを持ってくる。

　席につくなり、グラスを口元にあて、こくんこくんこくん、と飲みほした。

「……オラ！　の、飲んだぜ！　さあ……く、クリス。てめえもっ」

「あたしはやっぱりやめとくわ」

「んだとォ!?」

「だって、あたし『考えてもいい』って言っただけだもの」

「んぐっ！　てめえ……！　卑ひ怯きようだぜっ！」

　カエデが射殺せそうな視線でクリスをにらみつける。

　クリスは楽しそうに笑って告げる。

「ねえ、カエデ？　きちんと確認しなかったあなたが悪いのではないかしら？　それとも、一言いっただけで勘違いされて突っ走られて、卑ひ怯きようだって絡まれてるあたしが悪いの？」

















「ぐぎ、ぐぎぎ……！　はぅぅぅっ！」

　カエデがぎりぎり歯は軋ぎしりをしながら、頷うなずいた。

「じゃあ、いいぜ……。ん、んくっ」

　しかしクリスは追い討ちをかける。

「ねえ、カエデ？　せっかく持ってきたハーブティー、無駄になっちゃうわよ？　ほら、まだ二杯も余っているわ」

「んぎゅっ……。そ、それはぁっ……て……てめえの分……！」

「あら。あたし、持ってきてなんて言ったかしら？　自分で持ってきたモノ、残しちゃうの？　カエデ？」

「……の……飲めば、いい、んんっ！　ん、んだろ！　飲めばぁぁっ！」

　カエデは、がばー！　とハーブティーを口に流し込み、口元をくいっと拭ふいてみせる。

「別に飲めなんて、いってないのに。余らせるくらいなら飲んであげようかしらって言おうと思ったのに、残念ね。ふふ」

「てんめ……んあ……はうっ！　うああああ、あああっ、あふうううっ！　ぐにゃああ！」

　カエデは悔しそうに顔を歪ゆがめ、変な言葉を発した後、テーブルに突っ伏した。

「か、カエデ……？　どうして、突然……？　そ、そうか！　発動条件トリガを踏んだのか！　クリス、なんて恐ろしい奴やつなんだ……」

　オレは驚きよう愕がくしながらクリスを見つめ、カエデに視線を移す。

　下腹部を押さえながら、べたんと額をテーブルにくっつけている。

「な、なあ。カエデ？　大丈夫か……？」

「……大、丈夫ぅ!?　んんっ！　だ、だぜ……。だ、だけど、た、頼む、しみじゅ……。いいい、今の、あ、アタシにぃ……、は、話しかけない、んはぁんっ……で、くれ……」

「ふふ。これで、まずは一人ね」

「クリス、どうして、こんなひどいことを……」

「だって、これは特訓で勝負なのよ？　だったら、こうなるのは仕方のないことよね？」

　狩人かりゆうどと化した第二華か道どう部ぶ部長は、頬ほおに手を当て、オレと聖ひじりに向かって微笑ほほえんできた。

「ねえ、さっきからあたしたち、すごく見られているわね。――『緊張』するわね？」

　と聖に向かって告げた。

　聖はびくん、と身体からだを跳ねさせ、周囲を見回した。

「……本当。見られてる」

「もしかしたら、聖がトイレ行きたいこと、バレてるかもしれないわね？」

「……そ、そんなこと、ない」

　聖の顔が赤く染まっていく。よく熟れたトマトのようだ。といったら言い過ぎか。

　聖ひじりは緊張が高まるとおもらしをしてしまう体質なのだ。

「クリス、オレの妹に手を出したら――」

「しーくん。聖のためなのよ？　これからの、聖のために、仕方なくやってるのよ」

　クリスは形の良い唇くちびるを笑みの形に変えてみせる。

「恥ずかしいわね。聖。みんながあなたを見ているのよ？」

「うう。それは、困る」

　隣の聖が頬ほおを赤らめ、柔らかそうな足を組みかえる。

「だ、大丈夫だぞ。聖。そんなことないからな。見られてるのは全員だ。お前だけが注視されているなんてことはない」

「に、兄さんも、見られてるって思う？　や、やっぱり見られてるのは、確定」

　ダメだ。このままでは聖が耐え切れなくなってしまう。

　クリスめ。悪魔のような女だ。相手への攻撃はありなのかよ。

　このままでは聖が辱はずかしめられた挙あげ句く、負けてしまう！　下手をすれば、限界超過オーバーフローだ。

「クリスだって見られてるだろ」

「そうね。それがどうかしたかしら？」

　クリスは余裕そうだ。他にもいくつか攻めてみたのだが、全く動揺を見せない。

　しかも、その合間合間に聖に攻撃を加えてくる。

「くうう。くそ……。どうしたらいいんだ」

　オレは聖を守らなければいけないのに。

　ああ……。そうだ。

　オレは斜め前に座る黒髪ロングのネクタイ少女に目をやった。

　すまん、かりん。確かお前の発動条件トリガは、怒りだったな……？

　いや、だめだ。――だめだ！

　たとえ聖のためにでも、何も悪くないかりんを陥おとしいれるなんて、オレにはできない。

　こんな局面で、もらしてしまえば、かりんは……！

　だけど、このままだと、聖が……！

　オレは無力感に歯は噛がみする。呼吸が苦しくなってきたような気がする。

「くっ……どうすれば、どうしたら……！」

　オレが頭を抱えていると、かりんが神妙な声で話しかけてきた。

「しー先輩……。わかりますよ。その苦悩。すごく、伝わってきます……」

「かりん……。この悩みを判わかってくれるのか。オレは、どうしたらいいんだろうか」

「思い悩んで生きて、何を為なすべきか、よくよく考えることです」

「だけど、そんな悠長な時間は……っ」

「力をもつ苦悩。自分の決断が人類のゆくえを変えてしまうかもしれない。つらいですね」

　かりんは沈痛な表情で告げる。って、……え？

「え、あの、かりん……？　お前、オレの悩みをなんだと思ってるの？」

「ズバリ！　悪魔の転生体であるしー先輩特有の悩みです。現実の人間たちとの思考パターンの乖かい離りで困っている。認めてくれない人間ども。『このオレが本気になれば一瞬で消し去れる。しかし、それをしてしまっていいものか』という悩みじゃないんですか？」

「!?　失礼すぎないか!?　お、オレはそんなイタイこと考えたりなんかしないぞっ！」

「い、いたい……!?　このわたしを、イタイといいましたか!?」

「あ、いや、別にお前のことじゃ……」

「ふふ。理不尽なことがあったとき、考えると落ち着くんですよ。『この人間どもめ、調子に乗らないでください。この大だい魔ま道どう士しが本気になれば、お前らなど一瞬で消し炭です！』って。するとですね、相手が矮わい小しようで可哀かわい想そうに思えてきて、怒りが収まるっていうか……」

「……かりん。なんて可哀想な子なんだ。涙が、あふれて止まらない……」

「だだ、誰だれが可哀想なんですか!?　しー先輩ひどいです！　魔法で消滅させますよ！」

「あのな、かりん。……奇跡も魔法も、ないんだよ？」

　オレがかりんを諭そうとすると、かりんはわなわなと震えだした。

「あるもんっ！　ある！　ありますよ！」

「この世界がファンタジーだった記録はないんだぞ？　魔法もないし魔族もいなければドラゴンだって存在しない」

「あったもんっ！　それは抹消されたクロニクルですっ！　魔法は今の政府が秘密裏に使っていてっ、それで一般市民には秘密なんですっ！　なんで解らないんですかぁっ！」

　ハァハァと息を荒くしながら叫ぶかりん。恐ろしい勢いで視線が集まっている気がする。

　かりんは腰を浮かしたり、沈めたりを繰り返す。

「ま、待て。すまん。かりん。オレはお前を怒らせようと思った訳じゃないんだ」

「あんな好き放題いったのにですか!?　この悪魔っ！」

　そうこうしているうちにも、クリスが聖ひじりを攻め立てる。

「あらあら。また視線が集まっちゃったわねー。恥ずかしいねー？　ひぃ、じぃ、り」

「うう。あうっ、恥ずかしくない。んっ……緊張してない。大丈夫。にゃぁっ……」

　ぐうううっ！　聖がやばい！　助けなきゃ！　けど、どうしたらいいんだ……!?

　オレには答えが見えなかった。

　聖にもらさせるのは論外だ。

　オレが負ければ聖にも金を払わせることになる。

　かりんやカエデ、クリスにもらさせるのも、ダメだ。

　敵対チームの人間が自発的にトイレに行ってくれるのがベストだ。

「だからっ、存在、んくっ……したんですっ。しー先輩のばかっ！」

　これ以上かりんを怒らせるのは、非常に危険である。限界超過オーバーフローしてしまいそうだ。

　……よし。少し、フォローをしておこう。

「ああ、いいよ。わかったわかった。存在したんだよな。うんうん」

「あ―――！　すっごい適当です！　んくっ……。ば、馬ば鹿かにしてますぅ！　んぅ……！」

「いやいや。わかってるよー？　あるよ。うん。あるある。魔法ある。魔法あるアル」

　マンガとかの中国人っぽくいってみる。かりんはなぜか、更に怒り出していた。

「はうんっ……。奇跡も魔法もあるんだもん！　んっ……、わたしは、まだ使えないけど、くぅっ……大だい魔ま道どう士しの転生体だからぁっ、才能はぁ、すごい、んっ、ですもんっ！　きっともうすぐ、はぁっ、使えるようになるんですっ！　はふ。しぃ先輩めぇっ……！」

　ちくしょう！　なんでそんなに怒ってるんだよ！

　ともかく、かりんもかりんで限界のようだ。

　いや、待て……！　何か変だぞ……？

　下腹部が急激にぞわぞわしだす。まさか、オレもヤバい……？

「ぐ、ぐおおおおおっ!?　な、なんだ、これは……！」

　意識すると恐ろしい勢いで尿意が、尿意がマッハな速度でやってきた。

　もはや痛いくらいだ。なんだこれ。意味が判わからん。ありえない。

　こ、こんなこと、初めてだっ！　何かの病気としか思えない。

　ああっ！　そういえば、さっきクリスはわざわざ一人ひとりに飲み物を配って回った。

　しかも変な味がした。まさか、何か入れたんじゃ……？

「くり、す、お前、まさか、さっきの紅茶に、何か、細工を……」

「する訳ないじゃない。馬鹿じゃないのかしら」

　そう言って、フフ、と口元を邪悪に歪ゆがめるクリス。

「卑ひ怯きよう、だぞ……」

「さて、何が卑怯なのか判らないわねー。それにしても、すごい苦しみようね？　しー君。何か変なものでも飲んだのかしら？　あはっ」

「くそう……」

　脂汗が滲にじむ。テーブルについた五人中三人が、恐ろしい勢いで足をもじもじさせている。

　カエデは死体のように動かないし。はたから見たら、異様な雰囲気だろう。

　もしそんなテーブルがあったら、オレは近づきたくないな。

　などと思考を巡らせて誤ご魔ま化かそうとしてみた。だが、まったく誤魔化せない。

　痛い。やばい。漏れそう。だけどダメだ。ここでオレがトイレへ行ったら聖ひじりが負ける。

「んが……」

　辛いけど、辛くても、耐えなきゃいけない。頭の中で聖の顔を思い浮かべる。

　お兄ちゃん、お前のために、頑張るからなっ！

　大丈夫。少年漫画系主人公は、大事な人のために、友情のために、力を発揮してきた。

　発揮したら決して負けることはない。

　愛、友情、それはつまり逆転の一手。

　耐えろ。耐えるんだオレ。そして力を貸してくれ聖ひじり。

　横目で聖を見るが、聖も苦痛に顔を歪ゆがめている。

「ん、もう、まずい。兄さん」

「だいじょうぶ、か。聖……。きっと、かりんが、もうすぐ、トイレに、行くはずだ……」

「はっ、馬ッ鹿じゃ、ないですか。んぅっ。このかりん様が、ここ、こんなところでぇっ、地に伏すわけが、はうっ、ない、じゃ、ないですかっ。んはんっ」

　その中で、クリスだけがにまにまと笑っている。

　更に鞄かばんの中からデジカメを取り出して、カシャリカシャリと撮影しだす。

「あ、これは資料だから。肌の反応とかね、そういうのを記録して、普段との比較に使ったりするだけよ。間違っても変な意味じゃないわよ」

　あいつ……！

　いや、クリスのことは後だ。早く。早く勝負を終わらせなければ――。

「かりん、こんな、ところでっ……、醜態を、晒さらすことはない……っ。はやく、いけ……」

「う、うるさ、い、はうっ、です……！　この、小二病っ！」

　そして――、

　我慢の限界が一番早く訪れたのは、かりんだった。

「も、もうだめですーっ！　ああ、んっ……も、漏れちゃう、漏れちゃうーっ！」

　立ち上がって席から抜け出そうとして、クリスに邪魔されていた。

　まさか、この壁に囲まれたかりんの席配置はそのためだったのか……？

　クリス、てめえ、なんてことを……！

　こんな、公衆の面前で、アレをしてしまったら、かりんは……！

　しかし、おなかの痛みでうまく声が出ない。

「お願い、しますっ、クリス部長、いかせて、いかせてくださーいっ！」

「フフ。まだダメよ。かりんがいったら負けちゃうじゃない」

「許して……！　許してぇっ！　もう、だめなんですっ！　いきたいんですーっ！　ごめんなさいっ、謝あやまるから、許してくださーいっ！」

　片足をあげてかりんの進行方向を塞ふさぐクリス。

　かりんは上半身を倒し、障害物を乗り越えようとクリスの太ももをよじ登る。

「んふぁっ、ぐうっ、この神を越えれば、そこは、はるか夢見し理想郷エルドラドっ……！　わたしは、神を、越えるっっ！　神越え、神越えーっ！　バベルよっ、わたしに力を貸してくださいーっ」

　神を越えようとして、神に破壊された塔の名前を叫ぶ。かりんはただひたすらに、少しずつ少しずつ前進する。

　とそこでオレの膝ひざの上にも柔らかな感かん触しよくが。

「兄さん……、私も、もう、だめ」

　こちらは聖ひじりが腰を浮かしてオレの上を通りすぎようとしていた。

　オレの膝の上に聖がそのまま座るかのような体勢だ。

　狭い隙すき間まだからなかなか上手く行かない。テーブルとオレの足に挟まれた聖が「あうっ」と艶なまめかしい声をあげる。

　ついでにいえば、聖の柔らかなお尻しりがオレのとある部分を刺激する。

　別に股こ間かんではない。下腹部だ。おなかのちょっと下辺り。

　片手チョップでトントンと圧迫すると、恐ろしく尿意が高まる部分なのだ。

　下腹部トントン――それを連続で行われている感じだった。即すなわち危険だった。

「んぐ、があっ」

　とオレの叫び。オレたちのテーブルは阿あ鼻び叫きよう喚かんである。

　一人平静なクリスがため息をついてから告げた。

「仕方ないわね。今回は引き分けにしましょうか」

　告げた途端、カエデが跳ね起きた。

「ひ、引き分けか!?　なら、仕方ないぜ！　だりゃああっ！」

　今まで死体のように動かなかったのに、恐ろしい勢いでトイレへと跳んだ。

　ここの女子トイレは一つ。そして、男女共用が一つに、男性用が一つ。

　つまりこいつらが使えるトイレは二つしかない。確実に一人、間に合わない。

　一個はカエデが使うとして、残るは、一つ！

　次に飛び出したのは聖だった。

「兄さん。ごめん。行って来る」

「まま、待ってくださいっ！　わたしが先に入ります！」

　かりんはクリスの邪魔により、一瞬遅れてスタートした。

　二人はトイレに向かって疾しつ駆くする。

「邪魔ですっ！　聖、先輩、どいてぇ、くださいっ！」

　かりんが聖の肩を掴つかみ、追い抜く。

「嫌。かりん、が、遠慮して」

　聖がかりんを抜き返そうとする。

　しかし、かりんは両腕を真まっ直すぐ広げて走路妨害を開始した。

「はぁっ！　させませんっ！」

　そのままかりんがトイレの中へと入る。ここのトイレは一人用だ。中に入ってしまえば、もはやかりんの勝ちだろう。

「はふーっ」

　かりんの勝利を確信したような、安あん堵どの息が響ひびく。

　次の瞬間、オレは目を見張った。

　聖ひじりがトイレの中に入ったかりんに手を伸ばし、肩を掴つかむ。

「……勝つのは、私」

「なぁっ!?　聖先輩、それはズルいですっ！」

　そのまま引っ張り出して、ポイ。

　体格差が勝負を決めた。聖も大きいほうではないのだが、かりんは通常よりもかなり背も低ければ肉もない。

　ドアが閉められ、ついでに鍵かぎも閉められる。

　かりんが、ごんごん！　とドアを両手で交互に殴りだす。

「開けてっ！　開けてくださーいっ！　聖先輩！　聖先輩―っ！　カエデ先輩―っ！」

　しかし、中から返事はないようだ。

「うう、お願いしますっ！　お願いしますーっ！　そ、そうだ。二人で一緒にしましょう！　そうすれば解決ですっ！　大丈夫っ！　わたしが立ってします！　座るのは聖先輩に譲ります！　だから、だからーっ！」

　ごんごんがごん。

　オレは腹を押さえながら、男子トイレのほうへと入る。

　よかった。こっちは空すいてる。小便器と大便器がある、普通の公衆トイレの構造だ。

「はぁ～」

　トイレの中で至福の吐息をはいていると、扉が開かれた。

「も、もはや、こっちでいいですっ！」

　首を回して振り向くと、そこにいたのはかりんだった。

「ちょ、おま、お前、何入ってきてんだよ!?」

「緊急事態エマージェンシーですっ！」

　トイレ中というのは、睡眠中以外で一番無防備な体勢だ、とは誰だれの言葉だっただろうか。襲うならトイレが一番いいとか、書いてあった気がする。喧けん嘩かとか暗殺の話だ。

　その言葉が事実だとオレは実感していた。

　だって動けない。アレが止まらない。

　かりんが駆け込んでくる。……何か、すごい恥ずかしい。

　見られてはいけないところを見られている気分だ。ていうか実際そうだ。

「いやーっ！　見ないで、かりんーっ！　えっちーっ！」

「うるさいですっ！　しー先輩の恥ずかしい姿なんかに興味なんか、ありませんっ！」

　そしてかりんは扉に手をかける。

　ガッ、と何かが引っかかるような無む慈じ悲ひな音が響ひびく。

「ぎゃーっ！　こっちも鍵かぎがかかってますっ！　う、うわあああんっ！」

「もう、仕方ねえなあっ！」

　オレは放水を終え、ブツをしまうと、かりんの手を引いた。

「ぎにゃあああっ！　洗って！　手を洗ってくださーいっ！」

　どうせ聖ひじりたちのトイレももう終わってるだろうという計算だ。男子トイレのほうを待つよりは断然に良いはずである。

　そしてオレは涙目かりんを女子トイレに放り込み、事なきを得た。

　かなり騒いだためか、ファミレス内の視線が更に強く突き刺さるようになった。聖が大変なことになったため、オレたちはすぐに帰宅した。

　ちなみに先ほどの勝負だが、判定は引き分けらしい。五人で割り勘をする事になった。

　かりんは自らの財布をパカパカ開けながら、肩を落としていた。

「うう。お財布が、お財布がー。悲しみに包まれています……」

　やれやれ、とため息をつく。思い出すような「フフ」という笑いがクリスから漏れた。

「楽しそうだな。クリス。そんなに楽しかったのか？」

　オレが尋ねるとクリスは、少し視線を下に向ける。

「そうね。楽しかったわ。楽しくて……うん。辛かった」

「つ、辛いって、どういうことだよ？」

「ううん。楽しかったわ。こんな風にわいわい食事するのは、生まれて初めてだったから」

　夜の湿し気けった空気に消え入るような声で、クリスはそう告げた。



　オレと聖はそのまま家に帰った。疲れもあり、オレはすぐに自室へ向かった。

「それにしても、騒がしかったな……。聖も、楽しそうで、本当に良かった……」

　自室のベッドに転がっていると、自然と笑みが溢あふれた。

「疲れたし、風ふ呂ろ入って早めに寝るか」

　一人つぶやき、着替えを持って風呂場へと向かう。

　浴室はなぜか電気がついていた。

「電気つけっぱなしじゃねーか。ま、いいや。お湯、沸いてるかな」

　扉に手をかけて、

「……ちょ、ちょっと兄さん。ま、待って……」

　浴室の中から、抑揚のない、でも、慌ての混じった声がした。

「えっ……！」

　しかし、すでに遅い。なぜならオレは扉を開け放っていたからだ。

　浴槽に入ったままの聖ひじりが、珍しく目を丸くしている。

　次第に頬ほおがかあっと赤く染まっていく。

　い、意外と服を着てる時よりも胸が――！　って違う！

「わ、わるいっ！」

「……あ、あわ。ど、どうして、兄さんが……。だ、だめって、いったのに……最低……」

「ち、違うよ聖！　べ、別にお兄ちゃんは見たくてみたわけじゃないから！」

　オレが叫ぶようにいうと、聖は今度はがくりと肩を落とした。

「わ、私になんて興味、ないんだ……」

　オレのせいで、自信をなくしてしまった!?　これは、ほ、褒ほめるしか！

「い、いや、聖……。その、あれだ。胸、いい形、だな……？」

　すると、聖は浴槽の陰かげに身体からだを隠した。

　顔と手と、小さな肩だけが覗のぞいてる。肩や手すらも真っ赤になっていた。

「……さ、最低……」

「ええ!?　じゃあ、なんて言えばいいんだっ!?」

「……い、いいから、とにかく、し、しめ、閉めて……」

「閉めればいいんだな!?」

　言葉が終わるよりも早く、扉を閉める。そして、浴室の前で額を拭ぬぐう。

　ふう……。悪いことをしちまった……。

　とかオレが思っていると、浴室の中から、ずるべたんっ！　と、不穏な音がした。

　続いて「ふにゃっ……！」という声が聞こえてくる。

「ひ、聖ー？　おーい？」

　尋ねるも、しんと静まりかえり返事がない。

「おーい」

　だんだんと胸に不安が満ちてくる。まさか、何かあったんじゃあ……。

「お、おい。聖、開けるぞ……？」

　扉を開くと、聖がタイル張りの床の上でぐったりしていた。

「聖ッ！」

　オレは迷うことなく浴室に飛び込み、聖を抱え上げる。

「ん、んん……」

「大丈夫か!?」

　浴槽から出ようとして転んだのだろう。オレのせいで、慌てたのかもしれない。

　それに、聖はファミレスでずっと緊張していたから、その疲れが出た可能性もある。

　オレは脱衣所で、聖のキレイな身体をタオルでくるむ。

「……どこか打ったのか？　とりあえず、部屋まで運ぶぞ」

　背中に乗せる。すると、聖ひじりがぼうっとした声でつぶやいた。

「兄さん。……迷惑かけて、ごめん」

「いいさ。気にするなよ。それにな、たまには迷惑かけられるのも嬉うれしいもんだよ」

「……うう」と、聖がうめく。

「ああ。お前いつも、何も顔に出さないしな。少し、心配になる」

「…………そう、なの？」

「そーだよ」

「…………そう、なんだ……。でも、兄さん。昔から私が泣くと、すごい心配そうにしてて、取り乱してて、だから、私は、気付かれないように……」

　背中で聖が何かをつぶやいたが、ぼうっとした声のせいか、聞き取れない。

「聖？　いま、なんて？」

「……ううん。なんでもない」

「そっか。顔色変えないし、いつも一人だし、心配してたんだよ。でも最近楽しそうだな」

「……うん。今は。みんながいて、楽しい」

「そうか。それはよかった。部屋、ついたぞ」

　聖が喜んでいるなら、オレも嬉しいよ。

　やさしくベッドの上に聖を下ろす。

　その瞬間目に入った聖の顔は、少し緩んでいた。

「え……？　聖、おまえ……、いま、笑ったか？」

　その笑顔がみれて、嬉しかった。

　オレは本当に嬉しかったのだ。

　胸が何か温かいものでいっぱいで、詰まりそうな気すらした。

「……別に、笑ってない」

　聖は拗すねたようにそう答えたが、その顔は間違いなく微笑ほほえんでいた。

　誰だれよりも可か憐れんな表情で。

「そっか」

「……兄さんこそ、嬉しそう」

　確かにあの部活はおかしな部活だ。

　変な奴やつらしかいない。

　リスクだってあるし、入らないほうが安全だ。

　だけど、それでも、聖のこの笑顔が手に入るのなら、

　聖が少しでも楽しいと思えるのなら、そんなもんは、安いものだ。

　オレは、そう思った。










　◆第五話『聖ひじりの危機！　彼女にヒミツを漏らさせろ！』



　特訓の翌々日、校舎へと向かう途中のことだ。クリスが車から降りるのが見えた。

　何人もの生徒たちがクリスへ向かって駆け寄っていく。

　しかしクリスはオレに視線を送りながら、生徒たちに声をかけた。

「ちょっと通していただけるかしら」

「えー。そんなー。せっかくクリス様とお会いできたのに」

「そうですよ。せめて教室まで……」

　残念そうな顔をする生徒たちに、クリスは冷えた声で呟つぶやいた。

「……何か、文句でもあるのかしら？」

「な、ないです！」「あろうはずがございません！」

　慌てる一般生徒たちにそれ以上視線も送らない。そのままオレの近くへと歩いてくる。

「おはよう。しーくん。一昨日は楽しかったわね。……聖、何かいってたかしら？」

「いや、聖も満足そうだったよ。でもお前、いいのか？」

「何がかしら？」

「さっきの子たち、すごい残念そうだったけど――」

　クリスはどうでもよさそうな口調で告げる。

「別にいいのよ。あの子たちは、きっとあたしじゃなくても、いいだろうし」

「へ？」

「それに、あたしあの子たちの弱点とか、知らないもの」

　クリスが冗談交じりに告げてくる。

「じゃ、弱点……？」

「ええ。それさえ知っておけば、一緒にいるのに、安心じゃない？　きっと決して裏切られないわよ」

　オレはクリスが何を言いたいのかわからず眉まゆをひそめる。

　するとクリスは「冗談よ」と笑った。



　　　　　　●▲



　一昨日の笑顔からもわかるように、最近の聖は幸せそうでオレも非常に嬉うれしい。

　今日は月曜日だが、部活は休みだ。クリスがファミレスからの帰り道で、『休日に頑張ったから、月曜日はお休みにしましょう』と言ったためだ。

　だから、オレは部室まで来た。

　いつも聖ひじりを楽しませてくれる、第二華か道どう部ぶ。その部室を掃除するために。

「……あれ？　今日は誰だれもいないはずなのに、電気がついてるな」

　不思議に思いつつも、オレは扉を開く――すると、

　部室内にはクリスの嬌きよう声せいじみた声が響ひびいていた。

「にゃっはーんっ！」

「ああ……？　なんだこの声……」

「かわいいよぉ！　かわいいよぉかりんーっ、聖―っ！」

　クリスは、クリスが持ち込んだという広めのソファでごろごろしていた。スカートがめくれあがり、白い太ももが見え隠れしている。

　周囲には何か紙のようなものが散らばっている。

　両手に紙を持って、ごろんごろん転がりながら叫びをあげるクリス。

　美しい金色の髪が動きにあわせて跳ね上がる。

「ああっ、素敵素敵素敵ィッ！　なんであなたたちの羞しゆう恥ちの表情は、そんなに魅力的なのよーっ！　ああっ！　意味わかんない。意味わかんないわーっ！」

　オレにはお前のほうが意味わからん。

















　そうする間にもガシャーコガシャーコと、プリンターから紙が出てくる。

　クリスは手に持っていた紙を放り投げ、プリンターから出た新しい紙を手に取る。

「んーちゅ、ちゅっ！　かりんたんちゅっちゅー！　カエデたんもちゅーっ！」

　紙に口づけをするクリス。クリスの放り捨てた紙が、ひらりとこちらへと舞ってきた。

　拾い上げる。それは、少女たちの恥ずかしい姿だった。

　愛する我が妹と、かりん、そしてカエデの我慢している画像をプリントしたものだった。

「ああっ、ごめんね。聖ひじりたん。聖たんもかあいいよぉーっ。照れてるの？　お顔、真っ赤っかだよ？　それとも恥ずかしいのかにゃーん？」

「……何してんだ、お前」

　オレの呟つぶやきが、思ったよりも大きく部室に広がった。

「え……？」

　静寂。ソファに仰あお向むけのクリスの動きが止まる。顔だけをこちらへ向けてくる。

　金髪が重力に従い、ぱささとソファに落ちる。

「………………」

「………………」

「………………………………………………」

「………………………………………………」

　そして大きく息を吸うクリス。

「きゃああああっ！　ななっ、何見てんのよっ！　この変態！　エロ！　バカッ！　すけべっ！　覗のぞき魔デバガメ盗撮魔―！」

　クリスは上半身を起こし、バッと両腕で自分の身体からだを抱だきしめる。

「変態はてめえだクリスっ！　おまえっ！　オレの妹でナニしてやがるっ！　その言葉全部おまえに返すわっ！」

「な、何よシスコン！　あなたの妹が、聖が、可愛かわいすぎるのがいけないのよっ！」

「ああ。そこは同意してやる。聖は可愛い。超可愛い。銀河一だ。だがなっ！　だからといって、そういうことをしていいっていう理由にはならねえよ！」

「うるさいわねっ！　細かいことグチグチ言わないでくれる!?　わたしは女の子の恥ずかしがる姿が、特におもらし姿が大好きなのよっ！」

　一切の迷いもなく、クリスが断言した。

「この変態め！　はっ……まさか、おまえ、この部活を作った理由って……」

　ごくり、とオレは唾つばを飲み込む。

　クリスはソファから降りて悠然と立ち上がる。両腕を腰に当て偉そうなポーズをとった。

　青く澄んだ瞳ひとみがオレを射抜く。

「ふっ。恐らくあなたの想像の通りよ」

　堂々と言い放つその姿に、オレは戦せん慄りつする。

「な、なんて奴やつだ……」

「まぁいいわ。別にあなたに知られたところで痛くも痒かゆくもない」

「聖ひじりとかりん、そしてカエデにばらしてやる！」

「あら。小者チックな台詞せりふね。自分の力でなんとかしてやる！　とかいえないのかしら？」

「……てめえ。こんなことしてて、恥ずかしくないのかよ」

　クリスは目を瞑つぶり、あくまでも優雅に言い放つ。

「恥ずかしくないわ。あたしはむしろ、恥ずかしがっている姿を見る側の人間なの。女の子の恥ずかしい姿を見たいがゆえに、この部を作ったのよ」

　オレの腹の奥が熱くなっていく。

　まさか妹がこんな変態の慰みモノにされていただなんて。

「ってことは、やっぱり、おまえはおもらしとかする訳じゃないんだな……？」

「当たり前よ。あたしを誰だれだと思っているの。このあたしは、流りゆう泉せん寺じクリスよ！」

「なんだよその自信は！」

「まぁ、聖にでもかりんにでもいってごらんなさい？」

「こ、後悔するなよ！」

「……ヤラレ役の台詞ね」

「うるさい！　後悔させてやるからな！」

「あー、いいからさっさと出て行きなさい。あたしは忙しいの」

　オレは部室から強制的に追い出されてしまった。

　ふと、窓から外を見ると、駐輪場にかりんがいるのが見えた。



　急いで駐輪場に向かうと、かりんはしゃがみ込んで自転車に鍵かぎをかけていた。

「ふう。魔力プロテクト完了ですっ」

「よう。かりん」

　後ろから声をかけると、黒髪の少女がびくんと跳ねる。

「ああ、しー先輩じゃないですか。部活は休みなのに、まだ帰ってないんですか。あ、もしやまたわたしの漆黒の雷槍シユバルツ・ジヤベリンに乗りたいんです？　ダメですよー。わたしがＯＫしないと、古竜エンシェント・ドラゴンちゃんは他人に懐きませんのでっ。で、でも、どーしてもっていうなら……」

「お前の中ちゆう二に病びようは相変わらずだなぁ……」

「ああーっ！　また中二病って言いましたね！　撤回して下さい！」

　このやり取りはもはや最近の定番と化している。

　かりんがこちらを見て、ニヤリと口元を歪ゆがめた。

　そして手のひらでひさしを作り、わざとらしく「ああっ」とよろけてみせた。

「うう、眼がん前ぜん暗あん黒こく感かんです……」

　そういってチラ、とこちらを見てくるかりん。

　……なんなんだよ。一体。

「……大丈夫か？　にしても、また中ちゆう二に病びようっぽいワードだな」

　するとかりんは、ぎゅいんっと勢いよく胸を張った。

「フフ、フフフ、フフフ、ハハ、ハーッハッハッハ！」

「な、なんだよ。その高笑いは。暑さでおかしくなったか？」

「それはこちらの台詞せりふですっ、しー先輩？　それにしてもしー先輩は物を知らないですねっ。フフ。笑いがこみ上げてきますっ。あー、やだやだ。こんなのが学校の先輩で人生の先輩なんですねえ、わたしったら、可哀かわい想そうです」

「一体何なんだよ……」

「すぐに中二病とかいって、間違ってたら恥ずかしいとか思わないんですか？　ムフフ」

　かりんがオレをバカにするようにニマニマ笑ってくる。

「だーっ！　もう、さっさと要点をいえっ！」

「では、先輩。お手に携帯を」

　ちょっと意味が判わからないが、かりんに従って携帯を手に取る。

「検索エンジンで検索をかけてくださいっ。ＵＲＬがないのなら、こちらから送りますが」

「……何を検索しろってんだよ」

「眼前暗黒感。眼めの、前の、暗黒な感じで検索をっ」

　ポチポチポチ、と検索開始。

「……なんだと……!?　ある……だと!?」

「そうですっ！　眼前暗黒感は眩暈めまいや立ちくらみといった意味です！　実際にある言葉なんですよ？　あはっ！　無知をさらけ出しましたね！」

「ぐぐ。なんだ。なんか悔しいぞ」

「フフ。ばーか」

「……」

「ばぁーか。おばかな、しー先輩♪」

「くう……」

「おー。よちよち。かわいいでちゅねえ。お姉ちゃんがイロイロ教えてあげましょうか？　こ・と・ばっ」

　かりんが爪つま先さき立ちして、オレの頭をなでようとした。

「んーっ、んーっ。こら、しゃがみなさいっ」

　オレがスルーしてると、わざわざチャリを持ってきて上に乗って、頭をなでてきた。

「フフっ。大人しいしー先輩は好きですよっ。いつもは生意気ですがっ」

　そしてかりんは「ちょっと待っててくださいっ」とわざわざチャリンコを戻しに行った。

「で、何の用なんです？」

「ああ、ちょっと部活について話があるんだ」

「ふむ。なるほどです。じゃあ、教室に忘れ物をしてしまったので、歩きながら話しましょうか。付き合ってくれますよね？」

「了解だ」



「……という訳でさ、聖ひじりとかりんは、クリスに騙だまされてるんだよ」

「うーん……。にわかには信じがたいですね。どちらかと言えば、しー先輩のほうが勘違いしているようにわたしには思えます」

「でも、オレは見たんだよ。クリスがお前らの写真を持って、ちょっと口じゃ言えないようなことをしているところを」

「うーん……。見間違いじゃないですか？　いえ、しー先輩も信じてますよ。でも、クリス先輩も、信じてるんです」

「で、でもっ、かりんの写真でも、なんか色々やってたんだぞ？」

「……んむー。それは、治療のために調べてくれてたんじゃないですか？　クリス部長がそんな変なことするわけないと思いますしっ」

「だけどさ……」

「おっと、わたしの教室はここですっ」

　どうやら信じてはもらえなかったらしい。

「よし。プリント回収完了ですっ。では、帰りましょうか」

　その日は途中まで、かりんと一緒に家へと帰った。



　家についてから、聖の部屋へと向かった。ここに入るのも久しぶりだ。

「聖、今いいか？」

　扉越しに声をかけると、「少し待って」との言葉のあと、ドアが開いた。

「……兄さん。どうかした？」

　聖が可愛かわいらしく首をかしげる。

「今日さ、部室に行ったんだ」

「あれ。今日、休みじゃなかった？」

「……ちょっと用があったんだよ。んで、そうしたらクリスがいた」

「あ、兄さん。部長と二人きり？　……仲良くなった？」

　その声はとても柔らかく聞こえた。まるでオレがクリスと仲良くなるのを心から喜んでいるみたいに。

　クリスは最低の変態だ。そう言い出しにくい。

「あの、さ。……あの部活をどう思ってる？」

「……どうして？」

「いや、結構さ、真面目まじめに答えて欲しいんだ。いきなり変な質問をして申し訳ないけど」

　聖ひじりは少し押し黙った後、口を開く。それはいつもよりも流りゆう暢ちように語られた。

「とても、楽しい。そう。兄さんにも聞いて欲しいことがある」

「ああ」

「私は、ずっと一人きりだった。こんな、おもらししてしまう人間なんて、最低だと思ってた。兄さんのおねしょが治ったように見えたときも、寂しかった。怖くなった」

「……そうか」

　そういえばオレのおねしょが治った時期と、聖がよそよそしくなり始めた時は合致する。

「私はたぶん、自分と同じような人じゃないと心許せないんだと、思う」

「そう、なのか」

「だから、今は嬉うれしい。部長も、カエデも、かりんも、兄さんもいる。みんなで一緒に治したい。とても、とても、とても楽しい」

　聖はこのままで満足らしい。たとえクリスがただの変態だとしても、その欺ぎ瞞まんを貫き通せば、聖はきっと幸せなままなのだろう。

　だけど、クリスはおもらしをしない変態だと知ったら？

　オレが何かをする事で聖の幸せは壊れてしまう。

　だとしたら、動かないほうがいいのか？

　クリスが聖の写真で何をしてても、聖がそれを知らないなら、問題はないんじゃないか？

　クリスが聖を辱はずかしめると、オレの心は穏やかではいられないが、それはオレの問題だ。

　聖の幸せを真に願うのならば、黙っていたほうがいいんじゃないだろうか。

「そうか……。ああ、そうだな。聖が嬉しいなら、オレも嬉しいよ」

「うん……ありがと。兄さん」

「何か食べたい物とか、あるか？」

「…………プリン」

「んじゃ、買って来る」

　そしてオレは部屋を出る。――最後に聖がぽつりと呟つぶやいた言葉は聞こえなかった。

「兄さん。様子が少しおかしかった……」



　それから三日ほど過ぎた。だが、未いまだにオレは迷っていた。

　部室ですら頭を抱えていた。真実を明らかにして妹の幸せを奪うのか、それともクリスの欺瞞は見ないふりをして妹の幸せを守るのか。

　三人の美少女はすぐ近くで話している。

「聖ひじり、かりん。今度、実際におもらししているところ見せなさい。治療の一環よ」

「嫌」

「いくらクリス部長でも、それは恥ずかしいですっ！」

　クリスが手をわきわきさせながら近寄っていく。

「ふっふー。嫌よ嫌よも好きのうちよ？」

「……部長、どこの悪代官」

「ホント、クリス部長は冗談ばっかりです」

　オレは椅い子すに座ったまま、そのやり取りを見ていた。

「って、あれー。しー先輩。止めないんですかっ？　クリス部長のセクハラジョークが出ると、止め役に入ってたのに」

「兄さん、もしかして、元気ない？」

「ほっときなさいよ。どうせ漏らしそうで我慢してるんでしょ」

　オレは答えも出せず一人悩み続けていた。

　オレは考える時間はいくらでもあると、信じていた。



　更に翌日。部室に行くとクリスしかいなかった。

　クリスはオレをみて、眉まゆ根ねに不快そうなシワを刻んだ。

「しー君。あなたまだ、聖に伝えていないのね。自分が信じてもらえないって理解したの？」

「……違うさ。いや、信じてもらえないなんて思ってない。だけど、ここは聖にとって居心地がいい場所らしいんだ。だから、壊したくない」

　クリスはふうと息を吐いた。

「しー君。あなた、あたしのこと嫌いでしょう？　妹と関わらせたくないんでしょう？　それなのに我慢してるの？　……バカよね」

「……うるさいな」

　オレはつぶやいたあと、大きく息を吐く。

　胃が無数の針で突きさされるほどに、むかむかする。

　けど、オレは、クリスに向かって頭を下げた。

「クリス。オレはお前のことが嫌いだ。だけど、ひとつ、頼みがある」

「……何よ。あたしと付き合いたいってのはなしでお願いね」

「勘違いすんなよな。あいつの、聖のためだ。お前が、本当はおもらしをしないってことを、決してバレないようにして欲しい」

「……騙だますなら完かん璧ぺきに。ってことね。承知してるわよ」

「ああ。あいつを裏切らないでやってくれ」

「……いいわ。元よりそのつもりよ」

「頼む」

「あたしはね、美少女の、聖ひじりやかりんの恥ずかしい姿を見るのが生いき甲が斐いなの。特におしっことか！　だからっ！　そのためなら、それくらい構わないわ。まぁ、さすがに実際におもらしなんかしたくないけどね」

　クリスがわりと最低なことを言いつつ、良いい笑顔で笑った。

　だけど、

　オレもクリスも迂う闊かつだったんだ。

　こんな場所で、こんな会話をするだなんて。

　迂闊に過ぎた。

　入り口のほうから、ドサッと音がした。

　嫌な予感。

　振り向きたくない。

　他の生徒でありますように。

　だけどこの部室に一般生徒が立ち寄らない事はよく知っている。

　オレはゆっくりと振り返る。

　そこには、聖が、無表情に立っていた。

　信じられないという顔でもなく、悲しいという顔でもなく、辛くも苦しくも困っても泣いても笑ってもいない。全くの無表情。いつもの表情、といえば、そうなのかもしれない。だけど決定的に違う。オレには判わかる。判ってしまう。

「ひ、聖。こんにちは。あなた、今の話聞いてた？　大した事は、話してないんだけどね」

　クリスが落ち着いた風を装った声を出す。

　本当は慌てているのがオレにも判るくらいだから、きっと聖にもバレバレだろう。

「部長……。そう、だったんだ。騙だましてたんだ」

「……聞いていたのね。聖」

「聞いてない。知りたくない」

「話を聞いて、聖。今の話は冗談よ。冗談なの」

「嘘うそ」

「嘘じゃないわ」

　そして、聖はクリスから視線を外す。次に見たのはオレのほうだった。

「聖。頼む。話を聞いてくれ。今の話はお前のために――」

「兄さんも、知ってたんだ。部長が、おもらししないって。私を騙そうとしたんだ」

「聖……」

「最低」

　聖ひじりはぽつりと呟つぶやき、足元に落としていた鞄かばんを拾い、外へ向かって駆け出した。

「待て。待ってくれ聖っ！」

　オレはすぐに追いかけた。

　聖の小さな肩が近くなってくる。

　手を伸ばして、掴つかむ。

「聖っ！」

「離して。兄さんのバカ。もう、兄さんなんか、知らない」

「違うんだ。聖。だってあそこは、お前の大事にしていた場所だから、オレは、壊したくなくって……！」

「そんなの、知らない」

「聖っ……」

「……離して！」

　聖はもう一度言って、オレの手を振り払った。

　オレには説得する言葉なんてなくて、去っていく聖をそのまま見送るしかなかった。



　部室に戻ると、クリスは手で顔を押さえ、力なくソファにもたれかかっていた。

「……クリス」

「ああ。失敗だったわ。部室であんな話をするなんて。でも、外でしー君と会う機会なんてないし、必然かな」

「ダメだった」

「見れば判わかるわよ。だけど、あなた的には万々歳なんじゃないの？　変な部活から抜け出させる事ができたのよ」

「確かに抜けた事は、そうかもしれない。でもオレは聖の幸せが一番嬉うれしい。だから、大失敗だよ」

「あなた、救いようがないほどにシスコンね。……あたしにも、それくらい思ってくれる相手がいれば、こんな性癖にならなかったのかなぁ」

　後ろのほうを、ぼそりとクリスが悔しげに呟いた。聞こえないように呟いたのかもしれないが、聞こえてしまった。

「は？」

「ううん。失言だったわ。忘れなさい」

「まあ、興味なんかねえよ」

「でしょうね。まぁ、聖はもう戻ってこないわよね。ちょっと残念。だけどまあ、もう悔やんでも遅いわね」

　クリスはさほど気にしていないような台詞せりふを吐く。何とも気に入らない言葉だ。

「お前、自分の欲望に利用して、だめになったらすぐポイなのかよ。ふざけやがって」

「……何を怒ってるのよ。だってそうでしょう。今更どんな努力をしたらいいっていうの？　手に入らないモノは諦あきらめるしかないじゃない。それ以外のどんな道があるというの？　頑張っても無駄なら頑張らない。諦めて別の道を探す。あたしはそうやって生きてきたわ」

　そう言ったクリスは、今まで見てきたどの顔よりも、寂しそうな表情だった。

「どうしたらそこまで歪ゆがむんだよ。理解できない」

「お願いしたって、お父様もお母様も、家へは帰ってこなかったわ。誕生日も、お手伝いさんしかいない。授業参観や体育祭は一人きり。ご飯はいつも一人で食べる。そんな子供時代だったわ。どう？　これで少しは満足？　くだらない好奇心は満ち足りた？」

　クリスがオレを睨にらみつける。クリスもだいぶ気が立っているらしい。言わなくてもいいことまでペラペラ喋しやべる。

「で、聖ひじりはきっと部活に戻ってこないけど、あなたも部活を抜けるわよね？」

「…………」

　オレが何もいえずにいると、「こんにちはーっ」とかりんがやってきた。

「しー先輩っ！　久しぶりにバトルごっこしませんかっ。新しい技考えたんですよーっ。これがもー、チョーかっこよくってですねーっ！　って、ありゃ、なんか変な空気ですね」

「別に変じゃないぞ」「別に変じゃないわよ」

　言葉がかぶって、クリスがオレを睨みつけてきた。

　そんなオレたちに気付く様子もなくかりんは続ける。

「あれっ。今日は聖先輩いないんですねっ。珍しい。それなのにしー先輩がいるとか不思議ですねっ。明日は雨が降ふりますねっ。傘もってこないとですっ」

　その日の部室では、かりん一人だけが騒いでいた。



　家に帰ると、聖は部屋に閉じこもっていた。

　コンコンとノックをする。返事がない。扉を開けようとすると、ようやく返事があった。

「兄さん。入ってこないで」

　オレは部屋の中へは入らず、ドアの前から話しかける。

「聖。今日は悪かった。大丈夫か？」

「兄さんは、私を騙だましていた？」

「そういうつもりじゃあ……」

「だったら、どういうつもり」

「オレはお前が心配で――」

「私は兄さんが信用できない」

「でもオレは――」

「いい。黙って」

「聞けよ！　聖ひじりっ！　オレは、お前のためにならないことなんて、するつもりはないっ！　今までも、そして、これからも！」

「……じゃあ、どうして？　隠し事をしていたの？」

「そ、それは……。聖のためだと、思った、から」

「クリス部長が仲間じゃないって、兄さんは知ってた。なのに、黙ってた。……ひどいよ」

「で、でも」

「兄さんは、私が、あそこを大切にしている事、知ってた？」

「そりゃあ、勿もち論ろん……」

「でもそれは、私の願望だった。望みを映す鏡像で、実在しない虚像だった」

「…………」

「それに、最近兄さんは、かりんとかカエデのことばかり、気にしてた。私のことなんて」

「待て。オレはいつもお前を一番に――ッ！」

「いい。私は、つらい。胸が、痛い。こんな気持ちは、もう嫌」

「聞けってば！」

「もう、話なんて聞きたくない。話しかけないで」

「聖ッ！」

「信じたから、こんなに痛い。兄さんなんて、もう信じない」

「聖ィッ！」

「別に兄さんに、迷惑はかけない。だから、兄さんは私を気にかけなくていい。私も、気にかけない」

「おい、何いってんだよ！」

「放っておいて」

　その言葉を最後に、聖はまったく返事をしない。オレの言葉は聖に届かなくなったのだ。



　どうしたらいいのか悩んでも、答えはなかなかでなかった。

　使えるモノはなんだ。考えろ。一体聖のために何が出来る？

　聖は今なぜ怒っている？

　一つはもちろんオレが騙だましたこと。

　もう一つ、恐らくこちらが大きい。信じていた部長がおもらしをしなかったという事実。

　このことにより聖は大きな心の傷を負ったのだ。

　信じていたら信じていた分だけ傷は深く痛く大きくなる。

　かりんとその親友の狭さ山やまさんのことを思い出す。彼女もかりんを好きだっただけに傷が大きくなった。そしてかりんは事実を告白したのだが、最初は上手くいかなかった。オレと言う証人がいて、かりんが頑張ったから、なんとかなったのだ。

　しかし聖ひじりは実際に裏切られている。

　どうしようも、ない。

　だが、……待てよ。

　大丈夫かもしれない。オレの中に一つの案が生まれる。

　成功する確率は限りなく低いし、羞しゆう恥ち心しんを捨てなければいけない。

　オレがやろうとしているのは、どうしようもない愚行かもしれない。

　だけど妹が幸せになる確率があるなら、限りなく０％に近かったとしても、０ではないのなら、やってやろうじゃないか。

　入部試験のときだって小二病を演じたのだ。

　今更どうってことはない！

　鍵かぎはクリスだ。あいつにアレをしてもらえれば……！

　必要なのはその一手だ。一手を打つだけで、すべてが変わる！



　携帯電話を操作し、オレはクリスにコールした。

「オレだオレ。清し水みずだ」

「……なんだ。しー君なの」

「ちょっとさ、クリスに頼みがあるんだ。聖のためなんだが」

　オレはそこで口ごもる。

「んー。聞いてから考えるわ」

　これは、言っても大丈夫なのか？

　いいや、普通に考えたら、ダメだろう。

　だけどっ！　オレは、それでも――！

「頼む。聖の前でもらしてくれ！」

「……は？」

「だから、聖の目の前で、お前がおもらししたら、誤解だったってわかるだろう!?」

　一瞬の間。そして息を吸い込むような音。

「ぜぇ――――ったい！　ぜぇ―――――ったいに嫌！　バカじゃないの？　しー君、頭おかしいでしょ。意味判わからない。なんであたしが、そんなこと」

　怒るクリスに対し、オレはもう一度、携帯電話越しに頭を下げる。

「そこをなんとか頼む！　もう、これしかないんだ！」

「大体ね、そんなことしたって無駄なのよ。もうちょっと大人になったら？」

「趣味のためにあんな部活を立ち上げた奴やつに言われたくねーよ」

「ああ、そう。協力して欲しくないのね？」

「してくれるのか？」

「嫌よ。ただ協力をお願いする側として、もっとへりくだりなさいよ」

「へりくだれば、してくれるのか!?　だったら、オレはなんでもするぞ！　クリス、いや、クリス様。ぜひお願いしますっ！　あなたの協力がなければ、成り立たないんですっ」

「ああ、そう？　あたしったらそんな重要なポジションなのね」

「はい。クリス様でなければ、どうしようもありません」

「でも嫌」

「てめえ」

「じゃあ、勝手に頑張ってね」

「おい、クリス」

　プチッ。電話が切られる。リダイヤル。出たかと思ったら「うるさい」と言って切られた。この後何度もかけなおしていたら、携帯の電源をＯＦＦにされてしまった。



　翌週からクリスとオレの戦いが始まった。頼み込むオレと拒否するクリス。

　朝の通学路のことだった。黒塗りの車から出てくるクリスに向かって歩いていく。他にもクリスを取り巻いてキャーキャーいう集団がいた。だが、オレはその集団を掻かき分わける。

「クリスっ！」

「あの人、クリス様を呼び捨て!?」「なんて不届きなっ」

　取り巻きたちの声を無視してオレはクリスに頭を下げた。

「頼む。クリス。お前にしか頼めないんだ」

「嫌よ。他を当たりなさい」

　そう言ってクリスは校舎へと歩いていった。オレは頭を下げたまま見送った。



　昼休み、クリスの教室。

「頼む。クリス。お願いだ」

　頭を下げるオレを、クリスの取り巻きたちが嘲あざ笑わらう。

「あらやだ。無様ねえ」「全く平民が身の程を弁わきまえないで」

　お前も平民だろうがっ！　という突っ込みは口に出ないように、唇くちびるを噛かんだ。

「邪魔だから戻りなさい。しー君」

　すると取り巻きたちが驚いた様子を見せた。

「えっ。なに！　平民を愛称で呼んでいるの!?」「どんな関係なのよ。きぃ悔しい」

「……また、頼みに来る」



　そして、放課後の部室。まだクリスしか来ていないようだ。

「クリスっ！」

　入るなり叫ぶと、クリスは椅い子すに座りながら俯うつむいて、苛いら立だたしげに声を出した。

「ああ、もう。いい加減に死になさいよ。間違えた。いい加減にしなさいよ。うざい」

「悪い、だけど……」

「本当に、何なの？　本当に苛立つわ。なんで貴方あなたは、一生懸命になれるの？　もう嫌。聞きたくない。やめて。……もう、やめてって、いってるのに」

　それは小さな声で、けれども部屋中に響ひびくような声で、強い想おもいの、いや、憎しみすら篭こもったような声だった。

「……クリス？」

　クリスの様子が、一変した。

　今までの優雅さなんか微み塵じんも存在しない。

　やけに暗い声で、呟つぶやいた。

「しー君。貴方はなんであたしにたてつくのかしら。……それに聖ひじりも聖よね。どうして戻ってきてくれないのかしら。……手に入らないのなら、いっそ、壊しちゃおうかしら」

「え」

「知ってる？　しー君。あたしはね、聖の恥ずかしい写真を、いっぱい持っているの。ネットにアップロードしたら、面白いかしらね？」

　……え？

　今こいつ、なんつった？

「そうしたらあの子、立ち直れないわよね。あたしのところから去ったこと、後悔してくれるかしら」

　クリスは俯いたまま、唇くちびるを吊つり上あげた。

「……お前、聖たちの部長なんだろ？　どうして、そんなこというんだよ。あいつらのこと、好きじゃないのかよ……？」

「だからよ。好きだからこそ、裏切ることが許せないじゃない？」

「でも、さっきまではお前、そんなに怒ってなんか……」

「うるさいわね。気が変わったのよ。あなたのせいでね」

「……そうかよ。てめえ、上等だよ。もしそんなことしたら、ぶっ殺してやる」

「それよ。……そういうのも苛立つの」

「何がだよ」

「……羨うらやましくて、腹が立つのよ！」

「はっ。何でも持ってるお前が、何が羨ましいって？」

「うるさいっ！　うるさいわよ！　確かにあたしには、何でもあるわ。お金だってあるし、頭もいいし。けど、けどねっ！　……そんなの、要いらなかった」

　クリスはそこで一旦言葉を止めて、続けた。

「あたしはただ、あたしを肯定してくれる人が欲しかった」

「そんなの、沢山いるじゃねえかよ。学内でも、どこにでもさ。お前を賞賛している奴やつが」

「それは外面の肯定よ。アレは違うわ。その賞賛の中央にいるのは、あたしじゃなくていい。容姿が整っていれば、お金を持っていれば、権力を持っていれば、頭がよければ、誰だれでもいい。彼らは同じように肯定して賞賛するわ。……あたしはそんなの、別に要いらない」

「言ってることが矛盾してねーか。訳わかんねーこといってんじゃねえよ」

「だから、あたしは、肯定して欲しかった。たとえホームレスでも、世界一の不細工でも、世界一の馬ば鹿かでも、全てが誰よりも劣っていたとしてもっ！　それでも、あたしを認めてくれる人が欲しい。でも、そんなの、いるはずがないと思ってた。あるはずがないと思ってた！　どんな人でも！　そんな相手なんか、持っていないって思っていたわ！　でも、貴方あなたがいたっ！　だから、あたしは聖ひじりが羨うらやましいの。物もの凄すごく、物凄く、物凄く！」

「意味のわからない仮定だな」

「じゃあ、どうなの？　貴方は。例えば聖の能力が、全ての面において、この世の誰よりも劣っていたとしたら……。それでも、好きでいられる？　いられるでしょう？」

「ありえないな」

　オレの返事を聞いたクリスは、安あん堵どするかのように息を吐いた。

「……そう。あなたも、やっぱり聖が可愛かわいいから、なのね。聖が可愛いから大事にしているだけで……。すっきりしたわ。よかった。そんな人が、存在しなくて……」

「クリス、お前は何を言っているんだ。馬鹿なのか？　聖が劣っているなんてありえない。聖であるというその一点だけで、この世の全ての存在を凌りよう駕がする！」

「ッッ!?」

「聖が聖だというだけでいいんだ」

「…………！」

「聖が聖であるなら、それだけで十分なんだ」

「いったい、どれだけ……、あなたは……」

「どんなことがあったって、あいつはオレの大事な妹なんだよ」

「あたしは、あたしとして見て、そして肯定してくれる人が欲しかったのっ！　聖にとっての、あなたみたいな……」

　こいつ、何を言っているんだ？

「や、やっぱり許せないわ！　もう、いいわよ！　もう後悔しても遅いんだからねっ！」

　クリスは後ろ手に持っていた携帯をこちらに向けていった。

「あとはキーを押すだけで、聖の画像がネットにアップロードされるわ！」

　さっきから後ろで手を組んでいたかと思えば！　そんなことを！

「ッ！　させねえよ！」

　クリスが告げた瞬間、オレは床を蹴けった。

　いくつかの椅い子すがはじけ飛び、大きな音を響ひびかせる。

「きゃあっ！　い、ったぁ……」

　オレはクリスを押し倒すようにして、クリスの携帯を掴つかんでいた。

「聖ひじりのそんな姿をばらまくなんて、絶対にオレが許さない！」

「邪魔しないでっ！」

　オレとクリスは携帯を奪い合おうと、床に転がりながらもみあう。

「お前こそっ！　なんでこんなことしようとするんだよ！」

　クリスの携帯を力ずくで奪い取る。

「手に入らないものが、目の前にあるって、悔しいじゃないの……！　そんなものがあるから、欲しくなる……！　眩まぶしすぎるのっ！　だったら、いっそ……！」

「ふざけんなよ！　さっきからお前、自分の欲望ばっかりじゃねえか！　それにな、お前、そのために何をしたよ！」

「何をって、あたしは……！」

「欲しい物に、何をした！　無様に転げまわってでも、手に入れようとしたのかよ！　掴みたいなら、手を伸ばせよ！」

「笑えるわ。努力さえすれば、何でも手に入るとでも？　入らないわ。そんなものじゃ。何も掴めない」

「ああ。掴めないかもしれないさ！　でも、頑張らなきゃどうにもならない。成功失敗はやってみなきゃわからない。頑張った奴やつだけが、成否を決めるダイスを振ることができるのさ。その判定が成功でも失敗でもなっ！　やらなかったら、振る事すらできないんだ」

「…………あなたは頑張らなきゃ何もできないんでしょう？　どんな小さなことですら。あたしは頑張らなくたって、何でもできたわ」

「でも、手に入らないものがあるんだろ!?　だったら、やってみればいいじゃねえかよ。オレだって聖に嫌われてるのに、それでも、オレは、諦あきらめないッ！」

「……あなた、本気で……？　むしろ、聖はあなたのこと……」

「だから、頼むよ。少しでも聖を大切だと思っていてくれたのなら……！　頼む。代わりに、オレに何をしてくれてもいい。だからっ……！」

　オレはクリスを押し倒したまま、頭を下げた。

　クリスは下敷きになったまま、呟つぶやいた。

　クリスの瞳ひとみに涙が溜たまっていく。

「……でも、ずるいよ。聖ばっかり」

　子供っぽい口調でクリスは、呟いた。

　それからクリスは無言で唇くちびるをかんでいた。

　時計の針が時を刻む音が部室にひびく。

　ふと、つぶやく。

「そういえば、お前なんでさっきから訳の判わからないことを言ってたんだ？」

「え？」

「だってさ、流りゆう泉せん寺じクリスは、流泉寺クリスだろう？」

「…………」

「もし、お前の中に別の人間が入ってたとしたら、こんなことにはなってないだろうし……。かりんだって、お前があいつのこと、気に入ってるからお前を好きになったんだろ」

　オレがさっきから思っていたことを告げると、

　クリスは顔をそむけて告げてきた。

「聖ひじりに、頼むだけなら、やっても、いいわ……」



　翌日は生あい憎にくの曇り空だった。雨でも降ふり出しそうなほどだ。

　もう聖は、オレの言葉は聞きもしない。話しかけると顔をそらすし、まるで、そこにいないように振ふる舞まってくる。

　オレの心は決けつ壊かいギリギリだった。それに、クリスもつらそうにしていた。

　だから、かりんにお願いをして、聖を放課後に校舎裏へと呼び出してもらうことにした。

　オレとクリスは、約束の時間に校舎裏へと向かった。

　寂れた場所だ。そこに聖がぽつんと、こちらに背中を向けて立っていた。

　近づいて、声をかける。

「聖……っ」

　振り返った聖は、いつもと変わらぬ表情。だけどどこか諦あきらめに似た雰囲気が漂っている。

「……兄さん。本当にしつこい」

「頼む。オレと、オレとクリスの話を聞いてくれ」

「……クリス部長も？」

　今まで一度もキチンと言い訳をしなかったクリスがわざわざやってきた。それは、聖にとって少しは価値のあるものだったのかもしれない。

　聖は背を向けず、こちらを真まっ直すぐに見ていた。

「……判った。これが、最後」

　頼むぞ。クリス……！

「聖。この前のはあなたの勘違いよ。あたしも、聖と同じ体質なの。知っているでしょう？」

「……この前までは、そう思ってた。だけど、もう違う」

「どうして、そう思うの？」

「だって、クリス部長。今まで、一度も、したことがない」

「それは、たまたまよ」

「私とかりんは、何度もあるのに？」

「それも偶然」

「聖ひじり、クリスを信じてやってくれ……！」

　だけど聖は左右に首を振る。

「それに、私は、クリス部長の発動条件トリガすら知らない……」

「っ……！　確かに、いってなかったわね」

「じゃあ、クリス部長の発動条件は何？」

　クリスが戸惑う。それはそうだ。ここで答えてしまえば、それを満たしたとき、しなければならなくなる。ここはきっと答えられない。そういう場面だ。

「……それは、言えないわ」

「やっぱり」

「でも、信じて。あたしは聖が大好き。かりんも、カエデも好きよ。だから――！」

　クリスが強く聖の肩を掴つかむ。

　その手を聖は乱暴に振り払った。

「嫌っ！　やめてっ！　もう、聞きたくない。どうして、部長が私を騙だましてたのか、知らない。だけど、もう、心が痛いのは、やだ、やなのっ！」

　聖が両耳を強く、強く塞ふさぐ。

「聖っ！」

「やめて、やめて、やめて。聞きたくない。嘘うそに満ちた言葉。作り物。どうせ私は、一人なんだ。ここに呼んだかりんも信じたくない。嘘をついた兄さんも、騙していたクリス部長も。もうやだ。やだ」

　聖はうわごとのように、やだ、やだと呟つぶやきながら、耳を強く塞ぐ。

　ああ。コレは本当にただごとじゃない。

　オレたちが、いや、オレが、ここまで聖を追い詰めてしまった。あのまま放っておけば、ここまで聖の心を痛めつけずに済んだかもしれない。

　だけど、放っておく事なんかオレにはできなかった。

　だからこそ、二度と修復できない傷が生まれようとしている。

　嘘をついていたオレが、聖に嫌われるのはいい。

　でも、聖が誰だれも信じられなくなるとか、友達がまったく作れないとか、そんなのは嫌だ。

　オレは、絶対に認められない！

「クリスッッッ！」

「な、何よ、いきなり……」

「頼む。頼むっ！」

　オレは地べたに頭をこすりつけた。

「ま、まさか……！　しー君、あなた、あたしにアレを……!?」

「頼む。オレじゃ、もうダメだ。お前の言葉でも、もうダメだ。お前の行動しか、現実を塗り替えられないッ！」

「そんな現実、断固拒否するわ！」

「オレを嫌ってくれて構わない！　あとで、なんだってしてやる！　だから、だからっ！　どうか、今だけは……！　今だけはっ！」

「い、嫌よ！　無理よ！　絶対嫌よっっ！」

「お前しかいないんだっ！」

「それでもっ……！」

「それでも、なんだよ。お前は、確かにどうしようもない変態かもしれない。けど、けどさぁっ！　でも、お前、大事にしてきたんだろっ！　あの部活をさぁっ！」

「っっ！」

「確かによこしまな想おもいを抱いてたかもしれない。けど、伝わってきたさ！　お前がっ、聖ひじりとっ、かりんをっ！　大事にしていたことはっ！」

「そ、そんなこと、あなたに関係ないでしょう!?」

「頑張るのが嫌いなお前が、何度もカエデを誘っていたみたいじゃないか。あれは、頑張ってたんじゃないのか！」

「……あ、あれはっ！　まだ、可能性があったからよ……」

「可能性ならッ！　今だってあるッ！　ごくわずかにだけど、残ってるッ！」

「け、けど……」

「ファミレスのときだってお前、最低だったけど、最後、楽しそうだったじゃないか！　賑やかな食事は初めてって、いったじゃないか！」

「う……」

「そして、聖に、お前の秘密がばれたとき、何の言い訳もしなかったのは、聖が余計傷つくってことに、気付いていたからだろう！　あの後は暴走してしまったけど、それは、聖を大切にしてくれているからだ！　聖に裏切られた気がして、悲しかったんだろう!?　頼むよクリス。あと少し、あと少しッ……！　少しだけ、頑張ってくれ！」

　はいつくばったまま、さらに額を地面にこすりつける。

　風が、オレの肌を撫なでていく。

「あ―――っ！　もうっ！　判わかったわよ！　最低だわっ！　本当に最低っ！」

「……クリス……」

　クリスは、聖の手を無理やり耳から引ひき剥はがし、叫んだ。

「聞きなさいっ！　聖ひじりっ！　あたしは、あなたと一緒なの！　だから、その目で、しかと見なさいっ！　見届けなさいっ！」

　ぽつり、ぽつりと冷たいしずくが空から滴したたり落ちる。雨だ。雨が降ふってきたんだ。

「ぶ……ちょう……？」

「しー君！　アンタは見ない！　下を向いていなさいっ！」

　雨空の下で、クリスが叫びをあげた。オレは急いで頭を下げる。

「んん、んっ……。く、うっ……。あっ……」

　クリスの甘い声だけが耳を通過していく。

　羞しゆう恥ちを我慢するような、そんな吐息も聞こえてくる。

　そして、ぴちゃ、ぴちゃと音がする。

「……あたしも、あのとき頑張ってたら、誕生日にくらい……。いえ、いまさらね」

　クリスのそんな呟つぶやきが、雨音にまぎれて聞こえてきたような気がした。

　コンクリートの地面が、少しずつ濡ぬれていく。

　まるで、クリスにたまっていた何かを解き放つかのように、水みず溜たまりは広がっていった。

　これはクリスの――？　いや、きっと雨だ。

　初夏の空は冷たい雨をオレたちに降り注ぐ。

　まるでクリスが降らせた雨を洗い流すようにただ、ざぁざぁと降り注いだ。

















　雨に打たれたまま、どれくらいの時間が過ぎただろうか。

　雨音の中、クリスの声がした。

「顔を、あげていいわよ。しーくん」

　聖ひじりとクリスが、びしょぬれの様子で向かい合っていた。

　二人の制服が白く透すけ、下着が見えている。

　クリスが悲しげにうつむいた。

「……こんな、付け焼刃じゃあ、ダメかしら」

　聖は無感動なドールじみた顔のまま、拳こぶしを握っている。

「……やっぱり、違う」

　くそ。これでも、ダメなのか？

　クリスが諦あきらめたような声を出す。

「そうよね……」

　だけど、聖は両手を広げ、クリスを抱だきしめる。

「でも、部長は、私のためにここまで、してくれた。私のために。……私、私はっ……。部長、が、眼めの前で、アレを、してくれて、嬉うれしかった……」

　聖は一瞬ためらってから、続ける。

「……ありがとう」

　クリスは照れたような気まずいような表情を作る。

「ううん。聖、あたしのほうこそ、ありがとう。そして、ごめんなさい」

　その言葉に頷うなずいた聖は、今度はオレのほうに向き直る。

「……兄さんも、私のために、ありがとう」

　それは聖の、本当にただ素直な感謝の気持ち。

　それだけでオレはすべてが報われたように思えた。

　通り雨はそれまでのオレたちの不和とかを全て洗い流してから、ぴたりと止やんだ。

　気付けば、雲間から暖かな日差しが、もれだしていた。










　◆エピローグ



　しかし次の悲劇はすぐにオレたちを待ち構えていた。

　オレたちっていうか、主にクリスに悲劇は降ふりかかった。

「どどっ、どうするのよこれーっ！」

　オレに向かって叫んだのはクリスである。一体何がどうしたのかというと――。

「あ、あ、あれからっ！　あれからあたし、習慣になっちゃったじゃない！」

「クリス。何がだよ。空き教室にオレを呼び出して、いきなりどうした」

「そ、それが、この前初めて頑張った。頑張ったのよ。そしたら、そしたらね――、頑張ろうとすると、おしっこしたくなっちゃうようになっちゃった……」

「あ、あー……」

「どうしてくれるのよ！　どう責任とるのよ！」

「いや、いいんじゃないか。嘘うそから出たマコトだ」

「出したくないわよ！　そんな真実いらないわよ！」

「大体、最初にクリスが嘘つくから悪いんだろう。せいぜい頑張れ」

「だーかーらーっ！　頑張れないって言ってるのが判わからないの!?　このバカ！」

　首をつかまれガクガク揺ゆすられる。

　そのやり取りの現場に、他の部員の声が響ひびいた。

「あれー、クリス部長にしー先輩、こんなところで何を？」

「おうコラ。腹黒お嬢サマ？　清し水みずに何をやってんだぜ？」

「兄さん。ま、まさか、逢あい引びき……？」

　扉の近くでこちらを見ていたのは、聖ひじりとかりんとカエデだ。

「なな、ななっ！　クリス部長としー先輩が!?　ゆゆ、許せませんっ！　そんなの許せませんっ！　って思ってたら、あわわ。んっ、くっ。やばい、漏れちゃいそうですっ……」

「ぐうっ！　一歩先をいかれたぜ!?　こいつは悔しいっ！　悔しくて、ああああっ！　もうダメだぜえええっ！」

「ち、違うわよ！　ただあたしはこいつに文句を言ってただけだし、そうじゃなくて――」

　クリスも何かもじもじしだした。もしかして、言い訳を頑張ったらトイレ行きたくなったとか言うつもりだろうか。

「んっ、なんで、あう、さっきお手洗い行ってきたのにぃっ……！」

　その姿を見て聖がいう。

「皆みんな、おもらし治すため、頑張ろう」

「だから頑張れないのよーっ！」

「もも、もうわたし、だめですーっ」

「アタシも、我慢できないぜーっ！」

　良かったな。聖ひじり。一緒に頑張れる仲間がいて。

　オレはぷるぷるする三人と、ほんの少しだけ笑った聖を見て、幸せな気持ちになった。

　……本当に良かった。

　しかし、冷静になって考えると、よかったのか悪かったのか、何がなんだか判わからない。

　……良かった。良かったと思おう。



　　　　　　●▲



　だけど、そんなハッピーエンドは長くは続かなかった。

　オレがある日一人で登校していると、過去からの亡霊が形を持って現れた。

　よく見知った少女だった。

　ずっと見てきた少女だった。

　妹の次に長く付き合いのあった少女だった。

　昔の面影をそのままに、可愛かわいらしく成長している少女が、正門の脇わきに立っていた。

　犬耳のようにすら見えるクセのある髪は、以前のまま。

　そいつは鋭い瞳ひとみでオレを射抜いた。

　かと、思いきや、破顔する。

　以前にはまったく見せなかった、裏側のうかがい知れぬ笑み。

「……久しぶりっ。ショウくんっ。やっと、やっと、やっと、会えたよっ」

　呼吸が詰まる。心臓が大きく跳ね動く。身体からだが、ぶるりと震えた。



　それは、オレが過去に救えなかった少女だった。



「…………犬いぬ居い、亜あ希き…………」

To Be Continued.










あとがき



　はじめまして。この度ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて優秀賞をいただき、本を出していただく運びとなった、真ま崎さきまさむねと申します。

　この本は、人間として避けることのできない業である××××から女の子を救うという内容の、ありがたい本です。ええ。ホントですよ？　絶対そうです。

　たぶん、おそらく、もしかしたら……、そうだといいなぁ……。



　ひとまず謝辞を。

　担当の瀧たき口ぐちさん、編集長の三み坂さかさん、様々なアドバイスをいただき、ありがとうございます。おかげ様でよいものに仕上げることができたと思います。

　そして、イラストのさよりさん。とても可愛かわいらしい絵をありがとうございます。

　キャラクターの絵があがってきたときには、思わずニヤニヤとしてしまうほどでした。



　そして友人の方々。著者近影のハンコをくれた友人の方々。受賞のことをまるで我がことのように喜んでくださり、祝ってくださり、本当に嬉うれしかったです。

　ですが、一つだけ言わせてください。

　君たちは僕のことが嫌いなんでしょうか？

　確かにね、君たちからメッセージ貰もらったよ。ガンバレとか死ねとか色々書いてあったさ。

　でも、なんでそれを、おむつに書くの？

　僕はこれをどうしたらいいの？

　ぱっと聞いた感じだと、一瞬理解ができないような物に書いてるよね!?

　とりあえず捨てるに捨てられず机の奥底に封印してあります。



　また友人のＴさん。あなたとの雑談の中で、某銀行のキャッチコピーから思いついたネタが本になっています。あなたと、そして某銀行がなければこの原稿はありませんでした。

　ネタを思いついたときは締め切りまであと一週間しかありませんでしたし、ネタ的にもまさか受賞するとは思いもしませんでした。

　今まで何度も投稿してその度に『これは受賞する！』と思っていたのに、最初から『これは、ちょっと危険だから無理そうだ』と思っていたものが上手くいくとは不思議ですね。

　そして最後になりましたが、本書を手にとってくれた読者の皆様。

　…………本当にありがとうございます。

　よろしければ、どうか、これからよろしくお願いいたします。

真崎まさむね










　著者

　真崎まさむね（まさき・まさむね）
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　イラスト
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　　フリーのゲーム原画家・イラストレーター。

　　女の子の照れ顔とか恥ずかしい顔とか困り顔とか我慢顔とか大好きです。大好きですっ。

　　ＨＰ：‥http://sayori.sabori.com/
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